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プロローグ




　誰だってイージーモードは好きだ。苦労をしないに越したことはない。

　だが────その程度が過ぎると、人は慢心の海に溺おぼれる。




「────んなっ!?　なんだ、今のは!?」

　二メートル近い身長のアフロ髪の巨漢が、いかつい顔面を歪ゆがませて驚きの声をあげた。

　コロッセオのような形状をしたすり鉢状の野外スタジアム。

　その中心にあるコートから、激しい爆炎が立ち上る。

　そして、爆炎のさらに奥で────ほっそりとしたシルエットが一つゆらめいた。

　長身痩そう躯くの少年が炎の壁を突き破り、気だるげな足取りで歩いてくる。

「バ、バカな!?　オレサマの《荒れ狂う鳳炎クレイジー・グレネード》は確実に直撃していたはずだ！　それなのにどうして貴様は平然と立っていやがる!?」

　アフロ男の焦ったような怒声が、スタジアムに高々と響いた。

　────国立美み笠かさ木ぎ高等学校。

　国が設けた『魔法使い』の特別育成機関。

　ここはその付属施設である、魔法戦専用の競技スタジアムだった。

　今まさに実技訓練の一環として、全学年合同の模擬戦が行われている真っ最中である。

「み、美み笠かさ木ぎ高のトップランカー、ボンバーヘッド田た中なかが……！」

「学内でも最強レベルの火属性使いであるあのボンバーヘッド田中が……！」

「一年相手に完全に遊ばれている……!?」

　結界に守られた観覧席から、どよめきが起こる。

　観戦しに集まった学生服の生徒たちは、誰もが目を丸くして驚きよう愕がくの表情をしていた。

「クソがッ……！　まぐれに決まってる！」

　大だい喝かつするアフロ男は、拳こぶしを固めて大きく振りかぶった。

　後ろに引いた彼の拳の前で、チリチリと熱を放つ光球が発現する。

「田中のやつ……また《荒れ狂う鳳炎クレイジー・グレネード》を放つ気か!?」

「一年相手にあれを連発するなんて……。しかも、さっきのより数倍はデカいぞ！」

「ボンバーヘッド田中の必殺技！　あれで数々の上位ランカーたちを蹴け散ちらしてきたんだ！　今度こそ、あの一年もただじゃ済まねえよ！」

　観覧席から興奮したような叫びが響く。

「────《荒れ狂う鳳炎クレイジー・グレネード》ォォォォォォォォォッ!!」

　技名を吼ほえると共に、アフロ男が拳を勢いよく前に突き出した。

　瞬間、周囲が真っ白に染まる。拳が打ち付けられた光球は、グニャリと形を変えて、まるでレーザービームのように一直線に飛んでいった。

　そのまま前方にたたずむ少年の足元に着弾。

　激しい爆風と爆音をまき散らし、絶大な破壊をもたらした。

「ハァ……ハァ……！」

　技を放ったアフロ男はガクリと膝ひざをつく。

　……さすがに相手も無事ではいられまい。そんな確信があった。

　その確信は────直後に裏切られる。

　煙幕の中から、少年がゆっくりとした足取りで抜け出てきた。

「む、無傷……だと……!?」

「まさか!?　着弾寸前に同質量の魔マ力ナをぶつけて相そう殺さいしてみせたというのか!?」

「ありえん……相手の魔力量を瞬時に見極め、あまつさえあの一瞬で魔法式を完成させてしまう技量……奴やつは本当に人間なのかッ？」

　観覧席で口々に騒ぐギャラリー。

「き、貴様ッ」

　アフロ男は忌々しげに唸うなりながら立ち上がった。

「あー…………えっと」

　そこで、少年が初めて声を発した。

　彼はしかめっ面で周囲の状況を見回す。

　……観覧席に集まったギャラリーから、何かを期待するような視線をヒシヒシと感じた。

　少年の口から、思わず嘆息が漏れる。

「……お前の魔法はすでに見切った」

　告げると、観覧席から「なにぃ!?」という声が重なった。

　少年の表情がさらに翳かげる。それでも彼は自分の義務と言わんばかりに続けた。

「お前の魔法は破壊力に長たける。だが、しょせんは破壊力だけだ。属性エレメントは火属性の単一、魔法式の構成も単純にそれを凝縮して押し固めただけ。こんなのバカだって把握できるぞ。相そう殺さいするのもそう難しい話じゃない」

「ボンバーヘッド田た中なかの《荒れ狂う鳳炎クレイジー・グレネード》を……！」

「単純と……！」

「言い切っただとぉぉぉぉぉ!?」

　ザワザワとする観覧席のザ・ギャラリーズ。

　続いてアフロ男が「なんだと!?」と憤ふん慨がいした。

「オレサマが……最強であるはずのこのオレサマが、こんな一年坊主に……！」

「悔しがっているところ悪いが。さっきのでお前の体力も底をついたはずだ。魔法を使う余裕はもうないだろ？　まだ続けるってなら無理に止めはしないが、どうする？」

「く、くそおおおおおおおおおおおおおッ！」

　アフロ男は叫び声を上げて殴りかかってきた。もはや、やぶれかぶれだ。

　少年はひょいと身を屈かがめただけでそれをかわした。

　流れるような動きでアフロ男の懐に潜り込み、下から押し上げる形で掌しよう底ていを放つ。

　瞬間、激しい衝撃が迸ほとばしり、アフロ男の体がフワリと浮いた。

　美しい弧を描いて、紙クズのように巨体が後ろに吹っ飛ぶ。吹っ飛ばされたアフロ男はそのまま壁に激突して、ドシンと音を立てながらうつ伏せに倒れた。

　……思わず目を瞠みはるような、卓越した格闘術。

　さらにそれは、少年自身の魔法によって身体能力が強化されたことで、威力が数十倍にも跳ね上がっていた。もはや人間の動きではない。




「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」」」」」




　決着から一拍置いて、ギャラリーが爆発的に沸わく。

　歓声をあびながら、少年は気まずそうに俯うつむいた。

「……ほう。あれが噂うわさに聞く一年か」

「……ふぅん。田た中なかを一撃なんて、なかなか面白いじゃない。今後の成長が楽しみだわ」

「……ククク。早くここまで来い。オレは頂点にて待つ」

　観覧席でそれぞれ満足そうにつぶやく、無駄に風格のある上級生たち。

　……あれ？　見る顔の全員、以前の模擬戦でボコボコにしたはずじゃ？　とか言ってはいけない。絶対にいけない。

　その場から足早に立ち去る少年の後姿を見送りながら、ざわめきの収まらないギャラリーの数人が打ち震えるような声で告げた。

「あれが噂うわさの……」

「ああ、そうだ。あいつが例の……」

「この学校に突如として現れた超新星。一年にしてＳクラス判定の魔法使い。未いまだに底の知れないダークホース────」




「「「《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》、桜さくら川がわ晴はる斗と……！」」」




　……やかましいわ。

　唱しよう和わされる彼らの言葉に、少年────桜川晴斗はげんなりとした顔で毒づいた。








第一章　チートは人生における苦労をまるで知らない




　────世界というのは実に不平等で、不条理に出来ている。

　ことわざにある『天は二物を与えず』とは、世の若者たちのやる気を削そがせないために、先人が作り出した都合のいい嘘うそである。

　……すごい奴やつはすごいし、すごくない奴はすごくない。

　その最たる象徴として、この世界には『魔マ力ナ』と『魔法』というものがあった。




　魔マ力ナ────万物の根底に流れると言われる超常エネルギーの総称。

　これらの力が世界中で発見されてから早数十年。

　その詳細は未だに解明されていない部分が多いが、一説によれば肉眼では捉とらえることのできない微粒子状のものと言われている。

　これらを制御して、超常的な現象を意図的に引き起こすのが『魔法』。

　それら魔法を使う才のある者を『魔法使い』と呼ぶ。

　魔力には属性エレメントと呼ばれるものが存在し、火属性、水属性、風属性、土属性、光属性、闇属性、そして無属性の七つが確認されている。

　魔法使いにはそれぞれの属性との相性があり、通常は一～二属性の魔法を扱うことができるとされている。

　そして、魔法は通常ではありえない奇跡の現象をいとも簡単に実現させてしまうのだ。

　魔法使いこそ、まさしく才能の塊。

　持っている奴やつは持っているし、持ってない奴は持ってない。

　実に不平等。神がえり好みして与える才能を決定したとしか思えない。

　ただ、その才能あふれる魔法使いの中でも、格差というのはやはり存在する。




　────一般家庭に生まれ、

　────しかし、たまたま魔法を扱う才能があり、

　────そのまま魔法使いを育てる特別な学校に入学して、

　────始めは周囲にバカにされ、一方的に低能と格付けされて、しかし実はものすごい潜在能力があり、周囲の評価を覆してきた少年がここに一人。




　これはそんな彼の、栄光へ駆け上がるまでの王道物語────ではなく。




　自分の手に入れた栄光に、どこか白々しさやご都合主義的なものを感じてしまっている。

　そんな恵まれている偏屈者の、「駆け上がってしまったあと」の後ご日じつ譚たんである。




　○　　　●　　　○　　　●




「────納得がいかない？　この間の試合結果がかい？」

「……そうだよ。なんなんだ、あの茶番劇は」




　関東圏の片隅にある魔法使いの特別育成機関、『国立美み笠かさ木ぎ高等学校』。

　その一角にある一年Ａ組の教室で────俺こと桜さくら川がわ晴はる斗とは、友人の広ひろ瀬せ哲てつ史しに死んだような目でそう告げた。

　時刻は十二時半。昼休みの真っ最中。

　クラスメイトたちが各々の昼食を用意して楽しそうに雑談しているなか、俺だけがお葬式に参列している人間みたいな暗い顔をしていた。

「いやいや。なに言ってるんだよ。実際、大したものだったじゃないか」

　俺と机を挟んで向かい合う哲史は、焼きそばパンを頬ほお張ばりながら肩を竦すくめてみせる。

　清潔感あふれる黒髪短髪に、鼻筋の通った整った顔立ち。これで実家がお金持ちだというのだから、人間の平等性というものに不信感を覚えなくもない。

　……まあ、俺が言えた義理ではないのだけれど。

「桜さくら川がわ晴はる斗と。今年入学した超新星。この間の模擬戦の際も、全学年合同だったにもかかわらず全戦無敗。それなのに当の本人が『納得がいかない』とは、これ如い何かに？」

「ふん。白々しい。お前だって、俺の試合は見てたんだろ？」

　俺は苛いら立だたしげに歯は噛がみして哲てつ史しを睨にらみつける。

　────国立美み笠かさ木ぎ高等学校。

　俺たちが通うこの学校は『魔法使い』を育てるための特別な学校だ。

　魔力や魔法の存在が公に認められるようになり、すでに何十年も経たつ。未知なる魔法の力を扱う魔法使いが社会的に重宝されるようになるのも、自然の流れだった。

　しかし同時に、それら魔法を悪用する魔法使いの犯罪者がでる可能性も、当然のことながら危き惧ぐされた。それに伴い、国は国内の魔法使いたちを登録管理する行政機関《異能局》を立ち上げ、魔法を使う資格に免許制を導どう入にゆうするなど、様々な対策を講じた。

　その一環として、「正しい魔法使いを育てる」という理念のもとに設立されたのが、この美笠木高だ。

　ここには毎まい年とし、数多くの魔法使いの卵たちが集まり、三年制の決められた教育課程を修めることで、正式な魔法使いの資格免許を取得できる仕組みになっている。

　その教育過程に、「魔法を使った戦闘訓練」というのも取り入れられていた。

　実力が物を言う世界である。当然のことながら挫ざ折せつを味わう者も多い。

　だが────俺自身は、それとはまったくべつの不満を抱いていた。

「なんなんだよ、アレは？　どうしてどいつもこいつも、やたらめったらにフラグを建てまくるんだ？『あれを喰くらったらただでは済まない……』とか。絶対にそいつ、ただで済むだろ。暗に『こいつは無事だよ』って予言するようなもんだ」

「いやいや。フラグ回収なんて漫画の中限定のお約束だよ。客観的な状況分析だし、『無事じゃない』って判断されたら、大抵は『無事じゃない』んじゃないかな？」

「それに、あの自分の技が通じなかったときのリアクションもオーバーでわざとくさい。聞いているこっちが恥ずかしくなってくる」

「自信を持っていた自分の力が通じなかったんだ。そりゃリアクションもオーバー気味になるさ。それが普通だって」

　呆あきれたように返してくる哲史に、俺はしかめっ面を作る。

　……どうにも話が噛かみ合あわない。いや、見解の違いというやつだろうか？




　思い返せば、俺のスクールライフは最初から全力でおかしかったのだ。




　一般家庭の生まれでありながら魔力を扱う才能があり、しかも『全属性を扱える』という特異性を、俺は最初から持っていた。

　魔法使いの力は国からも非常に重宝されている。正式な魔法使いになれば将来働き口に困ることはなくなるし、才能があるなら無駄にする理由もないだろう……ということで、俺は美み笠かさ木ぎ高に入学することを決めた。

　そして中学からの友人である哲てつ史しと共に『魔法使い』としての第一歩を踏み出したのだ。

　……ここまではいい。順調だった。

　肝かん心じんの歯車が狂い始めたのは、そのあとからだ。




　入学試験のとき────。

　試験内容の一環として、素そ質しつを計るための試験官との模擬戦があった。

　俺の相手はまだ新米ながらも美笠木高の実技教官を務めるプロの魔法使い。意気込んで挑んでみた結果……彼女は勝手に自分から壁に激突して、盛大に自滅した。

　いや、相手の攻撃を俺がすんなりと避よけてしまったのが原因だったんだが。その日から俺は、「教官を倒した超新星」として望まずとも全校から注目される立場になった。




　そして迎えた、登校初日────。

　入学試験での噂うわさがクラスメイトの間でも広がり、教室に入るなりやけにガラの悪い不良生徒たちに絡まれた。

　彼らの主張を要約すると「一般家庭の生まれが注目されるのは気に食わない」だそうな。

　魔法使いの才能は血筋によって決定するところが大きく、色々とイレギュラーだった俺は、彼らにとって面白くない存在だったのだろう。

　だけどそいつらはまったく大したことがなくて、俺は呆あつ気けなく全員を返り討ちにしてしまった。本当に冗談かと思うくらいに弱かった。以来、さらに注目を浴びるハメになった。




　その後も色々とあったのだが、気づけば俺は学術と実技の総合成績でぶっちぎりの首位の座についていて、皆から一目を置かれる存在となっていた。

　最初の頃は「一般家庭出の素人が調子に乗るなよ！」とか「一年のくせに生意気だ！」と絡んでくる上級生や教官なども多くいたのだが、今ではそれも皆無。

　それどころか、俺が模擬戦に出るといつの間にかギャラリーの中に混じっていて、そいつら全員が「いや、あいつならきっと何かやってくれるはずだ……！」みたいな、まるで根拠のない期待のこもった視線を向けてくる始末だ。

　これを白々しいと言わずして、なんと言おうか？




「なんかわからんが、最初は見下してきた奴やつらが、ここ最近になってやけに俺のことを持ち上げてくるんだよ！　それが無性に気色悪いんだよ！　そろそろ限界なんだよ！」

「今の晴はる斗とは『入学編・完』……の状態ってわけか。これからはハーレム展開にシフトして、毎巻新しいヒロインが追加されるかも？」

「なんの話だ!?」

「晴斗のこれからの学校生活の話さ」

　哲てつ史しは屈託ない笑みを浮かべて、愉快そうに肩を揺らす。

　俺は暗い気持ちになって、深くため息をついた。

「……苦難の末の結果なら、俺だって文句は言わん。だけど、全部が全部、とんとん拍子だ。まるであらかじめ誰かに用意されたレールを辿たどっているような────」

「そうだな。確かに君は色々とおかしい。なにをやっても冗談みたいに最強無敵なんだから。……なあ《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》？」

「その名前で呼ぶなぁ！」

　周囲が勝手につけた恥ずかしい二つ名に、俺は顔を真っ赤にして身もだえた。

　────なにをやっても物事がいい方向に転がり、勝手に世界が自分を持ち上げる。

　簡単に言えば、俺の人生はそれがすべてだった。

「まあ仕方がないさ。それもこれも────」

　君が《チート》だから、と。

　哲史は迷いなくそう言い放ってみせた。




　チート：主に「ズル」や「イカサマ」みたいな意味。コンピューターゲームで改造を行い、自分の有利になるように手を加える行為などをこう呼んだりもする。そこから転じて「改造したかのように強い」「イカサマ級にすごい」などの意味でも用いられる。




「いい加減に自覚しろよ、晴斗。君はそういう存在なんだ。そもそも、君が色々とアレなのは魔力や魔法の分野に限った話じゃないだろう？　眉び目もく秀しゆう麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、スポーツ万能、おまけに家事全般まで完かん璧ぺきにこなす超人。君は生まれたそのときから『自分におあつらえ向きの人生』を歩むことを運命づけられているんだよ」

　桜さくら川がわ晴斗という人間がすごいのは、生まれついての《チート》だから。

　神が世界という自由帳に書き綴つづった『ぼくがかんがえたさいきょう』だから。

　哲史はそう言った。

　だが……俺自身はそれがどうしても我慢ならない。

「ちがう！　俺は神に特別扱いされた《チート》なんて軟弱なものじゃない！　なんかそれだと、俺自身はべつにすごくないみたいじゃないかッ！」

「ええっ!?　キレるところそこなの？」

　哲てつ史しに呆あきれ顔がおをされたが、知ったことではない。

　神に愛された天才？　生まれついて与えられた反はん則そく的スペック？　冗談じゃない。それを認めてしまったら、すごいのは俺じゃなくて神のほうってことになるじゃないか。

「なんか……ものすごく面倒くさい悩みだねぇ。天才特有のものとでも言えばいいのか。晴はる斗とらしいといえば晴斗らしいんだけど。君は昔から一般人と感性ズレてるし」

「なんだよ、その言い方!?　まるで俺が傲ごう慢まんなやつみたいじゃないかッ」

「自覚ないのかよ。君、自分がすごいのが大前提みたいに思ってるとこあるだろ？」

「当たり前だ。すごい俺が存在しない世界なんて、重力の概念がない世界と同義だ」

「ごめん……真面目まじめに訊きいた僕がバカだった。君は救いようのない天才バカだよ」

　哲史はヘラヘラと諦あきらめたような笑いを浮かべる。

　……な、なんなんだ？　俺は何かヘンなことを言ったのか？　よくわからない。

「でもさ。君が神に愛されている《チート》だっていう事実を、君自身がいくら否定しても、たぶん無駄だと思うよ？　そのこと、簡単に証明してやろうか？」

「は？　証明？　……どうやって？」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめる俺に、哲史は軽く顎あごをしゃくってみせた。

　すると、




「────さぁくぅらぁがぁわ……ッ!!」




　教室の前方から、ドスのきいた少女の唸うなり声ごえが響いてきた。

「……なんだ？」

　顔を上げてみると、前方からクラスメイトの女子生徒が肩を怒らせながらこちらに大おお股またで近づいてくるところだった。

　つりあがり気味の双そう眸ぼうとポニーテール。いかにも気が強そうな娘こである。

「ちょっと、あんた！　桜さくら川がわ！」

「……すまん。誰だお前？」

「んがっ!?」

　率直に返すと、少女はショックを受けたように仰のけ反ぞった。

　哲史が呆あきれ気ぎ味みに嘆息する。

「峯みね岸ぎし紗さ季きさんだよ。うちのクラスの委員長」

「へぇー……」

　説明を受けても、いまいちピンとこない。

　曖あい昧まいな返事しかできない俺とは正反対に、峯岸とやらはすぐに勢いを取り戻して「ふん！」と大きく鼻を鳴らした。

「ちなみに学術と実技の総合成績で学年次席よ！　わかる？　二番よ二番！　あんたの次にすごいの！　それなのに顔を忘れるとか信じらんない！　っていうか、あんたみたいな奴やつに負けたこと自体が今でも信じられないわ！」

「はぁ……そうッスか」

　早口にまくしたてる自称『学年次席』に、俺は完全に気け圧おされていた。

　申し訳ないが、俺は人の顔と名前を覚えるのがすごく苦手なのだ。

「だいたいね！　今日はあんた、日直だったはずでしょ！　主席のくせしてどーして忘れるかな、そういう大事なこと！」

「はぁ……すんません」

「代わりにあたしがその役目を引き受けることになったんだからね！　まあクラス委員長だし？　学年次席だし？　やってあげないことはないんだけど！」

「はぁ……ありがとう」

「あ、あんたにお礼なんて言われる筋合いないし！　クラス委員長として当然のフォローをしただけで、べ、べつにあんただから特別ってわけじゃないんだからっ！」

「はぁ……さいですか」

「それと、この間の数学の授業！　あんた、居眠りしてたでしょ!?　まったく、どーしようもないわね、あんたって！　代わりにノート取ってあげたから、感謝しなさい！」












「はぁ……え？」

「それと、古文と日本史、魔法史の授業のやつも！　本当にどーしようもないんだから！　これだけあたしにやらせたんだから…………こ、今度埋め合わせくらいはしてよね？　……楽しみにしてるから」

「…………」

　ドサドサと積み上げられていくノートに、顔をそむけながら頬ほおを赤らめる峯みね岸ぎし。

　最後のほうはボソボソと呟つぶやくようになっていて聞き取れなかったが、どうして俺は顔も覚えていなかったクラスメイトに、あれこれと世話を焼かれているんだろう？

　哲てつ史しのほうを見てみると、彼は机に伏せるようにして必死に笑いを堪こらえていた。

「そ、そういうことだからっ！　じゃあね！」

　クルリと背を向けると、峯岸は再び大おお股またで去って行った。

　取り残されて途方に暮れる俺。

　そこでようやく哲史が顔をあげ、ニヤニヤとした笑みをさらした。

「なあ晴はる斗と。君、峯岸さんに何かしたの？」

「知るか。なんもしてねえよ。そもそも相手の顔を覚えてなかったんだぞ？」

　……ん、待てよ？

　そう言えば、先々週の魔法を使った実技訓練のときに、「学年次席」を名乗る少女に一方的に喧けん嘩かを吹っ掛けられたような？

　そして、そいつを試合開始十秒でのしてしまったような…………それからそいつがあんまりにも悔しそうにしていたもんだから、頭を撫なでて軽く宥なだめてやったような…………。

「あれが理由……なのか？　いやしかし、女の子の頭を撫でて宥めてやるくらい、みんな普通にやってるはずだよな？　やっぱり心当たりがない」

「そんな行為が普通になったら、たぶん世界は終わりだね」

　哲史は納得したみたいに肩を竦すくめて、

「かわいい女の子から大した理由もないのに好意を向けられる、謎なぞのモテぶり。さすがはチート、僕たちにはできない真ま似ねを平然とやってのける」

「うるせえ！　チートって言うなぁ！」

　納得いかん。まったくもって。

「試練をよこせ！　この俺に、乗り越えるのが困難な試練を！　神に嫌われてるんじゃないかっていうレベルの試練を乗り越えて、俺は俺自身のすごさを証明してやる！」

「まあ～。あまり贅ぜい沢たくは言うもんじゃないよ？　苦労なんてしないに越したことはない。晴斗って、これまでの人生で挫ざ折せつとか味わってこなかったろ？　口で言うほど甘いもんじゃないんだよ、実際。今まで『うまくいって当然』だったのが、いきなり大きな壁にぶち当たるんだ。そんな状況に置かれたら君、案外脆もろかったりするんじゃないか？」

「笑わせんな。そんな壁、十秒でぶっ壊してみせる」

「いや、それじゃ壁とは言わないから……。まあ晴はる斗とらしいけど」

　自信満々に言い返す俺に、哲てつ史しはやれやれと首を振った。

「僕も君の試練の一つになってやりたい気持ちはあるけどね。残念ながら役不足だ」

　俺に次いで完かん璧ぺき超人のお坊ちゃんが、なにを言ってるんだか。

　呆あきれつつも、確かに哲史の言う通りではあった。

　哲史はこんな俺とも自然に接してくれる数少ない人間の一人だ。でも、俺の人生に張り合いを生み出してくれるほどではない。

「おっと、チャイムだ」

　そのとき、教室に昼休み終了のチャイムが鳴り響いた。

　他の生徒がガタガタと動き始めたので、俺たちも座っていた席から立ちあがる。

「次の授業は移動教室だっけか？」

「うん。淡あわ島しま先生の魔法実技の授業だよ。Ｂ組の子たちと合同でさ」

「また実技か……。場所は野外スタジアムだし、移動距離が長くて面倒だな」

「そのくらいは我慢しなよ。先に行っていてくれ。僕は美化委員の仕事で、教室の花か瓶びんの水を取り替えとかなきゃいけないから」

「へいへい。じゃあまたあとでな」

　いったん哲史と別れて、教室の扉を潜くぐる。

　廊下へと出たとき、たまたま歩いていた女子生徒に軽くぶつかってしまった。

「あ、悪い────」

　俺が言い終わる前に。

　ぶつかったその相手は、ビターン！と床に倒れ伏した。

「ぬお!?　だ、大丈夫か!?」

　そんなに強くぶつかったつもりはなかったんだが。

　とにもかくにも、俺はそいつを慌てて助け起こす。

「顔とか打ったんじゃないか？　ほれ、ポケットティッシュ」

「……ううん。へーき。問題ない」

　俺の手を借りながら、倒れた女子生徒はよろよろと立ち上がる。

　非常に小柄な子だった。身長だけ見れば中学生と見間違えてしまいそうになるくらいに。

　淡色の髪は伸び放題でボサボサ。リボンで大おお雑ざつ把ぱに括くくられている。伸びっぱなしの前髪に隠れた顔は身長相応に童顔で、精巧に作られた人形のように整っていた。

　体にまとっているのは美み笠かさ木ぎ高の制服。校章は青色。つまり俺と同じ一年生だ。

　あとそれと────。

（乳、デッカ……!!）












　危うく声に出てしまいそうになるのを、すんでのところで飲み込む。

　見慣れない顔だった。いくら人の顔を覚えるのが苦手な俺でも、こんな特徴的な容姿ならイヤでも脳に焼きつくはずだ。ということは、べつのクラスの生徒だろうか？

　怪け訝げんな顔をして考える俺を余よ所そに、その少女は眠たげな半眼でこてんと首を傾かしげた。

「ありがとう……？」

「……いや、なんで疑問形？　ああ、えっと、ぶつかったのは俺だから、そっちが謝る必要はないんだけど。悪かったな」

「ううん。さっきも言ったけどへーき。ウザッピーがクッションになってくれたから」

「は？　ウザッピー？」

「うん。コレのこと」

　そう言うと、少女はずずいっと自分の両手を俺に突き出した。

　それまで豊満すぎる胸元が目立ちすぎて気づけなかったが、彼女の両手には一つのぬいぐるみが抱かれていた。

　そのぬいぐるみを直視した瞬間、俺の全身にかつてないほどの衝撃が走る。

（な、なんだこのぬいぐるみ……!?）

　ぬいぐるみ自体はウサギの形を模しているようだった。

　しかし、問題はそこじゃない。俺が気になったのは、本来は可愛かわいくあるべきはずのぬいぐるみの顔面が、人を小馬鹿にしたような腹立たしい表情をしていたことである。

　……一言で言えばウザい。ひたすらにウザい。

　他人の所有物だというのに、反射的にそのムカつく顔面へ右ストレートを叩たたき込こみたくなったくらいだ。超絶ウザいウサギさんである。なにこれ、誰が欲しがるの？

「ウザッピーはウサギのぬいぐるみ。わたしの相棒。さっきもウザッピーに救われた」

「随分気に入ってるんだな……顔面ウザいけど」

「ウザッピーがクッションになってくれなかったら転んで即死してるところだった」

「ンな大げさな。ヘルメットじゃあるまいし」

「とにかく、ウザッピーがいたから大丈夫。だから、気にしないで」

　まあ確かに、少女自身は至って元気だった。転んだことでの外傷も特に見当たらない。

　ぶつかったのは俺の不注意だが、本人が気にするなと言ってるし、ここはお言葉に甘えておくのが吉だろうか。それとも、なにかお詫わびのしるしでも示したほうがいいのか？

　俺が悩んでいる間に、少女は「そういうことだから」と言ってクルリと背を向ける。

「じゃあわたし、急いでるから。ばいばい、見知らぬ人」

「あ────」

　こちらが言葉を継ぐ暇もなく。

　少女はウザッピーとやらを背に担いで、走り去ってしまった。

　どうでもいいことだが、あのウサギには肩かた紐ひもがついていて、ナップザックみたいに持ち運べるようだ。ウサギを背負った女子高生とは、なかなかにシュールな図である。

「なんか、ぼぅっとしてて危なっかしい奴やつだったな……。あと、ぬいぐるみウゼぇ」

　俺はやれやれと息を吐き、自分の進路方向へと踵きびすを返す。

　っと、まさにそのときだった。

「…………あれ？」

　俺はある違和感に気づく。

　何な故ぜだか、たとえようもない空くう虚きよ感が胸を占めていた。




　……俺と廊下でぶつかって、助け起こしてやった女子は、大抵が一方的に熱狂する。




　たとえば峯みね岸ぎしみたいに。『あ、あんたってホントにサイテー！　謝ったって許してあげないんだからっ！　だ、だから……あ、あたしの言うことを一つだけ聞くって罰で勘弁してあげる。か、感謝しなさいよっ』────とか。容易に想像できる。

　タイプこそ様々だが、素直に好意を示す子、ビクビクとしながらも好意を示す子、ツンツンとつっぱねつつもなんだかんだで好意を示す子……。

　好意、好意、好意だ。

　それは俺がうんざりしてしまうくらいに、毎度お決まりで押し寄せてくる。

　それなのに────あの少女と交わした言葉は、ウザいぬいぐるみについてだけ。

　しかも、そのどうでもいい会話さえも、向こうから一方的に打ち切られた。

「バカな……そ、そんなはずは……!?」

　目が泳ぐ。尋常じゃない量の冷や汗がダラダラと流れる。

　必死に否定しようと試みたけど、やはり目の前の現実は変わらなかった。

　……誤解がないように言っておくが、俺にとって他者から好意や興味を向けられるというのは『当たり前』だったのである。つーか、それ以外の現象に出くわしたことがない。

　だからこそ、なればこそ。




　ばいばい、見知らぬ人……ばいばい、見知らぬ人……ばいばい、見知らぬ人……




「うそだろ…………俺…………軽く流された…………？」

　脳内で反はん芻すうされる、少女の素っ気ない別れの言葉。

　待ち望んでいたはずの試練は。簡単に乗り越えてやると意気込んでいた壁は。

　同い年の女の子に生まれて初めて興味を示されなかった……という案外地味な形で、俺のメンタルに強烈な一撃を加えていった。




　○　　　●　　　○　　　●




「なぁー、晴はる斗と。一体どうしたんだよ？　機嫌直せよー」

「…………うるさい。俺に話しかけるな」

　美み笠かさ木ぎ高本校舎の傍かたわらに設置された、魔法競技用の野外スタジアム。

　コロッセオを模したようなすり鉢状の巨大建造物であり、観覧席には魔力によって起動する最新式の結界装置が取りつけられている、魔法戦専用の舞台だ。

　そのコートの隅に縮こまって……俺はひたすらイジイジと土をいじくっていた。

「…………くそ…………どうしてだ…………どうして俺はスルーされた…………俺なのに…………よりにもよって俺なのに…………」

「ねぇ広ひろ瀬せ。こいつ、どうしたの？」

「ああ、峯みね岸ぎしさん。いや、僕にもよく状況はわからないんだけどね？　なんか本人の断片的な呟つぶやきから推測するに、初対面の相手に生まれて初めて軽くスルーされたみたいだよ」

「え……？　そ、それだけでこの落ち込みぶり？」

「うん、この落ち込みぶり。まあ晴斗だからね」

　哲てつ史しは苦笑しながら、話しかけてきた峯岸に答えた。

　なんだその面倒くさいものを見るような目は。喧けん嘩か売っとんのかコラ。

「くそう…………女子にスルーされる俺なんかどうせゴミ虫さ…………ゴミ虫に見せかけたニセクロホシテントウゴミムシダマシさ…………」

「うわっ、超めんどくさっ！　普段の超人ぶりの反動がこれだもんなぁ。……それにしてもなんだろうね。さっき話していたことなのに、現実になるのが思ったより早かったな。さて、どうやって立ち直らせたものか────」

　哲てつ史しが困り顔をしていた、そのとき。




「はぁ────────────るぅとぉぉぉぉぉぉ────────────!!」




　コート入場口のほうから、砂煙を巻き起こして駆けてくる男子生徒の姿があった。

　……なんだか今日は名前を叫ばれることが多い日だ。いやまあ、スルーもされたけど。

　駆けてきたのは、うちのクラスの奴やつだった。顔には見覚えがある。

　彼は鬼の形相でコートの隅にいる俺のところへ駆け寄ってくると、助走の勢いを殺さぬまま「とうっ！」と高くジャンプした。そのまま飛び蹴げりの体勢で突っ込んでくる。

「桜さくら川がわ晴はる斗と、今日こそは許さずにおくべきかッ！　くらえ、戦いくさ間ま流、ジャンピングイケメンジェノサイドアタッ──────ぐぎゃおう!?」

　飛び蹴りを易やす々やすと躱かわした俺は、突っ込んでくる彼の首元にラリアットを決めた。

　しわがれた断末魔をあげた彼は、地面を三回ほどバウンドして、うつ伏せに倒れる。




「「「「「い、戦間ぁ────────────────っ」」」」」




　クラスメイトの男子たちが、一斉に悲ひ哀あいの叫びをあげた。

「い、戦間のやつ……また無む茶ちやしやがって……！」

「オレたちの桜川や広ひろ瀬せへの嫉しつ妬と心しんをいつも率先して代弁してくれるいい奴！　それが漢おとこの中の漢、戦間鬼き竜りゆう！　……まあ返り討ちに遭うのが関の山だけど」

「死ぬな、戦間ぁ！　お前がいなくなったら、オレたちは日ごろから持て余した桜川への嫉妬心をどうすればいいんだぁ！」

　……いや、死んでねえから。この程度で死ぬような奴だったら、俺だってあんな強烈なプロレス技を繰り出したりしないから。

　俺はやれやれと首を振ると、倒れ伏す男子生徒の背中を足でむんずと踏みつける。

「「「「「い、戦間ぁ──────────────────────────ッ!!」」」」」

　さらなる追い討ちに男子たちが悲鳴をあげるが、とりあえず無視しておく。

「おら起きろ、戦間。この程度でくたばるタマじゃねえだろ？」

「……ぐひひ……この角度からならもう少しで女子のスカート下が覗のぞけそ────」

「…………」

「ぎゃああああああああッ!!　く、靴裏をグリグリさせないで晴はる斗とクン！　抉えぐれるッ、おれの背肉がまるっと抉れちゃううううううううううううっ!!」

　水揚げされた魚のようにビチビチと跳ねる彼を見て、いよいよ頭痛がしてきた。

　戦いくさ間ま鬼き竜りゆう。この男子の名前だ。名前だけが無駄に凶悪っぽいのが地味にムカつく。

　俺と同じ一年で、同じＡ組の生徒。人の名前と顔を覚えるのが苦手な俺がこいつを知っていたのは、日ごろからなにかとつっかかってくるからだった。

「んで。今日はどうして挑んできた？」

「ふ、ふふ……愚ぐ問もんだな、晴斗よ……」

　背中を踏まれた満まん身しん創そう痍いの状態でカッコつけるな。ヨダレがダラダラ垂れてるぞ。

「我らが『イケメン討とう伐ばつ隊』の監察班から、貴様に対するある報告が入ったのだ」

「……なんだその頭の悪そうな組織は。つーか、最近なんか周囲に妙な気配があると思ったら、お前らが犯人かよ」

「晴斗、貴様！　昼休みにおれが教室を留守にしていたことをいいことに、峯みね岸ぎしさんにデートに誘われたな!?　羨うらやましいぞコンチクショウ！」

「んがぁっ……!?」

　それまで脇で様子を見守っていた峯岸が、仰のけ反ぞるようにして悲鳴をあげた。

　周囲の生徒たちが「なにいいいいい!?」と一斉に目じりをつり上げる。

　男子は俺に、女子は峯岸に、それぞれ非難がましい視線を送ってきた。

「なんだそれ!?　どういうことだ桜さくら川がわぁ!?」

「抜け駆けなんてズルいわよ、紗さ季き！　桜川くんと広ひろ瀬せくんに関しては、クラス内で告白不可侵条約が結ばれているはずじゃない！」

「そーよそーよ！」

「ち、ちが……あたしはそんなつもりじゃ……ただあいつにノート取ってやった埋め合わせをしろって言っただけで……あ、あううううううううううううっ」

「落ち着いて峯岸さん。ここで泣かれても困るから。主にフォローする立場の僕が」

　哲てつ史しは涙目になる峯岸を宥なだめつつも、他の生徒たちの怒りの鎮静化にかかる。

　……俺に対してはからかうような言動を取ることが多いが、いざってときはやっぱり頼りになる奴やつだ。あの思考の柔軟性は、俺も見習うべきかもしれない。

　さて、あちらは哲史に任せて、俺には俺のやるべきことがある。

　とりあえず足で踏みつけている物体にグリグリと力を込めておいた。

「ぎゃああああ！　イタイイタイ！　いや、でもこれはこれで…………ありか？」

「なしだよ！　気色悪いわ！　この土壇場でヘンな性癖に目覚めるな！」

「冗談だ。しかし、晴はる斗と。お前だって悪いんだぞ？　節操なく女の子を誑たぶらかしたりするから……おれにも少し分けてくれ」

「人を戒めている最中に、思わず本音をダダ漏らすなッ。つか、そもそも誑かしてなんかねえし。今日は峯みね岸ぎしくらいとしか女子と会話してないぞ？」

「そ、それは。ここ一週間、どの女子とも目を合わせてもらえないおれへの嫌いや味みか？」

「悲しいな、お前！」

「まあ、その話は置いとくとして。嘘うそはいかんな、晴斗。監察班の報告によれば、お前は今日、もう一人べつの美少女ともお関かかわりになっていたそうじゃないか」

「べつの美少女とお関わり……？」

　戦いくさ間まの言葉をオウム返しにしたそのとき。

　野外スタジアムのコート内に、新しい人影が入ってきた。

「────はいは～い。みんな、授業のお時間ですよぉ～」

　手をパンパンと叩たたく、一人の女性。

　ほんわかとした笑顔を浮かべて、水色のエプロンを装着している。見た目は幼稚園の保育士さんにしか思えないが、こう見えても彼女は美み笠かさ木ぎ高の実技教官だった。

　淡あわ島しま先生。俺が入学試験のときに意図せずして倒してしまった人だ。

　先生が来たことで、その場のバカ騒ぎはいったん終了となった。

　コートに集まったＡ組とＢ組の生徒たちは、それぞれ列を作って並ぶ。

　あの常にふざけた態度の戦間も、今は見違えるくらい大人しくなっていた。……いや、こいつの場合は、淡島先生に対して下心があるから素直に従っているだけだが。先生を見ながらヨダレ垂らしすぎだよ、お前。

「いいよな……淡島先生。どんなダメ男でも優しく受け止めてくれそうで」

「お前にはピッタリの相手だな。お幸せに」

　気のない声で戦間に言うと、前方に並んだ哲てつ史しがニヤリと笑った。なんだその主に俺を小馬鹿にしたような笑みは。暗に「お前が言うな」って気持ちが伝わってくるぞ。

「はいはいっ。それでは、こちらで適当に対戦表を作りましたので。さっそく模擬戦で肩慣らしといきましょう～。みなさん、もう魔法式の扱いはバッチリですよね？」

　淡島先生がほんわかと尋たずねると、生徒たちは一斉に人でも殺しそうな笑みを浮かべて攻撃用魔法式を展開させた。先生は「ひょわああああああああ!?」と叫んで腰を抜かす。

　いや、冗談です。先生、からかうと面白いから。

「バ、バッチリみたいですね……。ではでは、順番通りにコートを使用してくださーい」

　先生の指示に従って、生徒たちは散開する。

　野外スタジアムの魔法戦用コートは三つ。対戦表を見てみると、俺の出番はかなり後ろだった。他の生徒の試合観戦をする気にもなれなかったし、観覧席のほうへ移動する。

　観覧席の座席に腰かけると、スタジアムの結界装置が作動して透明の膜がコートを覆った。この結界は魔法攻撃のみを遮断し、流れ弾などを完かん璧ぺきに防いでくれる。プロの魔法使い五十人がかりの大規模魔法でも破れない強度を誇るというのだから、大したものだ。

「────よお」

　っと、ぼんやりと考えていたそのとき。

　軽く声をかけてきた哲てつ史しが、隣の座席に腰をかけた。

「おう。お前も試合は後のほうか？」

「まあね。順番で言うと本当に最後だ。君の試合のほうが先だね。まあ、相も変わらずのチートっぷりを見学させてもらうとするよ。脇役としてね」

「嫌いや味みかコラ。殴るぞ」

「それだけ毒づけるなら安心だよ。さっきの状態は稀まれに見る酷ひどさだったからね」

「あー……」

　ちょっと思い出して、俺は渋い顔をする。

「しっかし。君が女の子にスルーされたなんて未いまだに信じられないよ」

「スルーされたっていうか……生まれて初めて興味を持たれなかったというか……」

「なにその『興味を持たれるのが当たり前』みたいな落ち込みの理由。相変わらず感性が悪い方向にズレてるな。まあ、晴はる斗となら仕方ないか。相手はどんな子だったのさ？」

「ヘンな奴やつだったよ。とにかくヘンな奴だった」

　いい意味でも悪い意味でも特徴的な容姿の少女。

　忘れようにも忘れられない。ウザい顔をしたぬいぐるみに、あとおっぱい。それに身長が低くて、おっぱいが大きくて、ぬいぐるみがウザくて、おっぱいが大きくて────。

　……あれ？

「い、印象に残ってるのが、おっぱいとウザいぬいぐるみくらいしかない……!?」

「うん。君が男としてサイテーだということはよくわかった」

「ち、ちがう！　本当に大きいおっぱいだったんだ！　身長が異様に低いから余計に目立ってて！　べつにすべての女子を胸の大きさだけで識別してるわけじゃないぞ!?」

　俺はそんなおっぱい星人じゃない！

　あのおっぱい女が、大きいおっぱいをしていたのがいけないんだ。悪いのはすべておっぱいである。……うーむ。なんかおっぱいおっぱい言いすぎて、おっぱいという言葉が軽くゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしてきたな。

「まあ、そういう一般人と感性がズレてるところも含めてさ。ある意味で『普通の反応』を返したその女の子は、晴斗にとって貴重な相手だったんじゃないか？　自分を持ち上げるような周囲の態度にうんざりしてたんだろ？」

「うぐ……確かにそうではあるんだが……」

　それはそれで微妙に納得がいかないっていうか。

「顔をよく覚えてないなら相手の名前とかは？　聞いてないのか？」

「な、なんだよ。やけに食いつくじゃねえか」

「当たり前さ。僕が知る限り無敵の男を負かした相手だ。興味を持たないほうがおかしい」

「はぁ!?　べ、べつに負けてねえしぃ！」

「そういうの今はいいから。で、相手の名前は？」

「名前……そう言えば聞いてないな」

　というか、単にウザいウサギのぬいぐるみの話しかしてない。

「大抵の女は、俺が尋たずねなくても勝手に名乗ってくる。頼んでもないのに、こっちが思わず引くほどアピってくる。生まれてこのかた、女の名前は自分から訊きいたことがない」

「うん。やっぱり君はサイテーだな」

「サイテー言うな！　勝手にそうなるんだから仕方ないだろ!?　────ん？」

「？　どうしたんだい？」

「なんか今……誰かに見られてたような……？」

　疑問に思いながらも、周囲を見回してみる。

　しかし、観覧席にいる生徒のほとんどは他者の模擬試合を見学することに集中していた。

　他の生徒も友人と各々の雑談を交わしている。こちらに向けられている視線は皆無だ。

　気のせいか？　確かに一瞬、見られている気がしたんだが……。

「君はよくも悪くも、常に注目の的だろ。誰かの視線を浴びるなんて珍しくもないじゃないか。君を参考に魔法の扱い方を学ぼうとする勉強熱心な生徒、ファンの女の子、それでもなかったら鬼き竜りゆうの所属している《イケメン討とう伐ばつ隊》の監察班とやらもいるらしいし」

「……いや。そういう奴やつらからの視線とはちょっと違う感じがした。なんか興味を持たれているってより、もっとべつの────」

「おーい、桜さくら川がわぁ。お前の出番だぞー」

　そのとき、クラスメイトの男子が声をかけてきた。俺たちの話は中断される。

　俺が立ち上がると、女子たちからキャーキャーと黄色い声が上がった。

　同時に、戦いくさ間まを中心とした男子たちの妬ねたましそうな歯ぎしりが唱しよう和わする。

　峯みね岸ぎしは「ふ、ふんっ。せいぜい頑張りなさいよね！」と、頬ほおを赤らめながら素直じゃない声援を送ってくれた。……いつも通りだ。つまらないくらい。

　振り返ると、哲てつ史しは苦笑いで肩をすくめる。

「いってらっしゃい。みんなのヒーロー」

「どうせ十秒くらいで終わる。いつも通りだよ」

　面白くもなく告げて、俺は空いたコートへと歩きだした。




　○　　　●　　　○　　　●




　結果として、『いつも通り』という俺の予想は見事に裏切られた。

「…………」

　コートへと足を踏み入れた瞬間、俺は思わず言葉を失って立ち尽くす。

　……端的に言おう。

　コートのド真ん中で、人が寝ていた。

　小さくうずくまってスヤスヤと寝息を立てている、一人の女子生徒。

　大おお雑ざつ把ぱにリボンで括くくられた淡色の髪。低い身長の割には非常に豊満な胸元。

　そして────枕まくら代わりに使われているウザい顔面のウサギのぬいぐるみ。

　……残念ながら、ものすごく見覚えがあった。

　もうどこからどうつっこんでいいのかわからない。

「…………スヤァ…………」

「……おい、今こいつ『スヤァ』って口で言ったぞ？　めっちゃ安眠快眠なんだけど。自室のベッドルームで心置きなく爆ばく睡すいしてるくらいの寛くつろぎ具合なんだけど」

「か、神かん崎ざきさんっ！」

　異常事態に気づいたらしく、監督を務める淡あわ島しま先生が青い顔をして駆け寄ってきた。

　よかった。これでこの意味不明な状況を先生がうまく処理してくれる────。

「こんなところで寝たら風か邪ぜを引いちゃいますよっ！　誰か、掛布団を持ってきてーっ！」

　いや、叱しかりつけるとこそこじゃねえだろ。

　ドタバタとやっている淡島先生をげんなりとした思いで見守りながら、俺はふとズボンのポケットに入っていた対戦表を取り出してみた。




『────一年Ｂ組　神崎音おと葉は』




　俺の対戦相手の名前だ。

　そして、おそらくは目の前で爆睡している少女の名前である。

「…………ぅん…………」

「あっ、神崎さん！　ようやく起きて────」

「……おなかすいた」

「あああああああっ！　か、神崎さん、それはゴハンじゃないですっ！　ウサギさんのお耳ですうううううっ！　めっ！　ウサギさんのお耳をかじっちゃ、めっ！」

　目覚めて早々、ウザッピーとやらの耳を「ぐぎぎっ」とかじる神崎音葉。……お前の相棒じゃなかったのかよ、そいつ。

　そんなこんながありつつも、神かん崎ざきはようやく起き上って、俺の前に立った。

　俺は警戒心バリバリで咄とつ嗟さに構える。

「お、お前……！　まさか、こんなところでまた会うことになるとはな」

「うん。……………………どなたですか？」

「いきなり顔を忘れられた!?」

　俺なのに！　よりにもよって俺なのに！

　いや、落ち着け……こんなことで取り乱してはさっきの繰り返しだ。深呼吸、深呼吸。

「お、おい。あれ……」

「マジかよ。桜さくら川がわの対戦相手って、あのＢ組の《美み笠かさ木ぎ高の魔獣》？」

「これは波乱の展開になりそうだな……」

　観覧席が俄にわかにザワつき始めた。

　美笠木高の魔獣……？

　なんだそれ。もしかして、神崎のことを言っているのだろうか？

　この明らかな不思議ちゃんが《魔獣》なんて、またなんというか恐ろしく不似合だ。いや、おっぱいの大きさだけなら確かに《魔獣》と呼んでもなんら差しさわりないけど。

「お前、実はすごい奴やつなのか？」

「……？」

「……ああいや。なんでもない。気にするな」

　常にぼぅっとした本人に尋たずねても有益な情報は得られそうにない。

　ならば、直接戦って確かめてみるのが一番手っ取り早いだろう。

　自分らしくもないと思うが、珍しく俺は相手に対してライバル心を抱いていた。

　……俺を初めてスルーした相手。どこか掴つかみどころのない目の前の少女。

　意味不明だ。理解できない。

　だからこそ、こいつは俺の明確な『敵』であると認められる。

「えー、それでは。神崎さんも起きたところで、模擬試合を開始したいと思います。二人とも、怪け我がをしない程度に頑張ってね？　────それでは、はじめっ！」

　淡あわ島しま先生が試合開始の合図を高らかに告げた。

　瞬間、神崎が重心を前に傾けて走り出す。

　……いきなりくるのかッ!?

　俺は攻撃に備えるようにグッと構えて、




「──────────はぶっ」




　べシャッ！……と。

　駆けだして数歩もゆかず、神かん崎ざきが盛大にずっこけた。

　なにもない、真っ平らなコートなのに。

「…………」

　俺は白けた表情で、倒れた神崎を呆ぼう然ぜんと眺める。

　それから、少し間を置いて────。

「お────おおおおおおおおおおっ!?」

「か、神崎がコケたぁ！」

「《精霊王》と《魔獣》……最初の局面を制したのは桜さくら川がわのほうだったか。まあ、ここまでは予想通りの試合運びだな」

　いや、俺まだなにもしてねえけどッ!?

　なんで観戦してるお前らはそんなに盛り上がってんの!?

　神崎は神崎で「ウザッピーがいなければ即死だった……」とデジャヴなセリフを呟つぶやいてヨロヨロと立ち上がっていた。なにこの「いい試合をしてます」みたいな感じ？

　勝手に盛り上がる会場、それと反比例して下がっていく俺のテンション。

　もう疑う余地はなかった。……ああ、これいつものパターンだわ。

　多少の失望。同時に「まあこんなもんか」と思ってしまう自分がどこかにいる。

「……はぁ。わかったよ、もういい」

　俺の初めての敵、神崎音おと葉は。

　警戒はしてみたものの……やはりこいつも大した相手ではないということか。

　周囲の歓声と熱狂を他ひ人と事ごとのように感じながら、俺は脳内で魔法式を組み立てる。

　すると、手の平に小さな炎が渦巻いた。

　操る魔力は火属性。それを凝縮して、野球ボール程度の大きさに押し固める。単純な破壊魔法だ。いつかどこかで誰かが使っていた魔法。そいつの渾こん身しんの必殺魔法。それなのに、俺という人間は大した努力もなく、いとも簡単に真ま似ねられる。

　俺はその魔法を神崎に向けて放った。

　炎の光球は空中でぐにゃりと形を変えて、レーザービームのように一直線に射出される。

　怪け我がをしない程度には手加減をした。体力を総動員して魔力障壁を築けば、怪我をせずに済むだろう。そして神崎は戦闘続行不可能になり俺の勝利が確定する。

　これで終わり────だと。思っていた。

　変化が起こったのは一瞬。俺が気を抜いていた、ほんの一瞬。

　迫りくる破壊魔法を前に、ぼぅっとしていた神崎がゆっくりと口を開いた。




「あ────『いふりーとくん』だ。一緒にあそぼー」




「…………!?」

　思わず目を疑った。諦てい観かんに沈んでいた意識が一気に醒さめる。

　俺が放った魔法は急激に軌道を変えたかと思うと、上方に向いて神かん崎ざきの鼻先を掠かすめた。

　そのまま真上に打ち上げられて────。

　ひゅるるるるるるるる…………ドーン。

　真っ昼間の上空に、魔力で作られた花火が派手に弾はじけた。

　神崎は「おー」と感心したような声をあげてパチパチと拍手する。きれいな花火だった。魔法だから昼間の空にもよく映えていた。

　だけど、問題はそんなことではなくて。

「え……？　な、なに？」

「花火……だよな？」

「なんで花火？　桜さくら川がわは神崎を攻撃したんじゃなかったのか？」

　それまでおかしなテンションだった生徒たちも、混乱したように囁ささやき合っていた。

　当の俺自身も、目を見開いて驚く。

　……ちがう。あれは俺の意図した魔法じゃない。

　確かに元は俺が制御した火属性の魔力で形作られたものだが、その工程に明らかな異常をきたしていた。

　まるで……何者かの意志が横から介在してきたかのように。

（俺の魔法が途中で書き換えられた……!?）

　ありえない。そんなこと、あるはずがないのだ。

　原則的に、魔法とは一度作り上がってしまえば改変は不可能。

　ましてや他者の魔法に干渉するなど聞いたこともない。

　だからこそ、他の生徒たちはあの花火が俺の放ったものだと思い込んでいる。

　だけど俺には確信があった。

　今の一連の流れは、目の前の神崎音おと葉はが引き起こしたものだと。

（マジかよ、おい……）

　つぅっと。冷たい汗が頬ほおを伝うのを感じる。

　同時に、

「────はッ。おもしれえ……っ！」

　自然と口元がニヤけて、笑みが漏れた。

「？　なにがおかしいの？」

「なんでもねえよ。……あのさ。一応確認のために訊きいておきたいんだけど。今の魔法の改変って、お前がやったんだよな？」

「まほうのかいへん……？　わたしは『精霊さん』と遊んだだけだけど？」

　俺の問いかけに、神かん崎ざきは相変わらずぼぅっとした表情で小首を傾かしげた。

　……精霊さん？　俺は俺で、神崎が何を言っているのか理解できない。

　だけど、俺の心は再びおかしな昂こう揚よう感に満たされていた。

　なにが起こったのかわからない。意味不明だ。

　でも────この展開はいつも通りじゃない！

「んじゃ。次はこんなのはどうだッ？」

　俺は脳内で魔法式を組み立てる。

　すると、無防備にたたずんでいる神崎の頭上に鋭く吹き荒れる暴風が渦を巻いた。

　続けて足元の地面がひび割れる。そこから膨大な水流が噴き出し、神崎を襲った。

「あれは、真空の刃を生み出す上級風属性魔法《削ぎ落とす疾刃ウインド・カツター》!?　それに加えて、強烈な水流で押しつぶす上級水属性魔法《押し寄せる瀑布ウオーター・ペイン》の同時発動だと!?」

「待って！　地面から噴き出した水流に混じって、大きな岩の塊みたいのが大量に混じってるわ！　あれは大地から尖とがった岩石を呼び出して相手を刺し貫く上級土属性魔法《突き上げる岩角ガイア・ブレイド》!?」

「三属性の上級魔法同時発動とかどんな神業だよ!?　プロだってあんな真ま似ねできねえぞ!?」

　思わず驚きよう愕がくするギャラリーたち。

　通常、魔法使いが扱える魔力の属性は一～二種類に限られるが、俺には生まれついて全属性の魔法を扱える才能があるのだ。加えて感覚的に魔法式を組み立てて発動できるため、いちいち頭で考えて魔法を使う手間も必要ない。

　ノータイムで放たれた魔法の連撃に、神崎の逃げ場はなかった。

　ない、はずだった。

「っ!?」

　強烈な水流と、無数の岩石の刃。それに上空から降り注ぐ暴風の三連撃。

　コート内が荒れて視界は悪かったが、神崎がなにか特別なことをしたような感じはなかった。せいぜい、二言三言をつぶやいた程度だったと思う。

　それなのに、またもや俺の放った魔法に変調が起こる。

　暴風が大きく逸それて、岩石を孕はらんだ水流を空高く舞い上げた。

　そして風に巻き上げられるがままに、大量の水と岩石がカチャカチャと驚くほどのスピードで一塊に組み立てられて、とある巨大な建造物みたいな様相を呈する。

　大量の岩石で作り上げられた、滑り台のようなレーン。

　そのレーンの中を、上から下に向かってやはり大量の水が勢いよく流される。




「こ、これは──────ウォータースライダー!?!?」




　テーマパークのプール施設とかでよく見る、らせん状の巨大ウォータースライダー。

　それが一瞬のうちに完成する。よりにもよって魔術専用のコートのド真ん中に。

「ひょわあああああああああああああああ────────っ!?　な、なんなのですかこれはあああああああああああああ────────────っ!?!?」

　……そして、運悪く巻き込まれた監督教師の淡あわ島しま先生が、上から下に滑り落ちていた。

「た、大変だ！　淡島先生が逃げ遅れて巻き添えをモロにくらったぞ!?」

「ウォータースライダーをものすごいスピードで滑り落ちてるわ！　早く助けないと！」

「いや待て。……なんか楽しそうじゃないか？」

　焦っていた生徒たちはきょとんと顔を見合わせて、絶叫しながらウォータースライダーを滑り降りている淡島先生を仰ぐ。

「い、言われてみれば確かに……。ウォータースライダーだしな！」

「そう言えば淡島先生、彼氏ができなくてロクにテーマパークも行けないってボヤいていたことがあったな」

「そうなの？　じゃあむしろ、そのストレスを発散できて嬉うれしいんじゃ────」

　全員が一斉に頷うなずいて、




「「「「「「よかったね、淡島先生────」」」」」」

「まったくよくないですううううううううううっ！　誰か助けてえええええええぇっ!!」




　和んでいる生徒たちとは対照的に、淡島先生は悲ひ愴そうなヘルプコールを叫んでいた。

　しかも、終わりまで滑り切ると風に巻き上げられて、また最初から滑らされるというエンドレス・ウォータースライダー状態だ。……そういえば、淡島先生って高所恐怖症なうえに絶叫マシーンとか超苦手だったっけ？　ごめん先生、あとで絶対に助けるから。

　先生は気の毒だが、べつに命の心配があるわけではないので、助けるのは後回しにする。

　それよりも俺は目の前にいる相手────神かん崎ざきに向き直った。

「おー。先生、楽しそう」

「……お前。随分と余裕そうじゃねえか。これだけの大規模なことしておきながらよ」

　あくまでも呑のん気きそうにしている神崎に、俺は戦せん慄りつさえ覚えた。

　風は起こせるし、土は操れるし、水を呼び寄せることができる便利な魔法だが、『一瞬でウォータースライダーを作る』なんて都合のいい魔法式はどこの世界にも存在しない。

「はッ。本当にお前はおもしろいよ、神崎音おと葉は！」

「？　なんかよくわからないけど……ありがとう？」

　引きつった笑いを浮かべる俺に、神かん崎ざきはペコリと頭を下げてみせる。

　とぼけたフリをしているのか、それとも本当にとぼけているのか。

　わからない。ただし、こいつが俺にとってかつてない強敵であるのは間違いなかった。

「いいぜ……だったらこっちも出し惜しみはなしだ！　本気でいかせてもらう！」

　目をつむり、集中。

　普段は直感的に完成させる魔法式を、入念に脳内で組み立てていく。

　すると、まばゆい光が俺の全身を包み込んだ。

　俺から発せられる光は一本の柱となり、天を衝つく。

　同時にスタジアム全体を揺さぶるような激しい地鳴りが起こり始めた。




「────って、本気でいくなんて絶対にだめですううううううううっ！　というか、もう試合中止ぃ！　そして早く先生を助けてくださいいいいいいいいいいっ！」




　未いまだにエンドレス・ウォータースライダーに囚とらわれている淡あわ島しま先生が涙声で叫んでいた。

「淡島先生……。『本気でイクのがダメ』とか、興奮するセリフだなハァハァ。……くそッ、あれは晴はる斗とに向けられた言葉で、いわば寝取られシチュエーションみたいなものなのに……おれの股こ間かんがどうしようもなく疼うずきやがる……！」

「うん。君は少し黙るか土に埋まるかのどちらかにしてくれないか、鬼き竜りゆう？」

「ちょ、桜さくら川がわのやつなにするつもりッ？　どうするのよ、広ひろ瀬せ!?」

「峯みね岸ぎしさんも落ち着いて。とりあえず全員避難だ。晴斗が本気を出したら冗談抜きでこのスタジアムそのものが消し飛ぶかもしれないし」

　観覧席にいた哲てつ史しが冷静な対応で生徒たちの避難誘導を始める。

　……近くに淡島先生がいるし、スタジアムを破壊する気なんてなかったが、万が一に備えて人を遠ざけてくれるのはありがたかった。さすがは俺の親友といったところか。

　俺が発動しようとしているのは────無属性魔法。

　数ある属性の中でも希少中の希少。扱える者は世界に片手で数えられるほどしかいないと言われる、破壊という行為にとことん特化した属性だ。

　その危険すぎる特性がゆえに、一部の国では「禁きん忌き指定」をされているほどだった。

　だが、それは扱う者の技量が未熟な場合だ。

　俺はこの無属性を完かん璧ぺきにコントロールできる。

「くらえ、神崎音おと葉は！　これが俺の全力魔法だ！」

　高々と右手をかざすと、俺の頭上の空間が圧縮されたように歪ゆがんだ。

　そこから無色透明の超巨大な塊が生み出される。

　これは衝撃波を何百倍にも圧縮し、限界まで押し固めたもの。そこに存在するだけで、余波を受けた頑強なはずのスタジアムの結界がミシミシと音を立ててひび割れる。

　普通の魔法使いなら、この脅きよう威いを目の当たりにしただけで即刻降参するだろう。

　だが、明らかに普通ではない神かん崎ざき音おと葉はは────。

「…………」

　つぶらな瞳ひとみを細めて、俺のことをジッと見つめていた。

　最初は俺の魔法に驚いていたのかとも思ったが……どうやら違うようだった。

　よく観察すれば、彼女の瞳は俺を見ていない。俺の背後を凝視していた。

　そこにいるのは────逃げ惑う生徒たちと、避難誘導をする哲てつ史し？

「チッ……！　余よ所そ見みとかいい度胸だな！」

　神崎がなにを思って俺の後ろを見ていたのか……考えてもわからなかった俺は、無視にも近い彼女の様子に怒りを覚えた。

　俺はグッと力を込めると、勢いよく右手を振り下ろす。

　衝撃波が解放され、音速で前方に射出された。

　そして、標的の元へ。神崎音葉の前へ。

　その小さな体を容赦なく押し潰つぶそうとして────。




「────うん。決めた。勇気を出してちょっとがんばってみる。だから……お願いだから。みんなも力を貸して？」




　バアアアアアアァァァァァンッ!!

　耳に痛い爆音をまき散らして、頭上の衝撃波が弾はじけた。

　細かく分解された衝撃が飛び散り、スタジアムのコートや観覧席を襲う。

　なんだ？　なにが起こった？

　襲いくる衝撃に目を細めながらも、俺は咄とつ嗟さに上空を仰ぎ見た。

　……すると、そこに。

　飛び散った衝撃が、空に漂う雲をうまく配列させて。

　デカデカと。巨大なメッセージを綴つづっていた。




『────ひろせくん　あなたのことが　ちゅきだから────』




　……俺の魔法が。渾こん身しんの力を込めて放った魔法が。

　友人の広ひろ瀬せ哲史に向かって────雲で描かれた盛大な愛の告白を作り上げていた。




　しかも、微妙に誤字って。








第二章　チートは刺客を寄せ付けない




「ねえ聞いた聞いた？　今日のお昼にあったＡ組とＢ組の模擬試合」

「もしかして、桜さくら川がわくんが広ひろ瀬せくんに魔法でコクったってやつ？」

「あっ、それあたしも知ってる！　いつも一緒にいるからもしかしてって思ってたけど、本当にそういう関係だったなんてねー。超萌もえるよねっ！」

「わたしはショックかなぁ。桜川くん、ちょっといいなって思ってたし」

「そんなのあんただけじゃなくて女子ならみんな思ってるよー。でも、相手があの広瀬くんならアタシはいいかなって感じ。二人とも仲いいし」

「まああれだね。あたしらにできることは────」




『────二人の未来これからを温かく見守ろう』




「……どうしてこうなった」

　放課後の校舎。

　夕日に暮れなずむ屋上で、俺はダランと落下防止の柵へもたれかかっていた。

　……午後の授業で行われた模擬戦からすでに数時間。

　そこで起きてしまった悲劇は、すでに学校中に広まっていた。

　あのあと淡あわ島しま先生に怒られたけど、厳重注意という罰則だけで済んだのはよかった。が、やはり話題として残るのは『桜川晴はる斗とが広瀬哲てつ史しに魔法でコクった』という事実だ。

　一応、直接目撃したクラスメイトやＢ組の生徒たちには誤解だと弁明しておいた。

　一時は微妙な空気になったものの、あれはただの事故という形で片付きはした。哲史本人も「もし君が本気だったら僕はどんな顔をしてリバースすればいいんだろうか？」と冗談で言うくらい、本気にはしていなかった。

　ヘンに勘ぐって噂うわさを広める奴やつらもいるが、しょせんは一時的な熱。

　ほとぼりが冷めれば自然と消えるものでしかない。

　そうとわかっているのに、俺の心は晴れなかった。

「…………負けた。生まれて初めて」

　ＢボーイズでＬラブ的な噂なんてぶっちゃけどうでもいい。

　気になるのは、俺の魔法がことごとく無力化されたこと。

　試合は結局お流れになった。結果としては負けてないのかもしれない。

　だけど俺自身は────あの神かん崎ざき音おと葉はという少女との勝負に負けたと思っている。

「あいつは本当になんなんだッ？　どうして俺は、あいつのことがこんなにも気になっているんだ……！」

　────女の子一人に、ここまで気持ちをかき乱されるなんて。

　この気持ちはなんだ？　どうしてあいつのことばかりが頭に浮かぶんだ？

「だああああああああっ！　調子が狂う！　俺らしくもない！」

　悔しかったのか!?　負けたのがそんなに悔しかったのか俺よ!?

　ああ、もちろん悔しかったさっ！　あのあとしばらく落ち込んで哲てつ史しや峯みね岸ぎしからまた「こいつ面倒くせぇ」みたいな顔されて励まされましたけど何かッ!?

　だって……初めてだったんだ。

　軽く流されたのも、それが原因で激しくヘコんで周囲から「面倒くさい」って顔をされたのも、試合で勝てなかったのも、女子たちにヘンな誤解を受けたのも。

　物事がうまく運ばない。思い通りにいかない。

　あいつに出会ってしまったあのときから、俺の調子は狂わされっぱなしだ。

「……はぁ。なんか今日はものすごく疲れた」

　ひとしきり悶もん々もんとしたあと、今度は疲労感がドッと押し寄せてきた。

　すでに夕日は地平線の向こうへ沈みかけている。十五分と経たたずに最終下校時間を知らせるチャイムが鳴るだろう。いつまでも校内でダラダラはしていられない。

　気持ちを落ち着かせ、俺は屋上の出入り口へ向き直った。

　っと、その前に。

「そこにいるアンタは、いつまで俺のあとを付け回すつもりでいるんだ？」

「──────ッ!?」

　出入り口付近にある給水タンクに向かって話しかけると、僅わずかに空気が震えた気がした。

　俺はそこをジッと見つめる。先ほどから気配は感じていた。ただ構うのが面倒くさいから、今までは放置していただけで。

　しばらくの沈黙ののち、タンクの陰から一つの人影が姿を現した。

「……私のこと、いつから気づいていたんですか？」

「スタジアムの観覧席で、アンタが俺をジロジロ観察してたときから。初めは勘違いかと思ったけど、ずっと付け回されちゃな。さすがに気づくよ」

　女の子だった。つややかな黒髪に、皺しわ一つない黒スーツをきっちりと着こなしている。

　どことなく生き真面目まじめな印象を受ける出いで立たちだが、まだ幼さの残る容姿は少し気弱そうな感じで、「きれい」「美しい」というよりも「可愛かわいい」「か弱い」という部類に入った。

「アンタ、この学校の生徒じゃないよな？　気配の消し方が素人のソレとはまるで違う」

「察しが良いですね。しかし、まず初めに確認したのが『教師』ではなく『生徒』だったということに若干の引っ掛かりを覚えなくはないですが……」

　年齢を低く見られたことに不満があるのか、彼女は少しむっとしたような表情をする。

「そう言われてもな。教師には見えねえし。外見年齢的に」

「うぐ……ひ、人が気にしていることをズケズケと……っ。ま、まあいいです。私はそんなことを言いに、あなたを付け回していたわけではありませんから」

　少女は気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「桜さくら川がわ晴はる斗とさん。私はあなたに少しお話ししたいことがあって、ここに来ました」

「……俺の名前もバッチリ知ってるみたいだな。あんたは一体何者なんだよ？」

「それも含めてお話しします。ただし────」

　次の瞬間。

　少女がスーツの懐から抜身のナイフを取り出し、激しい殺気を放った。

「────あなたがここで私に殺されなければの話ですが」

「っ!?」

　正面からぶつかってくるように、一陣の風が吹き抜けた。

　俺の視界から少女の姿が一瞬にしてかき消える。

（……ッ!?　魔法か!?）

　慌てて身構えたのも束つかの間ま。

　目と鼻の先で、ナイフの刀身が放つ鋭い閃ひらめきが走る。

　それが────俺の首筋をためらいなく一いつ閃せんした。

　ひざが折れる。視界がブラックアウトする。

　痛みすら感じる間もなく、俺はドサリと地面へ倒れこんだ。

「……この程度ですか。残念です。さようなら、桜川晴斗さん」




「────いやいや。出会って一分で首切ってサヨナラとか斬ざん新しんすぎるだろ」




「ッッッッッ!?」

　突如として背後から響いた返事に、少女は目を剥むいて飛びすさった。

「な……ッ!?　ど、どうして!?　確かに急所を狙ねらったはず────!!」

「ん。ビックリはしたよ。ホントいきなりだったからな」

　肩を竦すくめた俺は、かがみこんで足元に転がっている物体をツンツンとつついた。

　その物体────うつ伏せに倒れて動かなくなった俺を。

　っと。指で突いた傍から、倒れている俺の体がぐにゃぐにゃと歪ゆがみ始めた。

　それから風船のようにパンッと弾はじけて、水しぶきとなって分散する。

「み、水属性魔法を使った分身……!?　いつの間にすり替わって!?」

「切りつけられる直前かな。そんで、俺本体はアンタと同じ高速移動用の風属性魔法を使って逃げた。種明かしするとつまらねえ手品だろ？」

　そう言う俺の足元で風が渦巻いた。

　風属性の魔力に乗って高速移動を可能にする魔法。かなり上級に部類される魔法だ。少なくとも、同学年で使いこなせている奴やつを見たことがない。

　つまり、目の前の少女はやはり只ただ者ものではないのだろう。

「ってかさ。アンタ、最初から俺を殺すつもりなんてなかったろ？　単に気を失わせようとしてただけで。その証拠に、ナイフもただの玩具おもちやだったしな」

　言って、俺は手元にあるナマクラのナイフをクルクルと回して弄もてあそんだ。

　そこで初めて自分の手にナイフがないことに気づいたらしい少女は、ハッと息を呑のむ。

「……な、なるほど。全属性の魔力を巧みに扱えるという噂うわさは本当だったみたいですね。さすがは《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》と言ったところでしょうか？」

「その呼び名、誰に聞いたか知らんがやめてくれ。恥ずかしさで死にそうだ」

　平然と答える俺に、少女はクッと下唇を噛かんだ。

　少し深呼吸してから、気を引き締め直すように視線を鋭くする。

「器用さでは、私はあなたに勝てない。今のやり取りでそれをよく理解しました」

「そうか。なら、こんなことをした事情を話してくれるか？」

「いいえ、まだですよ。まだ足りない。あなたが示したのは魔力を扱う器用さのみ。────ならば、パワーのほうはどうでしょうッ？」

　大きく叫んだ少女は、両手を地面に向けて勢いよく叩たたきつけた。

　ぶわっと。屋上全体に激しい突風が吹きすさぶ。

　風は少女を中心にするように集まり、小規模な竜巻を作り出す。

「これが私の全力です！　さあ、あなたはどうしますか!?」

「……クソ。マジでなにがしたいんだよ、アンタ」

　こっちは絶賛傷心中だっつーのに。

　正直、乗り気はしなかった。今日は疲れてるしさっさと終わらせたい。

　その願望を手っ取り早く叶かなえるためにはどうしたらいいのか？

　もはやその場に直立しているのが困難なくらい勢いを増した竜巻を視界に収めながら、俺は考える。知っている。それはとても簡単な答えだ。

　尻尾しつぽを巻いて逃げる？　……違う。

　相手を説得して見逃してもらう？　……違う。

「俺が知ってる一番簡単で俺らしいやり方。────『正面から、ぶっつぶす』だ!!」

　タイルを踏み抜く勢いで地面を蹴けり、竜巻に向かって猛突進した。

　少女の魔法は疑いようもなく強力だ。組み上げられた魔法式の練度、そこから生み出される破壊力。どれをとっても高レベル。非の打ち所がない。

　だけど。だけどさ。

　こんなもん────。




「神崎音葉あいつに比べればぜんっぜん大したことねえンだよッッ!!!!」




　拳こぶしを振りかぶり、竜巻の中心に向かって渾こん身しんの力で叩たたきつけた。

　ズガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ!!

　耳に痛い轟ごう音おんが炸さく裂れつする。

　竜巻を刺し貫いた俺の拳からべつの風が発生し、大穴をこじ開けた。

　それだけで終わらず、少女の竜巻を内部から食い破るように新たな竜巻が巻き起こる。

「こ、これはッ……私と同種類のさらに強力な魔法を使って、こちらの魔力を上から強引に押し潰つぶしに────きゃああああああああああああああああああっ!!」

　竜巻が竜巻を完全に打ち消し、少女の華きや奢しやな体が宙を舞う。

　そのままゆっくりと落下して、ボテッと地面に着地した。

「……うしっ。一件落着」

　肩をグルグルと回し、俺は少女が落ちた場所まで近づいて行った。

　自分の魔法を正面から打ち消された彼女は「ううぅ……」と弱々しい呻うめきをあげて上半身を起こす。どうやら怪け我がもないようだった。

「約束だ。お前が何者で、どうして俺を襲ったのか。洗いざらい教えてもらうぜ？」

「くっ……。わ、わかりました。ちゃんとお話しします」

　少女が顔をあげたそのとき。

　俺は────ある大変なものを目撃してしまった。

　ピシリと音を立てて顔面が硬直してしまう。

「？　な、なんですかそんな顔して？」

「っ!?　ババババカッ！　不用意にこっちを向くな！　自分の恰かつ好こうをよく見てみろ！」

　俺は咄とつ嗟さに顔を背けて必死に叫び返す。

　少女は首をひねりつつも、俺の指示に従って視線を下へおろした。

　瞬間、彼女の顔面も同じように硬直する。

「────ひ、ひああああああああああああああっ!!」

　とたんにあがる甲高い悲鳴。

　少女の黒スーツのシャツの胸元が、竜巻の影響を受けてビリビリに破けていた。

　そこから淡色の下着と真っ白な肌が思いっきり覗のぞいてしまっている。

　……なんというラッキースケベ。

　あ、いや。こういう状況に出くわすのはべつに珍しいことでもないんだ。女の子と戦うと大体七十パーセントくらいの確率で服だけがご臨終になる。












　哲てつ史しはそれを俺のチート補正だとか抜かしていたが、だからといって女の下着とか裸を見慣れるものでもない。ドキドキはするし、直視なんかできるはずもなかった。

「見ないでください、見ないでくださいぃぃぃぃ!!」

「みみみみみ見てねえし！　ちっとも、これっぽっちも！」

　泣きそうな声で言われて、俺も思わずテンパる。

「と、とにかくコレ貸してやるから！　もう泣くなって！」

　涙目になって小さくうずくまる少女に、俺は自分の制服の上着を脱いでかけてやった。

　すると、彼女目を丸くして顔をあげる。

「え、あ、その……!?」

　混乱するようにオドオドとしてから、肩にかかった上着を確かめるように指で触った。

　とりあえず裸体を隠せるものをもらって安心したのか、幾分か落ち着きを取り戻す。

「……こ、こちらこそ……申し訳ありませんでした。じ、事情があったとはいえ、いきなり攻撃とかしてしまって……」

　上着の裾すそをギュッと握りしめつつも、少女は丁寧に頭を下げた。

「う、上着。ありがとうございます。それに悲鳴なんかあげてしまってごめんなさい。あなたは私を傷つけないために、わざと手加減してくれたんですよね？　服だけが破けたのもその結果であって、本来は感謝すべきところを────」

　まだ恥かしさが消せないのか瞳ひとみに涙を溜ためながらも、少女は謝罪を告げる。

　……な、なんだこれ。妙にむず痒がゆい気持ちがするんだが。

「だあもうッ。か、堅苦しい奴やつだな。裸を見られたら素直に『なに見てんだコノヤロウ』でいいんだよ！　初めに襲い掛かってきたのは確かにそっちだけど……お、俺は女の子の服を破いたんだから……どっちも悪い。お互いに謝った。それでいいだろ」

　バツが悪そうにする俺を、少女はぽーっとした顔で眺めていた。

　それからハッと我に返ったように息を呑のみ、少し頬ほおを赤らめる。

「あ、ありがとうございます……」

「礼もいいよ。頭を下げるのもなし」

「は、はい。ありがとうございます」

　また頭を下げた。この子はそういう性分なのか？

　呆あきれて視線を向けると、なにがおかしかったのか、少女はクスクスと小さく笑った。

　その顔はやっぱりちょっとだけ赤い。

「少し……安心しました。思っていた以上に優しい方で」

「優しい？　俺がか？　……いや、どこが？」

　優しい。自分のことをそんなふうに思ったことは一度もなかった。

　この子には、俺は優しい人間と見えているのだろうか？

「そうやって自覚がないところとかですよ。────あ。す、すみませんっ。そういえば、私のことをお話しする途中でしたよね？　ついつい話題が脱線してしまいました」

　改めて姿勢を正して、「私は────」と口を開きかける少女。

　そんな彼女に、俺は慌てて手をかざして言葉を制した。

「ま、待て待て。服がビリビリの状態のまま話す気か？」

「あ────」

　少女も言われて気づいたらしく、困ったように視線を彷徨さまよわせる。

　あれだけの騒ぎを起こしたのだ。すぐにでも見回りの先生が駆けつけるだろう。

　服の破れた少女と屋上で二人きり。そんな場面は死んでも目撃されたくない。

　この学校の人間ではなく、なにやら事情があってここにいる少女も、それは同じようだった。どちらにせよ、留とどまるのは得策じゃないだろう。

　なら、どうする？　ひとまず近場で落ち着ける場所に避難できればベストなんだが。

　少女のほうからいい案は出そうになかった。まあ半裸の状態で考えろってのも酷な話か。

　俺も精いっぱいに考えて……辛うじて苦肉の策を一つ絞りだす。

　気は進まないが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「……とりあえず。うちにくるか？」




　○　　　●　　　○　　　●




　美み笠かさ木ぎ高が運営する学生寮。実家が遠い俺は、現在この場所でひとり暮らしをしている。

　校門から出て徒歩三分足らずの距離にある、二階建て木造建築の妙に古臭い建物だ。

　こちらは男子寮で、女子寮はもっときれいで新しいらしい。寮室はすべてが六畳間の畳部屋、寮母さん以外は基本男しか住んでないので、男臭さも当然のことながら鼻についた。

　そんな薄汚い野獣どもの巣そう窟くつ。

　その一角にある俺の寮室に今────女の子が一人。

　色あせたパーカーにパンティ一丁という刺激的な恰かつ好こうで、所在なげに正座していた。

　……黒くろ兎と良りよう。

　それがこの少女の名前らしかった。

「あ、あの。どうして私はこんなきわどい恰好をさせられているんでしょうか……？」

「させたいわけじゃねえよ。帰り際にいきなり激しい夕立に降られたかと思ったら、洗面所と押入れの天井だけがピンポイントに雨漏りしてて、服やタオルのほとんどが全滅。洗濯物も干しっぱなしだったからアウトだし、それが今うちで用意できる最上級の服なんだ」

「なんですか、その都合の悪い奇跡の連続は!?」

「俺だって知るか！　雨を降らせた神にでも訊きけよ！」

　やけくそ気味に言い返す俺も、畳に置かれたちゃぶ台に肘ひじをつきながら、Ｔシャツにトランクス一丁の恰好をしていた。

　一つ屋根の下に、きわどい装いの男女二人というシチュエーション。これをツイていると取る男子もいるのだろうが、俺としては喜べる状況ではなかった。

　二人揃そろってドギマギしてしまって、顔を赤くする。

「え……え、えっちなこと……とか。し、しないで、ください……ね？」

「し、ししししししねえよッ。怯おびえたような涙目でこっち見んな！」

「だ、だったら近所のスーパーとかでいいので、なにか買って来てくださいっ。せ、せめて下に穿はけるものをぉぉぉぉぉ……」

「うちの寮母は門限に厳しいんだ。見つかったらしばかれる。我慢しろ」

「こんな恰好の異性を部屋に連れ込んでるほうが問題じゃないですかっ」

「……そ、それは尤もつともだけど。ただ、その場合は寮母よりも先にここに住んでる男子連中が嗅かぎ付ける。あいつら、相当に飢えてるからな。絶対に見つかるなよ？」

「み、見つかったらどうなるんですか……？」

「そうだな。間違いなくエロ同人的な展開は免れないだろう」

「ひぃいいいいいいいっ!?」




『────むぅっ!?　今、近くで女子の悲鳴みたいなものが聞こえなかったかッ？』

『探せぇ！　迷い込んだ哀れな子こ兎うさぎを！　今こ宵よいの生いけ贄にえをッ！』

『ひゃっはァ!!　サーチアンドエロス！　サーチアンドエロォォォォォスッ!!』




　……壁越しに響いてくる、飢えた野獣どもの雄たけび。

　黒くろ兎とは口をパクパクさせて涙目で訴えかけてくる。

「も……もうイヤでひゅ……おうち帰りたひ……」

「今さら言っても遅い。諦あきらめろよ」

　だけどまあ。こんな野獣の巣に連れ込んでしまった俺の責任もあるだろう。

「大丈夫だ。もしこの部屋に野獣男子の群れが押し寄せてきたとしても、俺がなんとか誤ご魔ま化かしてやるから────」




　バァンッ！




「晴はる斗とぉ！　なにやらこの男子寮に哀れな子兎が一匹紛れ込んだそうだな！　ダチトモ権限発動で一番怪しいお前のお部屋を徹底的に家宅捜索させてもらうぞウヘヘグヘヘッ!!」

「────って、うらあああああああああああッ!!」

「ほへ？　ぎゃああああああああああああああああああああああああッ!?」

　俺の手から攻撃魔法の光が放たれ、突然部屋に押し入ってきた戦いくさ間まを文字通り滅した。

　……危なかった。もう少しでヘンな勘違いを受けるところだったぜ。

「え、ちょ、えええええええええええええっ!?　だ、だだだだだだだ大丈夫なんですか、あの人!?　誤魔化すって言うか、命ごと証拠隠滅しちゃってません!?」

「安心しろ。たぶん次のページあたりで復活する」

「そんなギャグ漫画のお約束みたいなっ!?」

　戦々恐々とする黒兎を宥なだめながら、俺は戦間が開け放った寮室の扉を閉めに行った。

　念のため、扉の外側に『入ったら滅する』という張り紙を付けておく。廊下にはかつてクラスメイトだった黒焦げの物体が転がっているし、脅しとしては充分だろう。

　しっかりと扉を閉めて、再び部屋の中へ。

　改めて、黒兎と向かい合うように座った。

　精神衛生のために、パーカーの下から覗のぞくかわいらしい柄のパンティと、むちむちした白い太ふと腿ももからはなるべく視線を逸そらしておく。

「さて。落ち着いたところで聞かせてもらうぜ。お前が俺を襲った理由ってやつを」

「あ……は、はい。それでは」

　黒兎も気を取り直したように咳せき払ばらいする。

「まずは改めて名乗らせてもらいます。私の名前は黒くろ兎と良りよう。《異能局》の人間です」

「《異能局》……？」

　俺は思わず眉まゆをひそめる。

　異能局────。

　日本に在住する魔法使いたちの監視と管理を一手に引き受ける、行政機関のことだ。

　国内に住まうすべての魔法使いは異能局に身元を登録する決まりになっており、もし犯罪行為などの問題を起こせば即座に取り締まられる。職員もほとんどがエリートの魔法使いで、有事の際には戦闘技術に秀でたエージェントを派遣することもあると聞いた。

「つまり、お前はお役人ってことか？　ってか、その年齢で異能局の職員になれんのかよ？　あそこって、魔法使いの育成機関を卒業している人間しか就職できないんじゃ」

「は、はい。もちろん私も卒業しています」

「…………は？」

「で、ですから。私、ちゃんと魔法使いを育てる学校を卒業してますっ。といいますか、美み笠かさ木ぎ高の卒業生ですっ。桜さくら川がわさんの先輩ですっ。これでも十八歳なんですっ！」

　…………。

　……うん。今なんて？

「いやいやいやいやッ！　見えねえよ！　どう考えても俺より下かよくて同い年くらいにしか思えねえ！　なに!?　その顔で俺の先輩なの!?」

「ほ、ほほほほっといてくださいっ。自分がぜんぜん社会人っぽく見えないのは自覚してます！　上司にも『あー、女子高生にお茶を淹いれてもえるとかマジ至福だわ～』って毎回セクハラを言われてるんですからっ！」

　黒兎はウルウルと悲しそうに目を潤ませながら主張した。

　……なんだろう。このか弱そうな子が「年上」という強烈な違和感は？

　淡あわ島しま先生とかも見た目が若々しくて頼りない感じはあるけど、「年上」だという認識はちゃんとできる。だがこの子は無理だ。お姉さん扱いとかとてもできそうにない。

「あー……そのさ。今から『さん』付けとか『先輩』って呼んだほうがいいかな？」

「いいですよべつに。こんな頼りがいなさそうな先輩じゃ敬いにくいでしょうから」

　あ、ちょっと拗すねてる。かわいい。

「ならせめて俺のことは呼び捨てでいいよ」

「え……。で、でも」

「いいからさ。『桜川』でも『晴はる斗と』でも好きに呼んでくれ」

　こっちだけが呼び捨てと言うのも妙な感じなので、一応そう提案しておく。

　黒兎は少し悩むようにしてから、おずおずと頷うなずいた。

「わかりました。ではお言葉に甘えて……晴斗さん。と、お呼びしてもいいでしょうか？」

「……あ、うん。お前がそれでいいならいいけど」

　黒くろ兎とはちょっと頬ほおを染めて「えへへ。晴はる斗とさん」と嬉うれしそうに繰り返していた。

　なにがそんなに嬉しいのか。苗みよう字じじゃなくて名前呼びになっただけで、さっきとあまり変わってないような。もしかして、下目線がこの子の基本スタンスなのか？

「それで。話の続きは？」

「あ、はい。私は局の中でも《魔的事象対策課》という部署の所属でして。魔法や魔力関連の事件が起こった際に駆け付けて解決するのが主なお仕事なんですけど。うちの課に、魔力を動力源として動く予言装置《リース》というものがあるんです」

「《リース》……？」

　首を傾かしげる俺に、黒兎は語った。

《リース》とは、魔力を原動力として動き、国内の魔力を常に観測することのできる特殊装置であるということ。さらには、観測した魔力の流れの変動から、未来に起こるであろう魔力絡みの事象を事前に察知できるらしいとも。

「待てよ。その《リース》ってのと、お前がいきなり俺を攻撃したことに、一体なんの関係があるんだ？　話がまったく見えないぞ」

「関係はあります。私は《リース》の告げた予言に従い、美み笠かさ木ぎ高へと派遣されたんです」

　黒兎は真剣な目で俺を真まっ直すぐに見つめて、

「端的に言います。世界は今、この美笠木高を中心にかつてない脅きよう威いにさらされている。桜さくら川がわ晴斗さん……《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》とまで呼ばれる実力者のあなたには、私たち異能局が世界を救うための手伝いをしてほしいんです」

　突拍子もない内容に、俺は思わず言葉を失った。

　世界を救う？　いきなり何を言ってるんだ、こいつは？

「私があなたを襲ったのは、私の実行する極秘任務のパートナーとして相応ふさわしいかどうかを見極めるためでした。いわば力試しだったと思ってくれれば────」

「ま、待てって。いきなりすぎて何が何やらまるでわからないぞ？」

「……そうですね。まずは順を追って説明します」

　黒兎はペコリと頭を下げて話を切る。

　それから改めて俺のほうを見つめた。

「すべての始まりは……今から三日前に《リース》が告げた予言でした。これから先の未来、大きな危機が世界を襲うらしいこと。それが、あなたの通う美笠木高で起こること。そして────」

　黒兎はクッと言葉を溜ためるようにして、

「その原因が……昼間にあなたと戦った『神かん崎ざき音おと葉は』さんにあること」

「なッ。神崎音葉!?」

　その名を聞いた瞬間、俺の全身に衝撃が走った。

　神かん崎ざき音おと葉は。忘れもしない、俺を初めて負かした奴やつ。

「《リース》の予言によると、約半年後、神崎さんによって世界は危機に曝さらされる。私の役目は彼女を止めることにあるのです」

「神崎が世界を脅きよう威いに曝す……!?　ど、どういうことだよ!?」

　あいつの不可思議な力は俺も目の当たりにした。

　こちらの魔法が効かず、挙句に横から改変さえしてくる。

　確かに訳の分からない力ではあったが……世界を危険に曝すほどか？

　黒くろ兎とは俺が貸したパーカーのポケットからスマートフォンを取り出した。破れたスーツから事前に移しておいた物だ。

　彼女はそれを指でスッスッと操作する。

「神崎音葉さんについて、晴はる斗とさんはどこまで知っていますか？」

「……い、いや。ほとんど知らない。恥ずかしい話だけど、今日出会うまで、あいつの存在自体を俺は知らなかった」

「仕方のないことです。まだ入学して一か月ほどですから」

「で、でも。神崎は世界を脅かすくらいすごい力を持ってるんだろ？　そこまでの奴だったら、名前くらいは俺の耳にも届いてるはずじゃないのか？」

「いいえ。彼女はなんの力も持っていません」

　……はい？

　俺は口をポカンと開け放って、黒兎を見つめ返した。

「ああいえ。なにもないというのはちょっと語弊がありましたね。正確には、『国や学校に評価されるような力はなにも持っていない』。────これを見てください」

　言って、黒兎は自分のスマホを俺に差し出してきた。

　画面上に映し出されていたのは『神崎音葉』のプロフィール。

　どうやら、入学試験時に測定した魔法使いの適性検査の結果のようだった。

　それを目にした瞬間、俺は思わず「はァ!?」と驚きの声をあげてしまう。

「適性ゼロ……Ｆランク!?　おいこれ何かの間違いじゃないのかッ？」

　Ｆランク。魔力を扱える才能がゼロという最低の判定結果。

　つまり魔法が使えない一般人とほとんど変わらないということだ。

「いいえ。この結果は事実です。神崎音葉さんは『一切の魔法を使うことができない』。これは美み笠かさ木ぎ高側も、異能局側も周知の事実。彼女は正真正銘の落ちこぼれなんです」

「お、おかしいだろッ。じゃあなんであいつは、俺が放った魔法を無力化できた？　あれは魔法じゃないのか？」

　混乱で頭がパンクしそうだ。

　目を白黒させる俺に、黒くろ兎とは静かに首を振った。

「魔法……ではありません。しかし彼女には一つ、特別な才能がありました。それは、魔法使いの才能とはまったく性質を異にするもの。それこそが世界を危機に曝さらすかもしれない最大の理由────……」




　神かん崎ざき音おと葉はは────魔力と意思疎通が取れる。




　黒兎は俺にそう言った。

「い、いしそつう……？」

「はい。魔力とは通常、目に見えない微粒子状の物であると定義されています。私たちはそれを無生物であると思い込んでいる。……しかし、彼女は違う。彼女は魔力を生物として視認し、話しかけ、コンタクトを図ることができるのです」

「……!?」

「彼女は視認した魔力を『精霊さん』と呼んでいるらしいです。そして、彼女は魔力に話しかけて一緒に遊ぶ。魔力を道具として扱う我々の魔法とは根本から異なる才能。だからこそ彼女の力は未知数で、予測不可能で、時に激しく暴走する」

　黒兎の説明を、俺は頭で追うのがやっとだった。

　昼間の模擬戦が思い起こされる。そうだ、確かにあのときあいつは言っていた。




　────まほうのかいへん……？　わたしは『精霊さん』と遊んだだけだけど？




「じゃあ。あのとき俺の魔法を無力化したのは……？」

「おそらくですが。魔力に直接語り掛けて、魔法を乱したのではないかと……」

　黒兎はなにやら言いづらそうに俺の言葉を肯定した。

　なんだ？　まだなにかあるのか？

「しかし……あなたが彼女に勝てなかったのは、それだけが原因じゃないんです」

「え？」

　ためらいがちに言う黒兎に、俺はますます首をひねった。

「それだけじゃない？　ど、どういうことだ？」

「……晴はる斗とさん。魔力について、まことしやかに囁ささやかれているある一つの噂うわさをご存ぞん知じでしょうか？」

「魔力についての噂……？」

　黒兎は、俺の目をしっかりと見つめて、

「魔力とは万物の根源に流れるもの。それゆえに────全属性の魔力を扱える者は、己の運命さえも自在に操る究極魔法を発動させることができる」

「っっ!?」

　黒くろ兎とが告げたその内容に、俺はビクンと跳ねあがった。

「それは……！」

「あくまでも噂うわさです。ですが晴はる斗とさん。もし全属性の魔力を扱える才能を持つあなたが、無意識下で運命を操る魔法を発動していたとしたら？　魔力に語りかけ、乱してしまう才能を持つ神かん崎ざきさんと関かかわれば────魔法が乱され、あなたの確定されていた運命が狂ってしまう可能性も充分に考えられます。だからこそ、あなたは彼女に勝てなかった」

　脳天に雷を受けたかのような衝撃が迸ほとばしった。

　ずっと不自然に思っていた周囲の反応。俺のために回っているかのような世界。

　その正体が……全部、運命操作の魔法によるもの？

　なんだそれは？　じゃあ、俺は────。

「魔法は、魔力を制御し、人間社会の発展に役立てようと開発されたものです。それを私たちとは違うアプローチで乱してしまえる神崎音おと葉はさんが世界にとっての極大の脅きよう威いであることは、理解していただけたでしょうか？」

　ショックを受けている俺に言いづらそうにしながら、黒兎はおずおずと尋たずねてきた。

　俺は軽いめまいを覚えながらも、なんとか頷うなずく。

「なんとなく……だけど。でも、あいつ自身に世界を滅ぼそうなんて気はないんじゃないのか？　見た感じ、そんな危険な奴やつには思えなかったが……」

「いえ。もしかすると、危険かもしれないのです」

　黒兎は浅い息を吐く。

「《リース》は今から約半年後に、神崎音葉さんが世界を脅威に曝さらすと予言した。その具体的な内容も、実は告げられているのです」

　重々しい黒兎の言葉に、俺はゴクリと息を呑のんだ。

　神崎が世界を脅威に曝す具体的な理由……。

　考えるだけでも恐ろしい。いったいどんな理由があるというのだろうか。

　思わず冷や汗を流す俺に、黒兎はしっかりと頷いてみせた。




「神崎音葉さんが世界を脅威に曝す理由。それは────『失恋』です」




　…………。

　しつれん？

「……それって。神崎が恋に破れるってことか？」

「そうです。半年後、神崎さんは想おもい人相手に失恋する。そして自暴自棄になった彼女は世界中の魔力に語り掛け、片っ端から乱して、世界を大混乱に陥れるのです！」

　鬼気迫る表情でそう語る黒くろ兎と。

　対する俺は……完全に白けていた。

　失恋。失恋って。

　なんだ、そのふざけた理由は。その程度のことで、あのチビ巨乳は世界を滅ぼすというのか。恐ろしくはた迷惑な話だ。

「大体、あの常にマイペースでぼーっとしてた神かん崎ざきが、誰かに対して恋してるなんてあまり想像できないんだが────」

　────って、アレ？

　いやいや待て待て。ちょっと待てよ？

　なーんか心当たりないか？　ちゃんと思い出せ。




『────ひろせくん　あなたのことが　ちゅきだから────』




　……って、まさかあれか!?　あれなのかッ!?

　神崎の想おもい人って哲てつ史し!?　どんな意外な繋つながりだよ！

　つーか、あの不思議っ子は人の魔法を使って堂々と告白しやがったのか!?　マジでなにやっちゃってんの!?　あれで俺がどれだけ大変な目に遭ったと思ってんだゴラァッ!!

「私に与えられた任務は『神崎さんの想い人に対するアプローチを阻止すること』です。彼女が失恋という確定された未来に行き着かないようにするために。だからこそ、美み笠かさ木ぎ高の学生であり、私を打ち破るほどの実力者でもある晴はる斗とさんに頼みたいんです！　私と一緒に神崎さんを止める手伝いをしてください！　世界を救いましょう！」

　黒兎は黒兎で、拳こぶしをグッと握りながら割とどうしようもない内容を熱弁していた。

　世界を救う＝女子高生に告白させないって。ンな大げさな。

　……とか思った矢先、昼間の模擬戦を思い出して寒気がした。

　ありうる。あの神崎ならマジでそんなくだらない理由から世界を滅ぼしてしまいそうだ。

　戦せん慄りつしながらも、同時に俺は少し憂ゆう鬱うつな気持ちになった。

　校舎の屋上で抱いていた感情が再びよみがえる。

　初めての敗北。悔しさと、挫ざ折せつ感かんと、味わったことのない得体の知れない想い。

「……俺は。俺がすごかったのは、魔法で運命を操作していたからなんだろ？　魔力を乱せる神崎相手には無力なはずだ。手伝えることなんかたぶんねえぞ」

　ちょっといじけ気味につぶやくと、黒兎はフルフルと首を振った。

「いいえ。晴斗さんに手伝ってほしいのは『神崎さんの周囲』のほうです」

「神崎の周囲？」

「お昼の模擬試合、私も陰でこっそり観戦していました。神かん崎ざきさんの想おもい人というのは、晴はる斗とさんのご友人ですよね？　確か広ひろ瀬せ哲てつ史しさんという……」

　神崎にはとことん無力な俺だが、哲史や他のクラスメイトなどには顔が利く。

　加えて神崎以外にはほぼ無敵なので、多少の無理をしてでもフォローできる。

　黒くろ兎とが神崎自身を食い止める間、俺には『神崎と哲史が接触してしまう可能性』を外側からできるだけ潰つぶしていってほしい。

　……黒兎が俺に要求したのは、だいたいそんなところだった。

「あなたは私を倒し、相応の実力を示してくれました。お願いします、晴斗さん。あなたほどの人が味方についてくれるなら私も心強いです」

　頭を下げる黒兎に、俺は思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　曲がりなりにも異能局所属のプロの魔法使い（とてもそうには見えないが）に認めてもらえたのは素直に嬉うれしい。しかし、ちょっと微妙な気分でもあった。

　危険性があるとはいえ、たかが女子高生の告白行為を公的組織が横やり入れて阻止しようってのはいかがなものか。しかもその片棒を俺に担げという。

　世界のためなんて名目は立つのだろうが、なんだかなぁ。

　色々と聞いてしまったし、簡単に断るわけにもいかないんだろうけど……。

　引き受けるのか引き受けないのか。俺は悩んだ。

　悩んでいたから、気づかなかった。

　すぐそこに────この世界で唯一の天敵が迫っていることに。




　ガシャア────────────────────ン!!




　いきなり、窓が、割れた。

　なにか大きな物体が、室内にゴロゴロと転がり込んでくる。

　耳に痛い破砕音と、飛び散るガラス片。

　俺と黒兎は目を丸くしてフリーズする。

　あまりに突然のことすぎて咄とつ嗟さに反応すらできなかった。

「…………え。って、ああああああああああああああ!?　ま、窓ガラスがッ。俺の部屋がああああああああああああッ!?　ものすごく風通しのよいことにッ!?!?」

　我に返って絶叫する俺。

　ウ、ウソだろおい！　敷金とか返ってこなくなっちゃいますけど!?　下手すればキレた寮母さんにキリングされちゃいそうなんですけどぉ!!

　絶望にガクリと膝ひざが折れる。

　黒兎もショックから立ち直ったらしく、あわあわと視線を泳がせた。

「そ、それよりも晴はる斗とさん！　アレって人ですよね!?　人間さんですよね!?」

　グイグイと俺のＴシャツを引っ張りながら、黒くろ兎とは六畳間の片隅を必死に指さす。

　……確かに。そこには人のような物体が転がっていた。

　思いっきり窓ガラスをぶち破ってきたものである。

　本来ならすぐにでも縄で縛りあげて返ってこない敷金の恨みを晴らしてやりたいところだが、さすがにあんなダイナミックな登場の仕方で無事であるとも思えない。

　俺と黒兎は顔を見合わせてから、急いでその人物のところへ駆け寄った。

「おいアンタ！　生きてるか!?」

「大丈夫ですか!?　お怪け我がなどは────」

「……へ、へーき。ちょっと頭ぶつけただけ」

　プルプルと身震いしながら、起きあがるその人物。

　中学生と見まがいそうな小柄な体。リボンで括くくられた淡色の髪。

　そして豊満すぎる胸元に抱かれた────ウザい顔面のウサギのぬいぐるみ。

　俺と黒兎は驚きよう愕がくの表情になって目を見開く。

「「か、神かん崎ざき音おと葉は」さん……!?」

　……噂うわさをすればなんとやら？

　頭をぶつけてちょっと涙目になった神崎音葉が、そこにいた。




　○　　　●　　　○　　　●




「────とりあえず。最初に訊きいておこう。これはなんの真ま似ねだ？」

　段ボールとガムテープで応急処置のなされた、風通しのいい窓。

　それを見やりながら、俺はちゃぶ台の天板をコツコツと指で叩たたいた。

　ちゃぶ台を挟んだ向こう側────。

　そこに、昼間の模擬戦で俺をひどい目に遭わせた仇きゆう敵てきの少女がちょこんと座っていた。

「……ダイナミックお邪魔します……？」

　こてん、と首を傾かしげて神崎音葉はそう答えた。

　仕草だけ見れば非常に可愛かわいらしい。精巧に作られた人形みたいな容姿も相まって、破壊力はバツグンだった。一部のマニアなお兄ちゃんたちなら、それだけで何をされても許してしまえるかもしれない。

　だが、あいにく俺は違う。昼間の借りに加えて、窓ガラスまで破壊されたんだ。

　恨みに恨んで、まだ恨んでもおつりがくるくらいである。

「ほおぅ……人の部屋の窓をぶっ壊してまで突入してきたのは、そのふざけたセリフを言うためだったのか？　ざっけんな！　弁償しろやコラァ!!」

「お、落ち着いてください晴はる斗とさんっ！　神かん崎ざきさんは女の子なんですから！」

　涙目で拳こぶしを振り回す俺を、隣で見ていた黒くろ兎とが慌てて羽交い絞めにした。

　くそう……正直に言えばめちゃ殴りたい。もう戻ってこない敷金の仇かたきを取ってやりたい。

　だけど確かに相手は女の子だ。ここは男の俺が怒るのを我慢するしかない。

　神崎はもう一度こてんと首を傾かしげると、割れた窓ガラスを見て、俺を見た。

「うん。あれはごめんなさい。ちゃんと弁償する」

「お……おおう？　い、意外に素直じゃねえか」

「手元に用意できるお金はないけど。しかるべきところに内臓もろもろを売ればなんとか……。電話を貸してもらえれば今すぐにでも」

「重いよ!?　そこまでしなくていいから！　むしろやめてお願い!!」

　暗い顔をして黒兎からスマホを借りようとする神崎を、なんとか制止した。

「な、内臓がダメなら……体を売れと……？」

「言ってねえよ！　お前、なんかものすごい面倒くさい奴やつだな!?」

　自分の体を抱きながらガタガタ震える神崎。

　出会った瞬間から不思議な奴だとは感じていたが……やっぱりどこか抜けているというか。こういうのを「天然」って言うのか？

「弁償は今すぐにじゃなくてもいいから。無理はするな無理は」

「おおー……。アナタ、トテモ、イイ人。ワタシ、カンゲキ」

「なんでいきなり片言ッ？」

「こうすれば情けをかけてもらえるかと思って」

「生々しいわッ！　逆に情けをかける気が失うせてくる!!」

「あ、あの。話が微妙に脱線してると思うんですが……」

　一向に進まない俺たちの会話を見かねて、黒兎が口を挟んできた。

「か、神崎さんは何か用事があって、ここへ来たんですよね？　さすがにただ窓を突き破って登場したかった……というわけではないでしょう？」

　黒兎の質問に、神崎はぽけーっとした表情で視線を向けた。

　長い前髪に隠れがちな双そう眸ぼうが、興味深そうに黒兎を眺める。

「な、なんですか？」

「うん。…………訪問サービスの方ですか？」

「なんのサービスですかッ!?　ち、ちちちちちがいますっ！」

　真っ赤な顔をする黒兎は、パーカーの裾すそを押さえて慌ててパンティを隠した。

　俺も思わず赤面して視線を逸そらす。

「こ、この格好はやむにやまれずの結果ですっ！　私と晴斗さんはべつに、ふ、ふしだらな関係でもないですし、対等の交渉を行う相手と言うか────……」

「交渉？　性的な意味で？」

「「ちっがう!!」」

　顔が沸ふつ騰とう寸前の俺と黒くろ兎とのダブルツッコミ。

　神かん崎ざきは「おー」と感心したようにパチパチ拍手をした。

（く、くそ……本当になんなんだ、この思い通りにいかない生物は……！）

　俺は頭痛を覚えながらも、なんとか言い訳を試みる。

「こ、こいつは俺の友達だよ。名前は黒兎っていう。たまたまこの近くを通りかかったところで夕立に降られたそうだから、服を貸して部屋に入れてやったんだ」

「ふーん……？　じゃあ、なんでその人はわたしの名前を知ってるの？」

「そ、それは……あれだっ。今日の昼間、学校であった模擬戦の話をしててだな！　俺の対戦相手だったお前のことも話題にあがったんだよ！」

　いちおう嘘うそは言ってない。いちおう。

　かなり苦しい言い訳だが────。

「おおー。なるほど、なっとく」

　うん。納得するの早いな、お前。

　幸いなことに、こいつの頭は割と軽いようだった。

「だ、だから話を元に戻すぞッ？　神崎、お前は俺の部屋に何をしにきた？」

「……あ。そうだった」

　俺の問いかけに、神崎はポンと手を打った。

「わたしはあなたに用があってきた。この時間に女子が男子寮に立ち入るのは禁止だから、こわい寮母さんに見つからないように『しるふたん』に頼んだの」

「しるふたん……？」

「うん。風の『精霊さん』のことだよ」

　精霊さん。その単語を聞いて俺は眉まゆをひそめる。

　それって確か……黒兎の言ってた、「神崎音おと葉はのみに見える魔力の形」のことだったか？　こいつは魔力を生物として視認できて、意思疎通を図れるとかなんとか。

「『しるふたん』、お調子者さんだから。運んでって頼んだら、ビュンビュンって飛ばされちゃったの。楽しかったけど、ちょっとビックリした」

「……な、なあ神崎？　俺にはその『精霊さん』ってのがよくわからないんだが。それって一般的にいう魔力のことだよな？」

「？　あなたは『精霊さん』が見えないの？」

　神崎は少し驚いた素振りで目を丸くした。

　彼女にとって、その『精霊さん』とは見えて当たり前なものらしい。

「でも。『精霊さん』たちはいつもあなたのことをウワサしてるよ？」

「ウワサ？　魔力が、俺のことを？」

「うん。どの子も口をそろえて『魔力使いの荒い鬼畜なやつ』だって言ってた。たまに一か所に集まって『あいつマジやばいわー』『ほんとマジだよね。マジ鬼畜』『こっちが逆らえないからってマジ調子こいてるよね。マジはんぱない』とか愚痴ってるよ」

「なんだそりゃ……」

　ものすごい頭の悪そうな会話内容だ。魔力ってそんなアホなの？

「気になるなら直接きいてみる？」

「……は？　お、おい待て。俺はなにも見えてないって言っただろうが。つーか、『精霊さん』なんて存在もまだ信じ切れてなくて────」

「うん。わたしも普段はぼんやりとしか見えてないけど、一つだけハッキリと見えるようになる方法があるの。あの子たちがこの『遊び』に興味を持ってくれたらだけど」

　神かん崎ざきはそう言って、自分の膝ひざ辺りをゴソゴソと漁あさった。

　そして、彼女が常に持っているウザいウサギのぬいぐるみがちゃぶ台の上に置かれる。

　それまで顔を赤くして黙っていた黒くろ兎とも、なにが始まるのかと怪け訝げんそうな表情をした。

「ちょうどあそこに、暇そうな子が一人いるから。ちょっと呼んでみる。────おーい、『いふりーとくん』。一緒にあそぼー」

　言いながら、神崎は六畳間の押入れのほうに手招きをした。

　次の瞬間だ。ちゃぶ台に置かれたぬいぐるみが、ひとりでにブルブルと振動し始めた。

　驚いた黒兎が「ひっ」と声をあげる。俺もゴクリと唾つばを呑のむ。

　白かったウサギの布地が、心なしか赤っぽく染まった。

　ウザい顔面が、ふてぶてしくニヤリと笑ったような気がした。

　そして────！




『────オレっち！　超がったああああああああああああいいッ!!』




　……おもむろに立ち上がったウサギが。

　腕を突き上げて、高らかに咆ほう哮こうした。

「「………………っっ」」

『────ああン？　なんだテメェら。人がせーっかく遊びに付き合ってやったってのに、そのしけたツラは？　つーか、オトハ！　この体、やわらかすぎ！　なんかグニャグニャしてて動きにくすぎィ!!』

「かわいいよ、『いふりーとくん』」

『はぁ!?　か、かわいくねーし！　オレっち、どっちかっつーと仲間内じゃハードボイルドキャラで通ってるっつーの！　って、ベタベタ触んな！　なに目ぇ輝かせてんだ！　や、やめろやめろぉ！　あ、あんま触られると……あふぅ……そこ超キモチイぃ……』

「ふにふに。ぷにぷに」

「「…………」」

　ぬいぐるみが、動いて、しゃべった。

　しかも神かん崎ざきと楽しそうにじゃれ合っている。

　いや、魔法でぬいぐるみを動かす方法とかがないわけじゃないんだ。動かすだけなら操り人形みたいにすれば簡単だし、声は……術者がアテレコすればなんとか。

　でも、これは違う。まるで違う。

　ぬいぐるみが自分の意思を持って動いている。

　というか、ぬいぐるみに何かが憑ひよう依いしている？

『くるしゅうないぞ、くるしゅうしゅうないぞ……ふへへへへ……』

「お気に召してなによりです、お代官さま」

『よきにはからえ～。────はっ!?　って、ちがう!!　オレっちが遊びに付き合ってやったのはこんなことをするためじゃねえ！　気持ちよすぎてつい忘れてたぜ！』

　ヨダレを垂らしてリラックスしていたウサギは、急に我に返ったように立ち上がった。

『おい、そこのテメェ！　お前だ、サクラガワハルト!!』

「え────。い、いま……俺の名前を呼んだ？」












『ったりめぇだ！　魔法使いなんてインテリぶった奴やつらのなかでも、特に魔力使いの荒い鬼畜野郎！　こっちだってなぁ……いろいろ大変なんだよ！　一方的に魔法式に押し込まれて、飛ばされたり、燃やされたり、爆発させられたり！　オレっちたちはリアクション芸人かっつーの！　少しは魔力側の都合も考えろっ！』

　めっちゃ怒られた。魔法使いが魔力に。

　なにこれ超シュール。

「まあまあ。そうカッカしないでよウザッピー・レッド」

『ウザッピー・レッド!?　テメェはテメェでなに勝手に名づけてんだオトハ！　ふざけんな、もっとカッコいい名前にしろ！　イフリートくん・改とか、イフリートくん・零式とか！　もっと最後の物語とかに出てきそうな感じのクールな名づけを────ふぐっ』

　騒ぎまくるレッド（仮にこう呼んでおく）の首筋に、神かん崎ざきがチョップを叩たたき込こんだ。

　とたん、ぬいぐるみの全身がふにゃりとなって、ちゃぶ台の上に倒れる。

　赤っぽかった布地は元の白色になり、ふてぶてしそうなウザい顔面が普通のウザい顔面に戻った。……あまり変わってないじゃんとか言ってはいけない。

「ちゃんと見えた？『精霊さん』」

「……ああ。もう充分だ」

　神崎がタイミングを見計らって止めてくれて助かった。

　ショックで若干吐きそうだ。黒くろ兎となんか驚きのあまり魂が抜けたようになっている。

　俺も黒兎も、神崎音おと葉はが魔力と意思疎通ができるということは情報として知っていた。

　そして、今みたいな現象を目の当たりにしては、もう信じるしかない。

　……魔力は生きている。ぬいぐるみに乗り移ることが常日頃からできるかはわからないが、たぶん神崎がいたから可能だったんだろう。やはりこいつはイレギュラーすぎる。

　────《チート》。

　そんなふうに呼ばれていた俺が、余裕で霞かすむくらいに。

「マジで……なんなんだよ、お前は。俺になんの用なんだよ……」

　魔力と意思疎通できる才能。そんなデタラメに勝てるはずがない。

　自暴自棄。そう言われてもしょうがないくらい俺はヘコんでいた。

　ヘコんでいたのに。そんな俺に、当の神崎音葉は、




「────うん。お昼の模擬戦、あなたが『精霊さん』たちをうまくこき使うその姿に、すごく感動しました。わたしを弟子にしてください、ししょー」




　ペコリと。畳に額をつけて、懇願するように土下座をしてきた。

　俺はただ驚きで言葉を失う。

　こいつ……なにをしているんだ？

「バッ……バカにしてんのか!?　弟子入りしたいだって？　お前が俺に教わることなんて何もねえだろ！　ふざけんなよ、そんなにすごいくせに！　俺よりすごいくせに！」

　嫉しつ妬と。たぶん、俺の中に芽生えた感情はそれなんだと思う。

　気づけば自分でも情けなるくらいに当たり散らしていた。

　今まで嫉妬はされても、することなんてなかった。

　こんなにも惨めな気持ちになるものだなんて、知りもしなかった。

「……？　なに言ってるの？　ししょーのほうがすごいよ？」

「し、師匠って呼ぶなッ！　俺はすごくない！　みんなから一目置かれていたのは運命操作の魔法の影響があったかららしいし、その魔法もお前には通じないし！　なによりお前に勝てなかったしッッ!!　俺なんかよりお前のほうがよっぽど────！」

「────いいえ。それは間違いですよ、晴はる斗とさん」

　っと。

　俺が情けなくコンプレックスを吐露していたところに、黒くろ兎とが口を挟んできた。

「言ったはずです。神崎さんは魔法が使えない。彼女にできるのは、魔力と意思疎通を図って、『遊び』に誘うことだけです。だからこそ神かん崎ざきさん自身にはまるでコントロールできない。そうですよね神崎さん？」

「ん……。よくわからないけど『精霊さん』たちはわたしの言うことを聞かないよ？　さっきのレッドくんも、本人が乗り気だったから付き合ってくれただけ。それに、ウザッピーの中から強引に出て行ってもらったから、今すごく怒ってる。その証拠に、口もきいてくれなくなっちゃったし」

　そこらへんの虚こ空くうを眺めながら、神崎はこてんと首を傾かしげた。

　彼女はなにを見てるんだろう？　もしかして、さっきのレッドがそこにいるのか。

「わかりますか、晴斗さん？　魔力を自在に操って、思うような結果を生み出せるのは、神崎さんではなく、あなたなんです。確かにあなたは無意識下で運命を操る究極魔法を発動しているのかもしれない。結果がついてくるのもそのおかげかもしれない。だけど、それはあなた自身の力が為なせることなんです。だから、もっと自信をもってください！」

　黒兎は俺を励ますように言って、

「そ、それにっ。そんな魔法なんか使わなくても、晴斗さんは充分にすごいです！　元の能力だって高いし、そ、それにその……か、か、か、…………カッコいいですし」

　顔を真っ赤にしてそう付け加えた。

　最後のほうは小声すぎてまるで聞こえなかったが、俺を励ましてくれている気持ちはなんとなく伝わった。

　本当に……そうなのだろうか？

　俺は自分を誇っていいのだろうか。無意識に発動しているチート魔法の補正なんか関係ねえ！　と豪語できるような誇れる自分なのだろうか。

　迷っていると、神かん崎ざきが黒くろ兎との言葉に同意するようにコクコクと頷うなずいた。

「うん。ししょーはすごい。わたしも、ししょーみたいになりたい。だから弟子にしてください。それで────わたしが広ひろ瀬せくんと釣り合える女になれるよう鍛えてください」

「────はいッ!?」

　黒兎が目を剥むいて神崎を振り返った。

「？　黒ぴょんが返事しても意味ないよ？」

「い、いえ、そうではなく────黒ぴょん!?　それってもしかして私のことですか!?」

「うん。ウサギみたいにか弱そうでかわいいから黒ぴょん。すごい似合う」

「勝手にヘンなあだ名をつけないでくださいっ！　あ、いえ、そ、それよりも！　広瀬さんと釣り合える女になるために、晴はる斗とさんに弟子入りするというのは────!?」

「うん、それ。わたしがししょーを訪ねた目的。お昼のときは、頑張ったけどうまく伝わらなかった。わたしはロマンチックに魔法で告白したかったのに……。だから、わたしは魔法をうまく使えるようになりたいの」

　頬ほおをちょっとだけ赤らめて、神崎は夢見る乙女のようにそう言う。

　俺と黒兎は、堪たまらず言葉を失っていた。

（こいつ……こいつは……!?）

　自分がどれほどとんでもない存在であるのか、まるで自覚していない。

　世界の事情なんて知ったことではなく、ただ純粋に恋をする少女だ。

「魔法で告白したいだけじゃない。わたし、ぜんぜんダメで、落ちこぼれだから。強くてカッコいい広瀬くんと、釣り合えるような立派な女になりたい。そのために、立派な魔法使いになりたい。だからお願いです。わたしを弟子にしてください、ししょー」

　真剣に紡がれる神崎の言葉。

　俺はこのややこしい状況に目を白黒させていた。

　神崎は世界を滅ぼすかもしれない危険な才能の持ち主。異能局から派遣されてきた黒兎は、その危機を阻止するために、神崎の告白を阻止する手伝いをしてくれと言った。

　だが……肝かん心じんの神崎音おと葉ははどうだ？

　哲てつ史しと釣り合える女になりたい、立派な魔法使いになりたいと、俺に頼ってきている。

「……一つ。聞きたいことがある。お前、哲史のどこがよくて告白したいんだ？」

「ん。少し前の選択授業のときに、優しくしてもらった。みんながわたしに呆あきれて、もういいよってなってたときに、手を差し伸べてくれた。広瀬くんに、すごく助けられた」

「あいつ、外面だけはいいからな……。友人の俺視点で言っとくが、哲史はハードル高いぞ。確か、実家は日本古来から存在する魔導の名門とかなんとか言ってたな。魔法の成績も優秀だし、ちょっとやそっとの女じゃ確実に落とせない」

「うん。それでも頑張る。わたしは広ひろ瀬せくんが好き。好きになっちゃったから、簡単に諦あきらめたくない。そう思っちゃったから、もう想おもいは消せない」

　相変わらずの惚とぼけた表情。前髪に隠れた眠たげな瞳ひとみ。

　だけど、そこに籠こもる熱は本気そのものだった。

　……神かん崎ざきは魔力と意思疎通できるという特異性を持つが、それは才能と呼ぶには程遠いものらしい。黒くろ兎とが見せてくれた入学時の判定試験の結果も最低レベル。当の本人もたった今、周囲に呆あきれられていたと言った。

　たぶん、ロクに魔法が使えない彼女は、事情を知らない他から見れば「落ちこぼれ」なんだろう。そんなこいつがお坊ちゃんで優等生の哲てつ史しと結ばれる可能性は超低い。

　……異能局にある《リース》とかいう装置の予言。




　────神崎音おと葉はは想い人への告白で玉砕して、世界を滅ぼす。




　なるほど、確かに避けようのない悲劇のシナリオだ。

「……晴はる斗とさんっ。まさか神崎さんの頼みを引き受けようなんて考えてませんよねッ？」

　っと、考え込む俺を見かねたのか、黒兎が小声で話しかけてきた。

「ぜ、絶対にダメですからね!?　神崎さんが告白に失敗することは、すでに《リース》の予言によって確定されているんですっ。だからこそ、異能局はその前提条件を覆すために『告白阻止』を実行しようと……！」

　万が一にも俺がヘンな気を起こさないよう、必死に訴えかけてくる黒兎。

　……わかってる。告白による神崎の悲劇の結末は免れない。

　かわいそうだが、傷つく前に諦めてもらうのが一番の得策に思えた。

「そ、それにっ。告白が成功するように神崎さんを手伝ったところで、晴斗さんの力は彼女に通じません！　神崎さんにはすごく申し訳ないんですが……世の中にはどうやっても覆せないこと、諦めて従うしかない決められた道が存在するんです」

「……決められた道……？」

　そのとき、黒兎の言葉で俺はハッと息を呑のんだ。

　……魔力と意思疎通ができる女。

　……俺のチート補正がまったく通じない女。

　……神様の手助けとか、魔法による運命操作の力が通用しない────素の俺自身で立ち向かうしかない、どうしようもない出来事。

「…………ッ」

　俺は咄とつ嗟さに神崎のほうへと向き直る。

　こちらを見つめる瞳ひとみ。避けようのない悲劇が定められた、可哀かわい想そうな女の子。

　なのに────その純粋でひた向きな彼女の瞳の輝きに、俺は魅入られてしまった。

　諦あきらめようとしていた自分、魔法によって作られたチートであることを認め、困難な運命に折れようとしていた自分自身にはないものが……そこには確かにあった。

　従うしかない決められた道？　諦めるのが得策？

　────ははッ、なんだその負け犬根性丸出しの考え方は!?

　これこそが俺の……この俺のずっと待ち望んでいた、どデカい壁じゃないのか……!?

「……く、くくく、あはははははははっ」

　急に立ち上がって高笑いする俺に、黒くろ兎とがビクッと身を竦すくませる。

「は、晴はる斗とさん？」

「黒兎！　お前、俺の魔法が神かん崎ざきには通じないと言ったな？」

「ふぇ!?　……は、はい。か、神崎さんは魔力に直接語り掛けることができますから、魔法の才能に特化した晴斗さんとは相性最悪と言いますか……」

「それだッ！」

　俺はビシリと指先を向ける。

「神崎に俺のご都合主義すぎるチートは働かない。それは同時に、あいつに対して及ぼす影響は全部、俺自身の力になるってことだ。黒兎、お前は神崎が失敗して世界が大変なことになるとも言っていたな？」

「は、晴斗さんっ。それは……！」

「？　わたしがしっぱい？　世界がたいへん？　なんぞソレ？」

　あわあわと焦る黒兎の横で、神崎がこてんと首を傾かしげる。

　大丈夫だ。あいつの頭の中は基本、お花畑みたいだから。

「とどのつまりだ。────そもそも神崎が成功すればいい。そして、あいつを成功に導けるかどうかは俺自身の力によるところになる！」

　俺のチートパワーが通じない神崎音おと葉は。

　そんなこいつが抱えた悲劇の運命を覆してやることで、「世界の危機の回避」と「自分自身のすごさの証明」を同時に達成できるのではないか？

　……安易すぎる考えだとは自覚している。

　それができないから、黒兎が俺を止めようとしているのもわかっている。

　だが、それがどうした？

　俺は思い出したんだ。忘れていた自分のモットーを。




　────俺・イズ・最強




　それが俺という存在。これまでの人生を支えてきた絶対なる自信。

　だからこそ《チート》なんて呼ばれることに不満を抱いた。神さまだか魔法だか知らんが、勝手に人の栄光を横取りするなんざ、俺のプライドが許さん。

　俺はチート魔法の補正がなくても、自分が最強だと証明しなければならない。

　じゃないと、これまで築いた俺という自モ我ノを否定することになる。

　そして────世界で唯一俺を倒したこの神かん崎ざき音おと葉はを前に、情けなく諦あきらめて引き下がることなんて絶対にできない！

「喜べ、神崎音葉！　今日からお前は俺の弟子一号だ！　この俺がお前を立派な魔法使いに育て上げて、哲てつ史しと釣り合える女にしてやる！　そして、告白を絶対に成功させてやるぜ！　俺が鍛えてやる限り、成功以外はありえない！　俺はチート魔法なんぞに頼らずとも、超絶最強にすごいんだからな！　お前も大船に乗ったつもりでいろ！」

「おおー。ししょー、カッコいい」

「ふええっ!?　そ、そんなぁ！　か、勝手に話を進めないでくださいよぉぉっ！　か、課長に怒られるぅ……！」

　黒くろ兎との涙声が弱々しく響くが、すでにテンションマックスになった俺と神崎の耳には入ってこなかった。すまん、許せ。

　────っと。俺たちがそんなふうに騒いでいた、その横で。

　ちゃぶ台の上に横たわるウザいウサギのぬいぐるみが、生意気でふてぶてしいほくそ笑みを浮かべた。




『……ウケケッ。楽しそうなことになってきたぜ』








幕間　黒ぴょんの苦労人活動報告書




　────ピピピッ、ピピピッ。




　日曜の早朝。関東圏の片隅にある地方都市、美み笠かさ木ぎ市。

　その住宅街にある高層マンションの一室。

　目覚まし時計の電子音から、黒くろ兎と良りようの一日は始まりを告げる。

「…………むぅっ」

　名残惜しむように一分ほどサラサラなシーツとモフモフの毛布の余韻に浸って、彼女はモゾモゾとベッドから這はい出だしてくる。

　薄いクリーム色のパジャマはだらしなくはだけ、つややかな髪はボサボサだった。

　普段は誰に対しても礼儀正しく謙虚な彼女だが、極端に朝が弱いという弱点がある。

「……おとうさん、おかあさん。おはようございます」

　まだ少し寝ぼけ眼まなこで、良は枕まくら元もとに置いてあった写真たてに挨あい拶さつをした。

　写真に写っているのは彼女の両親。二人とも、この親にしてこの子あり……という、普通のサラリーマンと普通の専業主婦だ。実家は都心のほうにあるが、今は異能局本部からある任務を言い渡されているため、離れ離れに暮らしている。

　このマンションも、任務に備えてつい先日借り始めたばかりだった。

「……よし。今日もがんばりますっ」

　良は気合を入れるように両手で頬ほおをペチペチした。

　そう────今の彼女の仕事場は、この美笠木市。

　この場所で、なんとしてでもやり遂げないといけないことがある。

　彼女は意気揚々と寝室の扉を開け放ち、リビングへ出た。




「ぬがあああああああッ。何な故ぜだ、何故に勝てないッ？　普段はテキトーにボタン連打してるだけでデスコンボが決まるのに！　こなくそッ、もう一回だ……！」

「ふはははー。何度来ても同じことよ。その希望、打ち砕いてくれる」

『おいテメェら！　さっきからずっとぶっ通しプレイでズルいぞ！　いい加減にオレっちにもやらせろよゴラアアアアアアアアアアッ!!』




　……リビングに響き渡る、やかましい騒ぎ声。

　普通の生活、穏やかな日曜日の朝。それが今────。




「きゃああああああああっ!?　な、なんでみなさん揃そろって当たり前のようにいるんですかぁ！　ここ、私の家ですよっ!?　勝手に上がり込まないでくださいぃぃ……」




　────無断で家に上がり込んで、リビングでテレビゲームをしている二人（＋一匹）。

　彼ら侵略者により、儚はかなくも粉砕されてしまった。




　●　　　○　　　●　　　○




「た、確かに家の合あい鍵かぎは渡しましたっ。でもそれは今後の連携を取りやすくするための処置であって、私に断りもなく上がっていいという意味ではありません！」

「悪かったって。泣きそうな顔をするなよ。パジャマ姿を見られたくらいで」

「く、くらい……っ!?　あ、あのですね、晴はる斗とさん────！」

「ぐあああああああっ!?　ま、また負けた！　おい音おと葉は！　お前、なんか卑ひ怯きようなことしてないか!?　チートだチート！　もう一回勝負しろコラ！」

「よかろう。何度でもかかってくるがいい勇者よ」

　お説教も虚むなしく、ゲームに熱中する彼らに華麗にスルーされた。

　良りようはシクシクと涙を流してリビングの隅にうずくまる。

　……まただ。また、私の意見が聞いてもらえない。

「大体お前の使用キャラ『あんぶっしゅ星人』ってなんだよソレ!?　そいつだけ人間離れした軟体動物の親玉みたいなことになってんだけど！　これって主人公が格闘王を目指す内容のゲームだろ!?　設定の崩ほう壊かいじゃねえかッ」

　こちらの悔しがりながら半分涙目で文句をつけ始めた少年が、桜さくら川がわ晴斗。

　良が今回の任務の際に、協力を要請した相手である。

　美み笠かさ木ぎ高校始まって以来の天才と称され、生まれついて全属性の魔力を操る才能を持っている。それだけではなく全方面においてハイスペックすぎる超人ぶりから、学生間では《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》などと呼ばれ、恐れられていた。

　ただし、性格面に大きな難あり。プライドが高くて、そのくせナイーブ。

　感性も一般人とはどこかズレていて、自分の思い通りに物事が運ばないとビックリするくらいにヘコむ。完かん璧ぺきでカッコいいけど、割と面倒くさい人種だった。

「くくく……『あんぶっしゅ星人』の間合いに飛び込んだが最後、その触手に絡めとられて全身の骨を百本くらい折られるんだよ？　ししょーに勝ち目はない」

　こちらの、抑揚のない声でよくわからないキャラ設定を語っている少女が、神かん崎ざき音葉。

　良の任務の、ターゲットである。

　晴斗とは逆に彼女は落ちこぼれで、魔法の一切を使用することができない。

　その代わりに魔力と意思疎通を取れる才能があり、魔法を乱してしまえる特異性を持っていた。彼女と魔法戦を行った相手は必ず原因不明の事故（魔法を乱される）に遭うことから、学生間で《美み笠かさ木ぎ高の魔獣》などと不吉な異名で呼ばれているらしい。

　そもそも「約半年後に神かん崎ざき音おと葉はが想おもい人に失恋し、能力を使って世界を危機に曝さらすかもしれない」という予言があったから、良りようはこの地方都市に派遣されてきたのだ。

　本来なら「神崎音葉の告白を阻止する」ことが良の目的。しかし、結果として晴はる斗とのワガママに押し切られる形になり、今は逆に告白を手伝わされるハメに陥っている。

　こじれると厄介なので音葉には自分の正体や「世界が危険」云うん々ぬんの事実を伝えていない。

　そして異能局側にも、音葉の告白を手伝うことは黙っていた。

（バレたら課長に怒られるでしょうけど……。世界の安全のために女の子一人の恋路を国がかりで邪魔するなんて、少し後味が悪いですしね……）

　基本的に、良は根っからの善人だ。

　前向きな方法でみんなが救われるならそれに越したことはないと思っている。

　むろん……結果が予言通りになってしまいそうなら止めるつもりではいるが。

『くそう。オレっち抜きに二人で楽しみやがって……。もう拗すねてやる。一週間は口きいてやらないからな。ほらいいのか？　こんな可愛かわいいウサギさんが拗ねちゃうんだよ？』

　そして最後に。散々怒った挙句、それでも相手にされなくて、構ってちゃんオーラを放ち始めたのが、ウザッピー・レッド（音葉命名）。

　音葉が持っているウサギのぬいぐるみに憑ひよう依いした、火属性の魔力である。

　音葉の能力で一時的にこのようなことができるらしいが、音葉本人も原理がよくわかっていないので詳細は不明。ただ本人はこの体がそれなりに気に入っているようで、人目のないところなどでは頻繁に乗り移っている。

『うッ……うわあああああんっ!!　あいつらがオレっちを無視するよ、黒ぴょ～んっ！』

「はいはい。辛つらかったですねー。でも、その黒ぴょんって呼び方はやめてくださいね？」

　泣きついてくるレッドの頭をよしよしと撫なでながら、良は浅いため息を吐ついた。

　……彼らと出会ってすでに三日。

　告白を成功させて世界を救う！　と意気込んでからもう三日だ。

　目に見えた進展と言えば、自分たちと音葉の距離が少し縮まったことくらいだった。

　特に晴斗はなんだかんだで彼女とウマが合うらしく、今ではすっかり名前を呼び捨てにする仲にまで至っている。

（私のことは未いまだに名前じゃ呼んでくれないくせに……）

　良は拗ねたように頬ほおをぷくっと膨らませ、不満の視線を晴斗に向けた。

　だが、音葉に対して通算百連敗を喫した直後の彼は「これは俺のせいじゃない！　コントローラーが悪いんだ！」と面倒くさいイチャモンをつけている最中だった。

『ウケケッ。大変だな、黒ぴょん。あのバカは典型的な朴念仁だから、そんな控えめなアピールじゃピクリともしないぜ？　もっと私を抱いて～みたいな積極的な感じでいけよ』

「レ、レッドさん!?　にゃ、にゃにをいってるんれふか!?」

『……わっかりやすい動揺の仕方だな。ある意味でビックリするわ』

　膝ひざ元もとにいるレッドにからかわれて、良りようはきゅ～っと顔に熱を上げる。

　不満があっても口には出せない。それが黒くろ兎と良という少女なのだ。

「は、晴はる斗とさん。そう言えば魔法の特訓のほうはどうなっているんですか？」

　恥ずかしさを紛らわすため、良は慌てて話題転換をした。

　テレビの画面を食い入るように見つめながら、晴斗が「おう」と気のない返事をする。

「一応やってるよ。……お前の美み笠かさ木ぎ高への潜入手続きが済むまで、俺のほうで音おと葉はの特訓を進めておく。それでいいんだろ？」

　音葉に話を聞かれないよう、晴斗は声を潜めてそう尋たずねてきた。

　良も音葉に気づかれないようにこっそりと頷うなずく。

「数日中に私が音葉さんの監視役として美笠木高に潜入できるよう、異能局のほうでなにかしらの手を打ってくれるそうです。それまで地道に進めていただければと」

　想おもい人への告白を成功させるため、当分の間は音葉の魔法の腕を鍛える。

　良と晴斗のプランは、それでいこうということになっていた。

　どうして魔法の腕を鍛えるのが告白成功につながるかというと……それは、音葉の想い人にあたる人物の立場に関係していた。

　音葉の想い人の名前は『広ひろ瀬せ哲てつ史し』。

　同じ美笠木高の学生で、晴斗の友人でもある人物である。

　ただそれ以外にも、彼の名前は魔法使いの業界でけっこう有名だった。

　彼の実家は、古来よりこの国に存在する魔導の名門『広瀬家』。現在のように魔力や魔法が公のものになる遥はるか昔から、それらの分野に携わっていた、いわゆる古株だ。政界などにも大きな影響力を持っていると聞く。

　魔導の名門……それはつまり、魔法によって今の立場を築き上げてきたということ。

　当然のことながら彼らは優秀な魔法使いの血を重んじる。

　広瀬哲史自身はそういったことを気にする人物ではないが、実家との折り合いでそれなりに苦労しているらしい……と、彼の友人である晴斗はそう言った。

「結婚前提かどうかは話をべつにするにしても、彼と付き合う以上、広瀬家側の介入は免れません。今のままの音葉さんでは……」

「わーってるよ。魔導の名門に嫁ぐかもしれない娘が魔法を使えませんなんて、洒落しやれにならんからな。ただでさえああいう旧家は一般家庭の出とか受け入れなそうだし」

「あ、いえ。その点は問題ないかと」

「は？　なんだよそれ。どういう意味────」

「────隙すきあり。その命もらった。四十八本の触手殺人技、ＳＫＳシヨクシユ48フオーテイーエイト！　相手は死ぬ」

「ああああああああッ!!　てめ、音おと葉は！　不意打ちかよ!?　汚ねえぞ!!」

　こちらがヒソヒソと話し込んでいる隙をつき、音葉がゲーム内で必殺技を決めていた。

　画面に踊る『１Ｐ　ＷＩＮ』の文字。またこっぴどく負けてギャーギャー騒いでいる晴はる斗とを眺めながら、良りようは小さく嘆息する。

「……あの。いつまでゲームをやってるつもりなんですか？」

　時計を見上げつつ、主に晴斗に向かって尋たずねる。

　こんなことをしている暇があるなら、少しでも魔法の特訓に力を入れたほうがいいのでは？　良にはそう思えてならなかった。

　一方で、晴斗は『』みたいな体勢をしながら、ひとり暗く打ちひしがれていた。

「グスッ……グスッ……！　くそぅ、音葉のやつ……ゲームごときで本気になりやがって……。もう一回だ！　こうなったら俺が勝つまで徹夜をしてでも────!!」

「晴斗さん、いい加減にしてくださいっ。目的を忘れないで！」

「……うぐぐぐっ。う、うるせえ、わかってるよっ！　いいか、音葉？　俺はまだ負けてないからな!?　この勝負の決着をつけるのはまた次の機会だ！」

　半ベソを掻かきながら、小学生みたいな負け惜しみを言う晴斗。

　……今さらだけど、見た目のカッコよさとの落差が本当に酷ひどい。

「つーわけで、今日の特訓を始めるぞ！　いいな？」

「うい。ガッテン、ししょー。さっそく、れっつらごー」

「あっ。お、音葉さん？　いきなり走ると転んじゃいますよー？」

　小走りで玄関口へ駆けていく音葉の背中に、良は心配して声をかける。

「────にゃぶッ」

　……そして、言ってるそばから音葉が転んだ。

　床に落ちている物や目立った段差もないのに。

　レッドが『フローリングで滑るとかギャグかよ！』と腹を抱えて大笑いする。

　良と晴斗は、それぞれ苦い表情で頭を抱えた。

「黒くろ兎と……。俺の頭に今、一つの疑問が浮かんだんだが」

「……私もです。あの調子で、本当に音葉さんは告白を成功させられるんでしょうか？」

「ん。ああいや、そういうことじゃなくてな」

「え？」

　首を横に振る晴斗に、良は疑問符を浮かべて顔を向ける。

　晴斗は真剣に考え込むように口元へ手を当てた。

「おかしいんだ……普通なら転んだ相手がいきなり俺のほうに倒れこんできて、そのままおっぱいで顔面を押し潰つぶされる展開になるはずなんだけど。だが、音おと葉ははよく転ぶが、そんなことはまだ一度も起きていない。一体どうなっていやがる……!?」

　…………。

　…………ああ。

　ダメだ、この人。

「やっぱりあいつは只ただ者ものじゃねえ……！」とか強敵を前にしたみたいなテンションで、ひとり戦々恐々としている晴はる斗と。

　その横で────良りようは遠い目をしながら天井を仰いだ。

　彼の優しさと強さに触れ、胸に芽生えてしまった自分の想おもい。

　それが勘違いであってほしかったなぁ……と、思わず後悔してしまう良であった。




　●　　　○　　　●　　　○




「はあああああああああああああああああっ!!」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ」

　場所は移って、近所の河原。

　お互いに向き合って、真剣な表情で気合の入った叫びをあげる晴斗と音葉。

　良は斜面の芝生に腰かけながら、白け切った表情でその様子を観察していた。

　膝ひざの上に偉そうな体勢で寝転んでいるレッドが、退屈を隠そうともせずに大欠伸あくびをする。

「あの……。さっきから二人はなにをやってるんでしょうか？」

『さあな。オレっちが知るかよ。気でも触れたんじゃねえの？』

「コラそこぉ！　聞こえてんぞ！」

　晴斗がクルリと振り返って怒鳴り声をあげた。

「これは大事な特訓の一環だよ。誰かを鍛えるなんて俺も初めてだからな。自分なりに考えて、最も効果が見込めそうなプランを組み立ててみたんだ」

「……それで？」

「最近読んだ漫画でな？　強くなるために修行している主人公たちは、とにかくみんな必死の形相で叫んでいたんだ。要するに気合の力だな」

「はい、ストォォォォップ!!　参考にするところが明らかにおかしいです！」

　良はすばやく立ち上がって、二人の不毛すぎる特訓に制止をかけた。

「なにやってるんですか！　漫画なんて参考になるわけないでしょ！」

「うぐ……や、やっぱりそうなのか？」

「そうに決まってます！　いくら魔法が現実のものになったとはいえ、気合いじゃ人は強くなれません！　基本は地道な鍛たん錬れん！　それが一番です！」

「えー……」

　晴はる斗とは不満たらたらと言った感じで目を半開きにした。

「そんな地味な方法で本当に効果あるのかよ？　成長率とか明らかに微妙そうじゃん」

「なんですかその成長率って!?　げ、現実はゲームとかじゃないんですからっ！」

『無駄だぜ、黒ぴょん。ハルトは今までオレっちたちを散々に利用しまくり、チートライフを地で行ってたんだ。修行とか特訓とか、こいつが真面目まじめにやったことあると思うか？』

　レッドが肩を竦すくめて嘆息した。ぬいぐるみなのにやけに人間味のある仕草だ。

「晴斗さん……」

「なッ。そ、そんな目で俺を見るな！　特訓くらいちゃんとしたことあるわ！　学校の校庭でトラックを十周くらい走りこんだりな！」

「それは単にマラソンの授業だったのでは……」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ、はあああああああああああああああっ、きぃぇあああああああああああああああああああっ」

『だああああ！　うっせえ！　テメェはいつまで叫んでんだ、オトハ！』

　特訓開始から約五分。早くもグダグダのグズグズだ。

　良りようは頭痛を覚えて目頭をつまんだ。

「と、とにかくっ。この特訓プランは見直しです。いったんこちらに戻ってきてください」

　良はあせあせと場を取り仕切りながら、不満そうに「ぶーぶー」と文句を垂れる二人を近くに呼び戻す。本当はリーダーシップを取ることなど大の苦手だが、このままこの二人を放っておくよりはいくらかマシに思えた。

「まず音おと葉はさんは、簡単なものでもいいので魔法を使えるようにならなければなりません。大前提として、魔法の使い方はわかりますか？」

「うん。まったくわからない」

『清すが々すがしいほどの即答だな……』

　レッドが呆あきれたようにつっこむ。……なんだろう、この中では彼が一番常識人のような気がしてきた。人じゃなくて魔力だけど。

「わかりました。私がお手本を見せます。音葉さんは私に続いて真ま似ねをしてみてください」

「うい。りょーかいした、黒ぴょん」

「え、えっと……黒くろ兎とさん？　俺はなにをすれば……」

「晴斗さんは感覚的に上級魔法をバンバン使えちゃいますから。初心者である音葉さんのお手本には不向きかと思います。少しそこで見ていてください」

「……あ、はい」

　厳しく言われ、ヘコんだ様子で小さく体育座りをする晴斗。そんな彼の背を、レッドが慰めるようにポンポンと叩たたいていた。

　ちょっとかわいそうな気もしたが、それも仕方がないことだった。

　確かに、いつもの晴はる斗となら、誰かにテキトーにものを教えても奇跡的な力が働いてうまくいくのかもしれない。それこそ、なんの根拠もないレクチャーで、一流の魔法使いを育て上げてしまう可能性だって充分に考えられる。

　そんな奇跡を平然と現実にしてしまうのが、桜さくら川がわ晴斗。

　そして、桜川晴斗の力が世界で唯一通じないのが、神かん崎ざき音おと葉はだ。

　音葉を鍛えるということにおいて、向いているのは晴斗よりむしろ地味で地道な良りようであると言えた。現実では奇跡なんて滅めつ多たに起こらないのだから。

「いいですか？　まず頭の中で魔法式を構成するところから始めます。どんな形で、どんなふうな現象を起こしたいのか。ゆっくりと慎重にイメージしてください」

　言うと、良の指先に青と緑の光が燈ともった。

　水属性と風属性の魔力。良が扱える二種類の属性だ。

　音葉が興奮したように「おおー」と声をあげる。

「ここまでで一段階です。次は────」

「うん、わかった。やってみる」

「って、ええ!?　ま、待ってください！　まだ説明の途中なんですけど!?」

「精霊さんたちよー。オラに力をわけてくれー」

　必死に言う良の言葉などすでに耳にも入らず、高々と両手を突き上げて叫ぶ音葉。

　すると、良の指先に集まっていた魔力がぐにゃりと変化を見せた。

「え、え、えっ。ちょ、これはどうなって────ひぃああああああああっ!!」

　二属性の魔力が爆発的に膨れ上がる。水と風が混ざり合い、どんどん大きく。

　それだけでなく、地面の土をも大量に取り込んで、ヌラヌラとした実体を帯び始めた。

「ひぃっ……!?　つ、土属性の魔力も巻き込み始めている……!?　と、止めてください、音葉さん！　私、なんだかイヤな予感が────」

　そう言い終える前に。

　良のすぐ近くに、音葉と魔力たちによって作られた謎なぞの巨大物体が、ズシィィィィィンッ……と地響きを立てて落下した。

　ヌラヌラと光沢を放つ表皮。全体的に細長く、うねりのある胴体。さらにその胴体から細かい突起が何本も生えていて、そられも一つ残らずウネウネと気持ち悪く蠢うごめいている。

　少し離れたところで座っていた晴斗とレッドが、同時にガバリと立ち上がった。

『「こ、これは────!?」』

　音葉のつぶらな双そう眸ぼうが、きゅぴーんっと好奇の輝きを放つ。




「────あんぶっしゅ星人っ」




『ズモモモモモモモモモモモモモモモォォォォォォォォォ────……』

　超巨大触手生物、爆誕────。

　先ほど晴はる斗とと音おと葉はがやっていたテレビゲーム。そこに登場していた化け物とそっくりそのままの生物が、目の前にズデンと腰を据すえていた。

　良りようは恐怖で身じろぎさえできない。

　心臓がバクバクいってる。ものすごいイヤな予感が胸の中をひしめいている。

　その予感を裏付けるように────。

　生物の体から無数に伸びる触手が、立ち尽くす良に向かって一斉に襲い掛かってきた。

「い、いやあああああああああああああ────────────っ」

　清すが々すがしく晴れ渡る空に響く、少女の儚はかなげな悲鳴。

　触手に全身を絡めとられながら、良はホロリと涙をこぼして自らの不幸を嘆いた。




　●　　　○　　　●　　　○




　────夕刻。












　すっかり日も暮れて、茜あかね色いろに染まった空の向こうでカラスが鳴くころ。

　良りようはボロボロヨレヨレの状態で、自宅の高層マンションに戻ってきていた。

　半分死んだような真っ青な顔でエレベーターに乗り込む。

　……とりあえず、今日の特訓の結果は散々なものだった。

　音おと葉はによる触手生物の召しよう喚かん。逃げる暇もなく、その触手に襲い掛かられる自分。

　人が叫ぶ横で、残りの者はそれぞれ勝手なリアクションを取っていた。

「────ぬおっ!?　バ、バババババカッ!!　なんだよこの十八禁的な展開は!?」

『────美少女と触手。鉄板の組み合わせだな』

「────おおー。ブルーレイでは謎なぞフラッシュが解除されるんだね」

　……顔を真っ赤にして目を逸そらすウブな晴はる斗とに、呑のん気きに感心している音葉とレッド。

　挙句の果てにはヌメヌメした触手がパンツの中にまで侵入してきて、危うく「らめええええっ」とリアルで絶対にあげたくない悲鳴ナンバーワンの声が口から漏れそうになった。

　ギリギリのところで晴斗が触手生物を破壊して助けてくれたからよかったものの、もしあのままいっていたら今頃どうなっていたことやら……。

「うううぅぅ……気持ちわるいです……。晴斗さんのばか……恥ずかしがってる暇があったら、もっと早いタイミングで助けてくれたってよかったじゃないですか……。まあ、晴斗さん自身もそのあと破壊した触手の残ざん骸がいに襲われて、ヌメヌメのヌラヌラにされながら『らめええええっ』とか叫んでましたけど……」

　全身にヌメヌメを張り付かせたまま、エレベーターの中で暗いため息をつく。

「まあとりあえず……早く帰ってシャワー浴びたい」

　エレベーターが目的の階につき、扉が開くのを待ってから降りる。

　細い廊下を進んで自分の部屋の前までくると、フッとあることに気づいた。

　部屋の前に若い男の人が立っている。

　真っ白な制服に、両手には縦横五十センチほどの段ボール箱が抱えられていた。

　どうやら運送会社の配達員みたいだ。

「あ、あの？　うちに何か御用でしょうか？」

　控えめに尋たずねると、彼はにこやかな営業スマイルでクルリと振り返った、

「あっ。もしかして黒くろ兎とさんですか？　シロネコ宅配便でーす。お荷物をお届けにあがりました────って、うおっ!?　どうしたんですか!?　なんか全身ヌメヌメですよ!?」

「そこはスルーしていただけるとありがたいです……」

　良はシクシクと涙を流して答えた。

　配達員の若者は顔を引きつらせつつも、荷物を引き渡してくれる。用紙にサインをすると、彼は必死に営業スマイルを取り繕いながら、いそいそと帰って行った。

「ううぅぅ……絶対にアブノーマルな趣味の人だと思われた……」

　心の傷は癒いえないが、とりあえず荷物を抱えて部屋の中へ。

　荷物の送り手を見ると、予想通りと言うか、『異能局』からだった。

　おそらく美み笠かさ木ぎ高への潜入手続きが終わったのだろう。

「でも……この大荷物はなんでしょうか？　潜入だけなら書類を送るだけで事足りると思うんですが……」

　良りようは現在、十八歳。今年の誕生日で十九になる。

　さすがにこの歳としで教師として潜入するのは無理があるので、局側には「事務員等で手続きしてほしい」という要望を伝えておいたのだ。

　しかし……ただの事務員ならば入用なものなど大してないはず。

　疑問に思いつつも、ガムテープをはがして荷物の蓋ふたを開いてみる。

　一番上に置いてあったのは封筒に入った紙束。契約書もろもろのようだ。

　次に、小さな手帳と折り畳まれた新品のショルダーバッグ。これは一体？

　そして、やはり新品の上履きと、ビニールに包まれた何かの衣服。

　落ち着いた色のブレザーにワイシャツ。

　可愛かわいらしいリボンと、かなり短めのプリーツスカート……。

　…………。

　良の顔は瞬間的に青ざめる。

　急いで封筒に入った書類を取り出した。

　すると、内容を見るまでもなく、書類の一番上に付ふ箋せんが貼り付けてあった。




『編入おめでとう。女子高生の制服ってやっぱりそそるものがあるとは思わないか、かわいい俺の部下よ？　────赤あか木ぎ太た一いち』




「あンの、セクハラ課長──────────────────っ!!」

　良はガクリとその場で膝ひざをついた。

　箱に入っていたのは見覚えのある制服。

　社会人になる前のこの春まで、自分が着ていたモノ。




　────国立美笠木高等学校　一年Ｂ組　黒くろ兎と良




　書類にハッキリと記載された自分の新しい所属。

　異能局『魔的事象対策課』第二種局員、黒兎良。

　彼女の苦難はまだ始まったばかりである────。















第三章　チートは部活を選ばない




「────特訓とか飽きた。やめにしないか？」




　月曜の朝。住宅街にある高層マンション。

　その入り口から出てきた制服姿の黒くろ兎とに、俺は開口一番でそう言った。

「…………ッ」

　黒兎は全身の毛を逆立てて驚いている。

　彼女が美み笠かさ木ぎ高の制服を着ていることについて俺も色々とつっこみたいところはあったが、残念ながらそんな余裕はなさそうだった。

「せ………………せつめいを………………求めます」

　ようやく出てきた一言がソレ。

　黒兎の顔には若干の諦てい観かんと、疲れみたいなものがにじみ出ていた。

「なんつーか。すげえ不毛な気がしてきたんだよ。音おと葉ははいつまで経たっても成長しねえし」

「そ、それで諦あきらめていたらなにも始まらないじゃないですかッ」

「諦めるなんて言ってないって。ただ……俺たちの最終的な目的って、『音葉の恋を成就させること』だろ？　哲てつ史しの立場が立場だし、音おと葉はを立派な魔法使いにしなきゃいけないってのはわかるんだが。成功のためにもっとやっておくべきことがあると思うんだよ」

　魔法の特訓はもちろん必要だと思う。

　だが、仮に音葉がまともな魔法使いになれたとして、必ず哲史と結ばれるわけでもない。

「そこらへんの機微は俺もよくわからないけど、問題の根幹にあるのは『恋』ってことだろ？　立場がどうの以前に、まずはお互いの気持ちが大事なんじゃないか？」

「お、おおぅ……？　は、晴はる斗とさんが人並みのことを言ってます……!?」

「なんだよ、その俺がまともなことを言うとおかしいみたいな目はッ!?」

　黒くろ兎とに真顔で言われて、俺は若干涙目になる。

「と、とにかくだッ。音葉に魔法の伸びしろをまったく感じないし、特訓云うん々ぬんは後回しにしないか？　まずは二人の距離を近づけるところから考えてみよう。この間、教室でちょうどいい話を聞いて────っと」

　言いながらも、俺は自分のスマホで時間を確認した。

「歩きながら話そうぜ。お前がなかなか出てこないから、のんびりしてっと遅刻する」

「うっ……。あ、朝が苦手だから仕方ないじゃないですかっ」

「べつに合あい鍵かぎ使って部屋まで起こしに行ってやってもよかったんだけどな。勝手に入るとお前、すげえ怒るし」

「ああああ当たり前ですっ。待たせてしまったことは謝ります。でも、ぜったいぜったい寝ている私を起こそうなんて考えないでくださいね！　いいですか、絶対ですよっ!?」

　耳まで真っ赤にして早足で歩きだす黒兎。

　俺は肩を竦すくめてそのあとを追った。

「あっ。そう言えばさ」

「？　な、なんですか……？」

「その制服。似合ってるな」

　前を歩く黒兎が派手にズッコケた。




　○　　　●　　　○　　　●




　美み笠かさ木ぎ高へ向かうまでの川沿いの道。

　すっかりヘソを曲げてしまった黒兎は、こちらを振り向きもせずに早足で歩く。

「お、おい。なに怒ってんだ？　褒めただけじゃん」

「うううううううううるさいですっ。今日こそは許してあげないんですからっ」

　気弱な彼女にしては頑かたくなな態度だった。

　……今日こそはって。俺はいつも黒兎を怒らせているのだろうか？　どうしよう……まったくといっていいほど心当たりがない。

　わざわざマンションの前で黒くろ兎とを待っていたのは、今後の音おと葉はに対する特訓方針について話し合うためだったのだが。このままでは無理そうである。

「そんなに生徒として潜入するのがイヤだったのか？」

　そう。黒兎は今日から一年Ｂ組────すなわち音葉のクラスメイトとして、美み笠かさ木ぎ高に編入するらしいのだ。

「年齢を低く見られるのがコンプレックスだってのはわかるけどさ。それって逆に考えるとお前が『かわいい』ってことじゃん。そんな落ち込むなよ」

「…………」

「それに、その姿が似合ってるって言ったのは俺の本心だし。お前はやっぱり黒スーツとかよりも、そういう女の子らしい恰かつ好こうのほうがサマになってるよ」

「…………！」

　クルリと、黒兎がいきなり振り返った。

　その顔は真っ赤だ。俺を睨にらむ目はちょっと涙ぐんでいる。

「は、晴はる斗とさんはズルいです……！」

「へ？」

「どうしてそういうセリフをスラスラ吐けるんですか！　デリカシーが完全に欠如してますっ！　リアルでやったら女の子に絶対きらわれちゃいますよ！」

　黒兎は悔しそうにキュッと唇をかみしめて、

「そ、それなのに……どうして私はこんなにドキドキしちゃって……」

　ゴニョゴニョと口ごもりながら視線を逸そらした。

「と、とにかくズルいですっ。いろいろと！」

「……お前まで俺を《チート》呼ばわりかよ」

　ちょっとげんなりした。勘弁してほしい。

　マジヘコみする俺を余よ所そに、黒兎は再びぷいっと前に向き直る。

　しかしそのとたん、すこぶるご機嫌ナナメだった彼女の顔色が豹ひよう変へんした。

「……っ」

「？　黒兎？」

　いきなり跳びはねたかと思うと、目にも止まらぬスピードで俺の背中に隠れる。

　……こいつ、今さりげなく高速移動の風属性魔法を使ったな。

「お、おい。なにをそんなにビビって────」

　疑問に思い、前を見てみる。

　すると、少し先に美笠木高の制服を着た学生の集団がいた。

「あれは……登校中の生徒か？　あいつらがどうしたんだよ」

「わ、わからないんですかっ？　私は美み笠かさ木ぎ高をこの春卒業したばかりなんですよっ」

　黒くろ兎とは必死の表情でプルリと身震いする。

「わ、私が在籍していた頃の後輩たちは、もちろん今も美笠木高にいます。そんな彼らの前に、先輩だった女が後輩として編入してくるんですよ？　絶対に怪しまれますっ」

　正体がバレたら、余計な口を挟まれる。

　そんなことになれば任務に支障がでるかもしれない……黒兎は青ざめた顔でそう言う。

「特に、私が異能局の人間であることだけは音おと葉はさんにバレたくありませんっ。プロセス一つ飛ばしで世界崩ほう壊かい────なんてシナリオも充分に考えられます！」

「……まあ。お前の正体を音葉にバラしたくないって意見には賛成だけど」

　この四日ほどで音葉はすっかり黒兎と打ち解けた。

　そんな黒兎が実は異能局のエージェントで、世界を滅ぼすかもしれないあなたを止めにきました……なんてさすがに音葉には打ち明けられない。

「だけど、そんなに心配することか？　あの前にいる奴やつら、お前の顔見知りなのかよ？」

「え……。ち、ちがいますけど」

「部活とかには所属してたか？　特に親しい間柄の後輩がいたとかは？」

　黒兎はフルフルと首を横に振る。

　まあそうだろうな。こいつの性格からして、接点の薄い他学年と積極的に関かかわろうとはしないはずだ。そんなアクティブな学生時代の黒兎なんて想像できない。

「部活とか同好会で接点でもない限り、卒業した先輩の顔なんて覚えてる奴いねえよ」

「で、ですが。万が一ということもありますし……」

　万が一か。確かにないとも断言できない。

　黒兎は目立つタイプじゃないが、疑いようもなく美少女の部類だ。

　密ひそかに想おもいを寄せていた後輩男子が何人かいたって不思議じゃないだろう。

「安心しろ。その場合は────」

　俺はグッと拳こぶしを握りしめて、

「そいつの記憶を俺が丸ごと消去してやる……！」

「こわいですっ!?」

　真顔で物騒なことを言う俺に、黒兎はビクビクと怯おびえていた。

　……いや、記憶を消すうんぬんは冗談にしても、黒兎を生徒として編入させた異能局だってバカじゃないはずだ。いざってときはなんとかしてくれるんじゃないだろうか。

「とりあえず、もっと堂々としてろよ。そんな挙動不審じゃ逆に怪しまれるぞ？」

「ううぅぅ……」

　黒兎は渋々と俺の背中から離れた。

　こいつ……正体がバレるとかより、単純に自分の制服姿を誰かに見られるのがイヤなだけなんじゃないか？　真っ赤な顔で涙ぐみながらずっとモジモジしてるし。

　とにかく黒くろ兎との気晴らしも含めて、俺は話題転換してみることにした。

「そうだ。部活で思い出したんだけど────」

　切り出そうとしたそのとき。

「────おーい。ししょー、黒ぴょーん」

　抑揚のない声が、後ろのほうから響いてきた。

　俺と黒兎はそろって振り返る。

　川沿いの道の向こうから、ウサギのぬいぐるみを肩かた紐ひもで背負った少女がこちらに駆けて来ているところだった。無表情のままぶんぶんと手を振っている。

「うおーい──────あぶしッ」

　が、その道中で振っていた手の小指を『ゴミを捨てるな！』という河原の立て看板に思いっきりぶつけていた。彼女は低く呻うめきながらうずくまる。

　朝っぱらからなにやってんだあいつは……。

「お、音おと葉はさん。大丈夫ですか？」

「ぬおおおお……全身を痺しびれるような痛みがかけめぐるぅぅ……しびれびれびれ」

　相変わらず間の抜けた言動のせいで、痛がってるはずなのに妙なチグハグさを覚える。

　そんな音葉に絆ばん創そう膏こうを渡してあげる黒兎を眺めながら、俺は浅い息を吐いた。

「お前な。ドン臭いのは仕方ないけど、少しは周囲の状況にも気を配れるようになれ。そんな調子じゃ、哲てつ史しにうまく告白するなんてとても────」

「うん？　僕がどうしたって？」

　ビックリ。

　これには俺だけでなく、黒兎と、あの音葉でさえもピシリと固まった。

　……いつの間にか、俺のすぐ隣に爽さわやかな笑顔を浮かべたイケメンが立っていた。

「よお、晴はる斗と。今日も君は朝っぱらからドタバタの渦中かい？」

「て、哲史……!?　おおおおおおお前、どこから湧わいてきやがったッ？」

「人をゴキブリみたいな言い方するなよ。さっきからずっと君たちの前にいたぜ？」

　哲史は肩を竦すくめながら前方を顎あごでしゃくる。

　なんと、さっきから前にいた学生集団は全員、俺のクラスメイトだった！

　…………と、思う。ごめん、全員の顔をよく覚えてないや。

「ん？　そっちの女の子は初めて見る顔だね。晴斗の知り合いかい？」

　そうこうしているうちに、哲史が黒兎のほうへグイッと首を伸ばした。

　突然のことに黒兎は目を丸くする。

「あ、あああああああああああの……」

　マズい。不測の事態にテンパりまくってるぞ、黒兎のやつ。

　この調子じゃうっかり口を滑らせかねない。なんとかせねばと俺は割って入ろうとした。

　入ろうとしてたんだけど、

「…………ひっ」

　これまた唐突に、黒くろ兎とが小さな悲鳴をあげて竦すくみあがった。

　彼女の挙動不審な瞳ひとみが、哲てつ史しの肩越しにあるものを見る。

　────音おと葉はだった。

　無言の圧力……とでも言えばいいのだろうか？

　普段のお惚とぼけっぷりはどこへやら。音葉はこれでもかと目を見開いて、黒兎を穴が開きそうなほど見つめていた。

（め、めっちゃ睨にらんでる……!?）

　俺も思わず戦せん慄りつ。それくらい予想外の展開だった。

　音葉は言動や行動の逐一が不思議めいていて、俺たちも困惑させられることが多い。が、基本的には大人しい。いや、大人しいって表現が適切かどうかはわからんけども、誰かに対して敵意みたいなものを向けることは一度もなかったはずだ。

　それが今は、俺との模擬戦のときでさえ見せなかった気迫を黒兎に放ちまくっている。

　あいつの中で渦巻く感情は────たぶん嫉しつ妬と。

　想おもいを寄せる哲史が、他の女の子と関かかわるのが許せないようだ。

　その証拠に、小さな体からは『ゴ　ゴ　ゴ　ゴ』と激しい威圧を発していた。

　……というより、自分の口で「ゴゴゴゴ……」と言っていた。口で言うな口で。

「わ、わわわわわ私は……晴はる斗とさんの親せきみたいな人間で……今日転校してきたといいますか……ご、ごめんなさいいいいいいいぃぃぃっ!!」

　かわいそうに、すっかり怯おびえきった黒兎はそれだけ言って俺の背中に隠れた。

　ただ一人事情を察していない哲史は「ありゃ？」と腑ふ抜ぬけた声をあげる。

「おやまあ。初対面でいきなり嫌われちゃったかね？」

「ひ、人見知りの激しい奴やつでな。あんま気にしないでやってくれ」

　俺も冷や汗をダラダラ流しながら必死に誤ご魔ま化かした。

　背後では未いまだに嫉妬モードの音葉が「ゴゴゴゴ……」と口で言いながら黒兎に迫っている。黒兎は「ごめんなさい、ごめんなさい！」と涙目でひたすら謝っていた。どうでもいいけど、人の後ろであんまり暴れないでほしい。

　そんな俺たちに、哲史は「ふーん？」と感心したような声をあげる。

「な、なんだ？」

「ん。ちょっとビックリ。二人とも、晴斗と仲がよさそうで」

「どういう意味だゴラァ!?」

　軽くショックを受ける俺に、哲史はニッとお得意の爽さわやかスマイルを浮かべた。

「悪い意味じゃないよ。晴はる斗とってほら、いろいろな意味で誤解を受けやすいじゃない？　これまで自然体で話せる相手って僕や鬼き竜りゆうくらいだったからさ。安心したって言うかね」

「オカンかお前は！　つか、暗に俺に友達がいないって言ってるように聞こえるぞッ？」

「はて。どストレートにそう言ったつもりだったんだけど」

「よーし、殴る！　そこを動くなよ、腹黒王子？」

「いやだなぁ。ただのジョークだろ？」

　俺たちは互いの腕をガッチリ押さえて取っ組み合う。

　黒くろ兎とは「け、喧けん嘩かはダメですよぉ……！」と一人あわあわしていた。




「あっ。あれを見てっ！　桜さくら川がわくんと広ひろ瀬せくんが熱く抱擁し合ってるわ！　きゃーっ！」

「やっぱり二人はそういう関係だったのね！　きゃーっ！」

「性別の壁を超えた真実の愛だわ！　きゃーっ！」




「「断じてねえよッ!!」」

　周囲にいた女子たちの黄色い声に、俺と哲てつ史しのつっこみが重なった。

　しまいには音おと葉はが俺に向けて「ゴゴゴゴ……」と言ってくる始末。誰か助けてください。

　すっかり怒りの火も消えてしまって、俺たちは互いに渋い顔で取っ組み合いをやめた。

　そのとき、哲史が気を取り直すように音葉へ視線を投げかける。

「やあ、神かん崎ざきさん。選択授業で会って以来だね。……っていう挨あい拶さつもおかしいかな？」

「…………っ！　ひ、ひ、ひりょしぇくん……!?」

　音葉が全身を強こわ張ばらせた。つか、思いっきり噛かみ噛かみだった。

　珍しいことに、目に見えて緊張してやがる。実際の二人を前にして改めて理解したが、音葉は哲史を意識しまくっていた。普段は無表情の顔さえも、ちょっと赤い。

　俺と黒兎はゴクリと固唾かたずを飲み込んでその様子を見守る。

「晴斗との模擬戦のときは散々な事故があったけど、そのあとに二人は仲良くなったんだね。いや、こんなこと言うのもなんだけどさ。良かった。君と晴斗って、前々から相性は悪くないんじゃないかと思ってたんだよね」

「…………」

「いずれ僕のほうから引き合わせようかとも考えてたんだけど、その手間がはぶけたみたい。晴斗のこと、これからもよろしくしてやってよ。こいつ、面倒くさいところあるけど、慣れればそれも面白いから」

「…………」

「あれ？　聞いてる神崎さん？　……って、神崎さんッ!?」

　なにかに気づいたように急に青ざめる哲史。

　不審に思い、俺はピクリとも動かなくなった音おと葉はの顔を覗のぞき込こんでみる。

　瞬間、哲てつ史しの反応の意味が理解できた。




「こ、こいつ…………立ったまま気絶してる…………ッ!?」




　想像を絶する光景だった。

　好きな人を前に緊張で固まってしまう女の子は多々いる。

　挙動や言動が少しおかしくなってしまっても、まあ仕方ない部分はある。

　だけど……好きな人を前に白目をむいて気を失う奴やつは、俺も初めて見た。

「なにやってんのお前ッ!?　気絶ってなんだよ気絶って!?」

「お、音葉さんっ。しっかりしてください！」

「落ち着くんだ、二人とも。……べつに珍しいことじゃない。選択授業のときも、神かん崎ざきさんは一時間に三回くらいのペースで気を失っているんだ」

「一時間に三回もッ!?」

「そう。大抵は僕が話しかけるとそうなる」

「完全にお前が原因じゃねーか！」

　立ったまま魂が抜けたようになっている音葉を見て、俺はなんだか涙がでてきた。

　哲史の証言によると、どうやら彼女は毎回話しかけられては気絶……を繰り返しているらしい。「最初にしゃべったときはそんなことはなかったのに……」とも哲史は言う。たぶん、最初のタイミングで惚ほれてしまって、それからはずっとこんな感じなんだろう。

　音葉がしきりに魔法で哲史に告白したがっていた真の理由が、なんとなくわかった気がした。ロマンチックとかぶっちゃけ関係ねえ。直接しゃべるとこうなるからだわ、コレ。

「と、とにかく保健室にでも運ぼう。幸い学校も近いし────」




「はあああああああああああああるとおおおおおおおおおぉぉおぉぉっ!!」




　……イヤな幻聴を聞いた気がした。

　話の途中に誰かが乱入してくる流れは、本日三回目。だがこれはその中でも最も醜しゆう悪あく。

　振り返るのさえ躊躇ためらわれた。正直、聞かなかったことにしたい。

　でも、現実はそう甘くなく……。

　鬼の形相をした男子生徒が、向こうから走ってくるのが見えてしまった。

「許すまじ、桜さくら川がわ晴はる斗と……ッ！　いつも女の子にモテモテなのに、黄色い声で騒がれてるくせにぃぃぃぃ！　今日に限っては最上級の美少女二人と登校してくるだなんてっ!!　鬼き竜りゆう、思わず嫉しつ妬としちゃうんだからねっ!?　誰だよそのナイスバディなロリ巨乳ちゃんと、思わず全身をペロペロしたくなるような守ってあげたい系黒髪童顔ちゃんはッ!?　おれにも紹介しろ！　そして、彼女たちの体を隅々までペロペロさせ────あばあああッ!!」

　奇声をあげて突撃してくる変態を、とりあえず魔法で燃やした。

　その場にいた男子生徒たちが「「「「「戦いくさ間まああああああああああっ!!」」」」」と、燃え尽きたその物体に悲ひ哀あいの叫びをあげる。……南無三。

「あんたたち……朝っぱらからなに騒いでんのよ」

　っと。またもやべつの方角から、べつの声。

　脇の道から現れた女子生徒────うちのクラスで学級委員長を務める峯みね岸ぎし紗さ季きが、地面に転がる『かつてクラスメイトだったもの』を汚らしそうに一いち瞥べつしていた。

　俺は疲れきった表情になりながら片手をあげて挨あい拶さつする。

「おっす、峯岸。今日もいい天気だな」

「なんであんたはそんな虚脱しきったみたいな顔してんのよ。……ってか、ようやく名前を覚えたわね。遅いわよバカ」

　相変わらずの歯はに衣きぬ着きせぬ物言いである。

　ここ数日は不思議ちゃんの音おと葉はと気弱な黒くろ兎ととばかり関かかわっていたから、こういうのもちょっと新鮮な気がした。

「お前みたいなまともキャラが増えてくれると少し落ち着くな……。脳の処理速度が追いつかなくて困ってたんだ」

「な、なによそれ。いきなり気持ち悪いわね」

　呆あきれ気ぎ味みに視線を動かす峯岸。

　すると、不意にそこにいた黒兎と面と向かって目が合った。

　……俺の目の錯覚だろうか？

　その瞬間、二人の間にピキーン！　と鮮烈な火花が散ったような気がした。

「へぇ～……あんたはまたあんなきれいな子と……」

　声の裏になにか煮にえ滾たぎるものを感じた。恐こわい。なんかわからんがめっちゃ恐い。

　ガタガタ震える俺を尻目に、峯岸はずんずんと大おお股またで進んでいく。

　黒兎の前に立った彼女は、ギンと視線を鋭くした。

「……ねえ。あなた誰？　桜さくら川がわとはどういう関係なわけ？」

　初対面の相手にもまったく物もの怖おじしない強気な態度。

　対する黒兎は、見ているこっちが情けなくなってくるくらいしどろもどろになって、峯岸を見つめ返すのがやっとだった。信じられないだろ……年上なんだぜ、こいつ。

「あぅ……。あ、ああああああなたこそいきなりなんなんです？　誰なんですか？」

「はぁ？　先に訊きいたのはこっちなんだけど」

「ひ、人に名前を訊たずねるときは自分から名乗るのが礼儀ですっ」

　……あれ？　あれれれ？

　なにこれ？　なんでちょっと険悪な空気になってんのッ？

「み、峯みね岸ぎし？　黒くろ兎ともどうした？　なんで二人して顔を合わせるなりそんな────」

　いきなりのことに困惑していると、後ろから誰かがポンと肩を叩たたいてきた。

　見ると、哲てつ史しだった。彼は察したような表情で首を横に振る。

「やめなよ、晴はる斗と。彼女たちは己の本能でわかってしまったんだ」

「は？　本能？」

「ああ。おそらくは恋する乙女の本能でね……。相手が自分の獲物であるオスを奪い取らんとする、意地汚いメス犬であるという事実を……！」

「……うん。なに言ってんの、お前？」

　そんな泥臭い乙女の本能はイヤだ。

「さあ晴斗！　もはやこうなっては仕方がない！　彼女たちの仁義なき争いに終止符を打てるのは君だけだ！　お前たちが俺の翼だッ……みたいな感じで行って来い！」

「行って来いじゃねーよ！　なんか微妙に楽しんでるだろお前!?」

　殴りたい。このクソ親友を激しく殴りたい。

　俺が哲史に軽い殺意を覚える間にも、黒兎と峯岸のよくわからない喧けん嘩かは続いていた。

「は、晴斗さんは私のお友達ですっ。この間も危ないところを助けてもらいましたっ」

「はぁ？　あたしなんかあいつのクラスで委員長やってるしっ。毎回居眠りしてるあいつのノートを取ってあげてるんだからっ。もう面倒見てあげまくりの感謝されまくりよ!?」

「い、委員長っ？　あの世話女房ポジションをほしいままにできる役職を、あなたは晴斗さんのクラスで……!?　で、でも私は晴斗さんと仲良くテレビゲームをやりましたっ！」

「テ、テレビゲームですって……!?　異性とは滅めつ多たにやる機会ないけど、一緒に誘うことができれば仲をグッと縮められること請け合いの、あの神器を使いこなしたというの!?」

「うぐぐぐぐ……」

「うぎぎぎぎ……」

　挙句の果てには闘牛よろしくゴチンッと額を突き合わせる。

　初対面でいきなりこれって。どんだけ相性が悪いんだ、こいつら。

　いったい相手のなにが気に入らなかったら、こんなにも険悪な関係になれるのだろう？

「なにか原因はあるはずだ……。くそッ、なにが原因なんだ!?　それさえわかれば、そんなくだらない原因なんか俺が十秒でぶっ壊してやれるのに……！」

「あーうん。その理屈だと、君は十秒で自分をぶっ壊さなきゃいけなくなるねー」

　哲史がのんびりと呟つぶやく。なに言ってるのかはよくわからん。

　なにはともあれ、事態は悪化の一いつ途とを辿たどるばかりだった。

　音おと葉はは相変わらず白目剥むいて気絶してるし……もう俺にこの状況をどう処理しろと？












　完全にお手上げ状態で眩暈めまいさえ感じていると、

「ふ、ふざけないでッ。なんであなたみたいなかわいくてきれいな子が桜さくら川がわの近くにいるわけッ？　だって桜川は広ひろ瀬せと────……！」

　黒くろ兎とと言い合いをしていた峯みね岸ぎしが、ハッと息を呑のんだ。

　黒兎はきょとんと首を傾かしげる。

　俺も哲てつ史しも「はて？」と顔を見合わせた。

「あ、え？　す、すみません。今なんて────」

「な、なんでもないわよッ」

　吐き捨てるように言うと、峯岸はぷいっと顔をそむけた。

　そのまま学校のほうへと一人で歩いて行ってしまう。

「な、なんだあいつ……」

　俺は辟へき易えきした声で言って、峯岸の背中を見送る。

　その疑問に答えてくれる人間は、残念ながらこの場にはいなかった。




　○　　　●　　　○　　　●




　週明けの気だるい授業を終えて、放課後が訪れた。

　俺は教室を出るなり、その足を東棟校舎のほうへと向ける。

　東棟へ通じる渡り廊下にでると、ちょうど通路の隅に二人の姿を見つけた。

　俺が軽く手を振って近づいていくと、彼女たちも気づいて顔をあげる。

「ししょー。やっときた」

「おう。遅れて悪いな。ホームルームが長引いちまってさ」

　っと。音おと葉はの隣にいる黒くろ兎とが、やけに暗い表情をしているのに気づいた。

「黒兎？　どうした？」

「……うぅ。どうしたもこうしたもないです。ひどい目に遭いました」

　俯うつむきがちにブツブツと呟つぶやく黒兎。

　話を聞いてみると、転校生として音葉のクラスにやってきた彼女は、さっそくクラスメイトたちから「転校生を徹底的に質問攻めにしようの刑」に処されたようだった。

　こんな不自然な時期の転入だしな。興味を持たれるのは仕方がない。

「ある程度の覚悟はしてましたけど、まさかあんなに津波のように人が押し寄せてくるとは……。ううぅ、私はあまり目立ちたくないのに……」

「うん。黒ぴょんかわいいから、みんなすごく興味津々だった。ドサクサにまぎれて黒ぴょんの上履きを思わずペロペロしてた男子とかもいたし」

「なんですかそれッッ!?!?」

　黒兎はショックを受けたように自分の上履きを見下ろす。

　いやいや。それはさすがに音葉の冗談だろ。本気にするなんて黒兎も騙だまされやすいな。

　……冗談、だよね？

「と、とにかく災難だったな。……主に上履きが」

「どんまい、黒ぴょん。……上履きが重点的に」

「いやああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　絶叫しながらくずおれる黒兎の肩を、俺と音葉は慰めるようにポンポンと叩たたいた。マジでドンマイです、黒兎さん。いつかいいことあるさ。

　いつまでも廊下で騒いでいるわけにもいかないので、放心状態の黒兎を首根っこ掴つかんでズルズルと引きずりながら、俺たちは移動を開始する。

　目指すは東棟校舎だ。

「そういえば、ししょー。どうして東棟に行こうなんて言い出したの？」

　ウザッピーの耳をびょーんと引っ張って遊ぶ音葉が、小首を傾かしげて尋たずねてきた。

　俺は頭をボリボリと掻かいて、なんとなしに天井を見上げた。

「理由はまだ話してなかったな。一応黒兎には朝のときに言おうと思ってたんだけど」

　まあその黒兎は、上履きの件の精神的ダメージでしばらく立ち直れそうにない状態だが。

「俺たちがこれから向かおうとしているところ────東棟の上層階は『部室エリア』だ。部活動で使われているから、そう呼ばれてる」

「ぶしつ……？」

　こてんと。音おと葉はの首が傾かしぐ。

「ししょーは部活に入りたいの？」

「ちげえよ。俺は部活なんか興味ねえし」

　そもそも俺は、集団行動というもの自体が苦手だ。

　べつに友達を作るのが苦手とか、そういうのじゃない。……ないんだからなっ？

「部室エリアに向かうのは、そこにいる『ある人物』に会いに行くためだ。お前と哲てつ史しが結ばれるようにするための作戦の一環としてな」

「む、むすばれ。わたしと、ひ、ひろしぇくん……」

　言葉にされて恥ずかしかったのか、音葉は目に見えて動揺し始める。

　……音葉の魔法の腕を鍛えることは必要だ。が、特訓をしてもあまり芳かんばしい結果は出ていない。だからこそ、ちょっと方向性を変えてみようと思う。

（しかも、こいつ。緊張のせいで哲史とはまともに話すらできないみたいだったからな）

　今朝の出来事を思い出して、俺は深くため息を吐ついた。

　そのことからも、まず二人の関係を自然なものにすることが先決だろう。

「クラスの連中が面白い話を聞いたんだ。えっと……確かこのへんに戦いくさ間まから無理やり奪ったやつが……おっ、あったあった」

　俺は上着のポケットから一枚のチラシを取り出す。

　チラシの表面には、『ふれあい美うつくし木ぎランドにて公演決定！』と派手なフォントで印字されていた。

「ふれあい美木ランド。美み笠かさ木ぎ市にある唯一と言っていいレジャー施設だ。今度そこで、有名な劇団のヒーローショーが公演されるらしい」

　俺は、戦間を中心としたクラスの男子勢が騒いでいた内容を復唱する。

　満員御礼、チケットはすでに完売、今から入手することは困難を極める。

　……いや、ぶっちゃけ興味ないし、そのこと自体はどうでもいいんだが。

「音葉。俺はこの公演のチケットをなんとしてでも二枚、手に入れる。そして、その超レアチケットを使ってお前が哲史をデートに誘うんだ」

　俺がハッキリそう告げると、音葉は雷に打たれたみたいにピシャーン！　とショックを受けた。いちいちリアクションがオーバーなやつである。

「わ、わたし……ひろしぇくん……でーと……」

「こんなレアチケットで誘われたら、哲史だって断るに断れないはずだ。それに、手に入りにくいらしいから邪魔が入る心配もないしな」

　仮に哲史をデートに誘ったとして、あいつが『じゃあクラスの連中も誘おう』とか言い出したら本末転倒だからな。このレア公演はまさにうってつけと言える。

　そのとき、ズルズルと引きずられていた黒くろ兎とがようやく顔をあげた。

「あの……晴はる斗とさん？　お話の途中で申し訳ないんですが、そもそもそのチケットというのは売り切れちゃったんでしょう？　どうやって手に入れるんですか？」

「ん。その前にお前はいい加減に自分で歩けよ。さすがに手が疲れてきた」

　首根っこを掴つかんでいた黒兎を解放し、俺は改めてコホンと咳せき払ばらいをする。

「そうだな。だからこそ、今から部室エリアに向かう」

「ある人物に会いに行く……とか言ってましたね。その人がチケットを？」

「ああ。これも戦いくさ間まから無理やり聞き出した話なんだが…………あらゆるサブカルチャーに精通し、この界かい隈わいのオタク市場を牛耳る、通称『プロフェッサーＭ・Ｓ』。そいつがこの美み笠かさ木ぎ高の部室エリアを拠点としているらしい」

　戦間が震えながら話していた。

　プロフェッサーは正体こそ謎なぞに包まれた人物だが、恐るべき化け物だと。




『────いいか、晴斗？　もしこの美笠木市でオタクを続けたいなら、彼にだけは逆らっちゃいかん。ア●メイトや●らのあな、その他我々のオアシスであるサブカルショップの一切から出禁をくらう可能性まである。そのくらい、プロフェッサーはこの一帯で幅を利かせているんだよ……！』




　……とかなんとか。

　内容の半分くらいは意味不明だったが、とにかくすごい奴やつだというのはわかった。

「そのヒーローショーのレアチケットも、手に入れるためにはプロフェッサーに話を通すのが一番手っ取り早いらしい。だから、俺は今からそいつに交渉しに行こうと思う。奴をうまく説得する作戦だって、すでに考えてあるぜ？」

　自信満々に告げる俺に、音おと葉ははキラキラと尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「おおー……。ししょー、カッコいい」

「ふっ。まあ俺だからな」

「あ、あの。その作戦というのは具体的にどんなものなんですか？」

　俺を信じて疑わない音葉とは対照的に、黒兎はさも不安そうだった。

「なんだ。俺が信じられないのか？」

「い、いえ……信じられないと言いますか……少しイヤな予感がすると言いますか……」

「はっはっは。黒兎は相変わらず心配性だな。いいぜ、この俺の完かん璧ぺきで非の打ちどころのない作戦の内容を教えてやる。驚いて腰抜かすんじゃねえぞ？」

　言いながら、俺は上着のポケットを漁あさった。

　そこからある物を取り出し、呆ぼう然ぜんとする黒くろ兎との頭にスポッとハメる。




　────ウサ耳カチューシャをつけた気弱系美少女が、今ここに爆誕した！




「名付けて、『おねだり♪　守ってあげたいバニーちゃん』！　このか弱いバニーにおねだりされて、靡なびかない男はこの世に存在しねえ！」

「おおっ！　ししょー、ぱーふぇくつっ」

「────ぜんっぜん、パーフェクトじゃありませええええええええええええんっ!!」

　黒兎は涙をぶわっと流してくずおれた。

「私、完全に生いけ贄にえじゃないですかっ！　イヤです、こんな恥ずかしいものをつけて男の人におねだりするなんてイヤですうううううううううっ!!」

「よぉし！　そうと決まればさっそくプロフェッサーに殴り込みをかけるぞ！　部室エリアにレッツゴーだぜ！」

「りょーかいっ。どっちが早く着けるか競争だね、ししょー！」

「またスルーされたっ!?　お、お願いだからちょっと待ってください！　私の話を聞いてえええええええええええええええええええっ」

　テンションをあげて走りだす俺と音おと葉は。

　そのはるか後方で、置き去りにされたウサ耳黒兎の涙声が切なく響いた。




　○　　　●　　　○　　　●




　部室エリア────。

　今までの学校生活であまり縁のなかったこの場所に、俺たちはたどり着いた。

　並んでいる教室はどれも部活動に使用されているものだ。中からは楽しげな笑い声や、楽器の演奏音、演劇のセリフみたいな叫び声が、ひっきりなしに響いてきていた。

「部活動に興味ないけど、こういうのもなんか新鮮だな」

「そーですねー……」

　黒兎が光のない目で相あい槌づちを打つ。

　……不景気な奴やつだな。こういうときは楽しまなきゃ損だろうに。

　音葉なんか、歩きながら興味津々に壁の掲示板に張ってある部活動紹介のポスターを眺めていた。「ふんふんっ」と鼻を鳴らしている様子がちょっと間抜けでかわいい。

「そういや、音葉も部活は入ってないんだよな？　興味ある部活とかなかったのか？」

　問いかけると、音葉はこちらを向いて首をフルフルと横に振る。

「ううん。興味あったよ。お料理研究部とか、茶道部とか、化学部とか」

「……ほとんど食べ物系じゃねーか」

「ちなみに化学部はべっこう飴あめを作って食べれると思ったからだよ」

「やっぱり食べ物目的かよッ。ドヤ顔で言うなドヤ顔で」

　豊満な胸を張って自慢げに「ふふん」と鼻を鳴らす音おと葉はの頭を、軽く小突く。

「……でも。やっぱりやめた。そんな余裕ないから」

「余裕がない？」

「うん。部活動に入るにはお金がかかる。だから、興味はあったけどやめた」

「なんでだよ。用具一式をそろえるのに金のかかる運動部とかならともかく、部費くらい大したことねえだろ。親に仕送りしてもらえば────」

「わたし、実家から勘当されてるから。仕送りはしてもらってないよ」

　…………ん？

　幻聴か？　今さらっと非常にヘビーな事実を暴露された気がしたんだが。

「か、勘当っ？　マジかよ？」

「うん。いちおう、最低限として高校を卒業するまでの学費と、学生寮の入居金だけは出してもらってる。でも仕送りはないから、今日もお昼ごはん抜き」

　そう言う音葉のお腹なかが「きゅ～っ」と小さく鳴いた。

　俺は複雑な思いで顔をしかめる。

　……学費と学生寮の入居費を払ってもらってるということは、完全な勘当というわけではないのだろう。学生寮に入っていれば朝夜の食事は寮母さんが用意してくれるし、学校生活を送るうえで大きな支障もない。無責任すぎる放置ってわけではないが……。

「美笠木高うちはアルバイト禁止だしな……。昼飯抜きは結構キツくないか？」

「しょーじき、おなか空すきすぎてししょーが大きなボンレスハムに見えてきてます」

　ヨダレをタラーンと垂らす音葉。マジで襲い掛かってきそうな勢いでコワイ。

　人並み以上に食い意地も張っているようだし、冗談抜きでキツそうだった。

「はぁ……。そういう事情があるなら早く言えよな」

「ししょー？」

「とりあえず魚肉ソーセージ食うか？　今はそのくらいしか持ってないが」

「おおっ。ししょー、ふとっぱら。いただきます」

「……なんで晴はる斗とさんは都合よくソーセージなんて持ってるんですか」

　俺から受け取った魚肉ソーセージを「はぐはぐっもぐもぐっ」と無心に頬ほお張ばる音葉を横目で見ながら、黒くろ兎とが呆あきれたような声で言った。

「ん？　魚肉ソーセージを常備しているのがそんなにおかしなことか？　いざってときのためにみんな持ってるだろフツー。道端に捨てられた子犬とか、行き倒れた幼女とか、見つけたらどうすんだよ？」

「遭遇するのが当たり前みたいに言われましてもっ!?　普通はしませんよ！」

　そ、そうなのか？　俺は割と週二ペースで遭遇するんだが。

　しゃべっているうちに俺たちがたどり着いたのは、廊下の隅の隅。

　突き当たりにある、ひどく寂れた教室の前だった。

　前後の扉の窓には黒のカーテンがかかっていて、内部を覗のぞき見みることができない。

　壁の掲示板には勧誘ポスターの一枚も貼っておらず、本来は部活動名が記載されている扉上のネームプレートも真っ白だった。

　傍はたから見ても異様な雰囲気に、音おと葉ははキラキラと目を輝かせ、黒くろ兎とは顔を青くした。

「お化け屋敷っ」

「ちがう。これでも部室だ。……たぶん」

「たぶんってなんですか、たぶんって!?　こ、ここにプロフェッサーって人がいるんですか？　すごい不気味な雰囲気なんですけど……」

　入る前から泣き出しそうな黒兎に、俺は渋い顔で頷うなずいてみせた。

「この教室は────『漫画研究部』。と、言われている」

「い、言われている？」

「ああ。本来、美み笠かさ木ぎ高に『漫画研究部』なる部活は存在しないはずなんだ。しかし、どこかの酔狂な奴やつが個人で勝手に空き教室を占拠して、教師の目を盗みながら『漫画研究部』としてこっそり活動しているらしい。その酔狂な奴ってのが────」

「『プロフェッサーＭ・Ｓ』？」

「そういうことだ」

　美笠木市のオタクたちから恐れられているプロフェッサー。

　鬼が出るか蛇が出るか……とりあえず入ってみないことにはわからない。

　怯おびえる黒兎と、それとは逆にワクワクしている音葉に視線を配って、俺は決意を固める。

　深呼吸をしてから、いざ入口の扉に手をかけた。

「…………ん？」

　しかし、手をかけてすぐ違和感に気づく。

　瞬間、俺の指先で青白い火花がバチィッ！　と盛大に弾はじけた。

　音葉と黒兎は目を丸くしてその場で固まる。

「ししょー！」「は、晴はる斗とさん!?」

「……問題ねえよ。どうやら、この扉には魔法による結界が施されてるみたいだな」

　言いながら、俺は指先にわずかな痺しびれを感じていた。

「こりゃ下手すると国家機密に施されるセキュリティレベルの結界だぞ。触れたのが俺じゃなかったら、問答無用で体ごと吹っ飛ばされていたはずだ」

「？　それってすごいの……？」

　事態を把握できていない音おと葉はがこてんと首を傾かしげる。

　もちろん超すごい。ってか、滅め茶ちや苦く茶ちやな用心深さだ。

「それだけすげえ奴やつがこの部屋にはいる。そして、そのすげえ奴がそんなことをしてまで入室を拒む理由が、この中にはあるってことだな」

「……っ。や、やっぱりやめましょう！　そのプロフェッサーって人、絶対に普通じゃないです！　安易に関かかわるのは危ないですよぉ！」

「でも。この先になにがあるのか気になる。わくわく」

「わくわくしないでください音葉さんっ!?　は、晴はる斗とさんも、ね？　破るのが難しい結界みたいですし、諦あきらめてもっと安全そうな手段を────」

　黒くろ兎とがあわあわと言いかけた矢先。

　バチバチッ！と。俺の指先で二度目の火花が派手に爆はぜた。

「よし。結界を破ったぞ」

「────早っ!!」

　黒兎がショックを受けたみたいに驚きよう愕がくする。

　当たり前だ。破れないなんていつ誰が言った？

「おおー。国家機密レベルをスナック感覚で開けてしまうししょー……恐ろしい子」

「当然。俺だからな」

「なるほど。ついうっかり」

「音葉さんもなに『てへぺろ☆』みたいな軽いノリで納得してるんですかッ!?　おかしいでしょう!?　おかしいと感じているのは私だけなんですか!?　ねえ!?　ねえ!?」

　必死に訴えかけてくる黒兎には、安定のスルー。

　理屈じゃないんだ、心で感じろ心で。

「とにかく結界は破った。……開けるぞ？」

　俺は後ろを振り向いて確認を入れる。

　二人も黙り込んで、ゴクリと息を呑のんだ。その無言を了承の意と受け取る。

　グッと力を込めると、俺は一気に扉を引き開けた────！




「桜さくら川がわのバカアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──────────────────っっ!!」




　扉を開け放つなり、激しい罵ば声せいが耳じ朶だを打つ。

　まったく予想外のタイミングで罵ののしられて、俺も思わず身を竦すくませてしまった。

　目を瞬かせながら教室の中を見回してみる。

　内部は外観の不気味さとは対照的に、とてもこざっぱりしていた。普通の教室と同じ造りのスペースに、中央には四角形になるよう合わせられた机が四つ置かれているだけ。

　その机の前には、一人の少女が座っていた。

「バカバカバカッ。桜さくら川がわのバカ！　本当に信じらんない！　サイテーよ！」

　少女は机にかじりつくようにして、大量の紙にひたすらペンを走らせていた。

　作業に集中しているのか、こちらには見向きもしない。

　ペンを走らせながら怒鳴るたびに、頭の上のほうで結ばれたポニーテールがプリプリと動く。そして、クリリとしたつり上がり気味の双そう眸ぼうは少し涙ぐんでいた。

　……よく知ってる顔だった。

　いや知ってるというか、さっきまで教室で一緒にいたクラスメイトだった。

「なんでよ!?　なんで!?　あんたは広ひろ瀬せと結ばれたんじゃないのッ？　幸せハッピーになれたんじゃなかったの!?　そう思ったから、あたしは諦あきらめようと思ったのに！　諦めて、趣味の世界に生きるんだ……って決めたのにッ!!　あんたはまたどうして、あたしの知らない女の子たちに囲まれてるわけッ？　これじゃあ、ひとりで納得して身を引こうとしてたあたしがバカみたいじゃないッッッ」

「…………え、えっと。峯みね岸ぎし？　だよな？」

「気安く名前を呼ばないでよッ！　あんたなんかッ……あんたなんか……あんた……？」












　俺の呼びかけに反応して顔をあげた少女────峯みね岸ぎし紗さ季きは表情を固まらせる。

　すると、怒りで真っ赤になっていた彼女の顔がサッと青ざめた。

「あんた……あんたがなんでここにいるのよッッ!?!?」

　机から飛とび退のくようにして、教室の隅まで後退する峯岸。

　むしろ訊ききたいのはこっちのほうである。

「いや、その。ちょっと『プロフェッサーＭ・Ｓ』っていう奴やつを探しにきたんだけど。な、なんでお前がここにいるの？」

「…………ッ！」

　尋たずねた瞬間、峯岸の目がカッと見開かれた。

　白い頬ほおに滝のような汗が流れ始める。

「う、うそ……扉には誰も入ってこれないように結界を────って、まさか!?　あんた破ったの!?　破って入ってきたんじゃないでしょうね!?」

　鬼気迫る表情で尋ねてくる峯岸に、俺は若干怯ひるみながら「あ、うん」と返事をした。

「だってそうしないと中に入れなかったし……」

「なかったし、じゃないわよ！　あんたにはプライバシーの概念とかないわけ!?」

　怒声を浴びせかけてくるのはいつもの峯岸。間違いない。

　だがヘンだ。ここは違法に設立された『漫画研究部』。美み笠かさ木ぎ市のオタク界における重鎮、『プロフェッサーＭ・Ｓ』とかいう奴の根城なはずである。

　……ん？　プロフェッサーＭ・Ｓ？

「Ｍ・Ｓ…………えむ・えす…………みねぎしＭ、さきＳ…………!?」

「っっっっっ!!」

　呟つぶやかれた俺の言葉に、峯岸は全身の毛を逆立たせた。

　俺はハッと息を呑のんで、さっきまで彼女が向かっていた机に目をやる。

「も、もしかして、お前────!?」

「だ、だめええええええええええええええええっ!!」

「おわっ!?」

　机の上にあった紙束を手に取ろうとした瞬間、峯岸がロケットのように突っ込んできた。

　彼女は全身を使って俺をブロックすると、目にも止まらぬ速さで紙束をすべて回収する。アクションスター顔負けのアクロバティック回収だった。

「お、おい。なんなんだよ!?」

「うっさい！　これは絶対に渡さな────」

　言いかけた峯岸がフリーズする。

　俺のすぐ背後で、音おと葉はが一枚の紙を手に持っていた。

「ししょー。これ拾った」

「おおっ!?　でかしたぞ、音おと葉は！」

「きゃああああああああああああああっ!?　ダメ、やめて、見ないでえええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　峯みね岸ぎしが頭を抱えて絶叫するが、時はすでに遅し。

　俺と音葉は拾った紙にしっかりと目を通していた。

　そこに描かれていた内容は…………なんといえばいいのだろうか。

　とりあえず漫画だ。繊細なタッチの妙に高い画力。ぶっちゃけプロ顔負けである。

　概要を説明すると『ずっと悪友の関係だった二人が実は両りよう想おもいで、様々な苦労を共に乗り越えた結果、ようやく結ばれて熱い口づけをかわす』というラブロマンスだ。

　……ただし、登場人物は全員男である。

　……さらに、その悪友二人は明らかに俺と哲てつ史しを模したようなデザインだった。

　あまりにショッキングな内容に、真っ白に固まる俺と音葉。

　そして同じように真っ白に燃え尽きて、その場にくずおれる峯岸。

　あとから教室に入ってきた黒くろ兎とも、原稿をのぞき込むなり「はうっ」と言葉を失っていた。誰もフォローできない。フォローしたらそれはそれで何かが終わりそうな気がする。

「峯岸…………なんつーか…………」

「うん…………なんとゆーか…………」

　本当にすみませんでした────と。

　俺と音葉はペコリと頭を下げて、死ぬほど反省した。

「あやまらないでよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!　ちがッ、これはその、ちがくてッ────もう帰る！　あたし帰るううううううう!!」

「落ち着けぇ、峯岸！　そっちは出口じゃなくて窓だから！　帰るは帰るでも、土に還かえっちゃう感じになるから！　ほら、お前らも見てないで押さえろ！」

「うい。りょーかい」「は、はいぃぃ!!」

　三階の窓からゴーホームしようとする峯岸を、三人がかりでなんとか引き留めた。

　峯岸はハァハァと息を荒くして床に座り込む。ショックからは立ち直れていないが、ひとまず自らを危険にさらすような暴走は止まったみたいだ。

「み、峯岸。俺、本当に気にしてないから。人の趣味なんてそれぞれだし────え、えっと……お、俺と哲史をモデルにしてるのだって、お前の勝手ではあるしなっ？」

　俺はものすごく引きつった顔で苦し紛れのフォローを入れる。

　それが男として最大限の譲歩だった。自分があんなＢＬ的な漫画の題材になっているなんて、考えるだけでも悍おぞましい。

　峯岸は目に涙をいっぱい溜ためて首をフルフルとさせていた。

「ほ、本当にちがうのよ……。た、確かに、あたしはこういう漫画が好きよ？　フィクションだからこその面白さがあるし、見た目で敬遠されがちだけどストーリーだってちゃんとしてるものもいっぱいあるもん」

　もうここまできたら恥も外聞も無意味だと判断したのか。

　峯みね岸ぎしはバツが悪そうにしながら語る。

「中学生のころから漫画は描いてたし……部屋じゃ集中できないときに学校で描きたくて、先生たちに内緒でこっそり教室も借りてる。……そのうちどんどんこっちの世界にのめり込んでいっちゃって……そういう業界の人たちともコネクションができていって……いつの間にか陰で『プロフェッサー』とか呼ばれるようになっちゃって……」

　峯岸────プロフェッサーＭ・Ｓは、すがるような目で俺を見た。

「だ、だけどっ。あたしだってフィクションと現実の違いくらい区別はついてるわッ。あんたと広ひろ瀬せをモデルにしてたのは……その……単なるストレス解消っていうか……自分の気持ちに整理をつけたかったっていうか……」

　言いながら、峯岸は音おと葉はと黒くろ兎とに一いち瞥べつを送る。

　瞳ひとみに映るのは複雑そうな色。なにを思っているのかはわからないが、怒りや憤りみたいなものに加えて、諦あきらめや悲しみみたいなものもごちゃ混ぜになっている気がした。

　そのときだ。

　それまで黙って事を見守っていた音葉が、「なるほど」と手を打った。

「ミネミネはししょーのことが好きなんだね」

「ンが……ッ!?」

　峯岸が大きく仰のけ反ぞる。

　音葉が落とした特大の爆弾に、俺も黒兎も驚いて目を剥むいた。

　い、今なんて言った？　そしてミネミネって峯岸のことか？

「お、音葉さんっ!?　そういうのはご本人たちの前で言うべきでは────！」

「？　ちがうの？」

　黒兎が慌ててたしなめるが、音葉は相変わらずのマイペースでこてんと首を傾かしげる。

　峯岸は顔を真っ赤にして「あぅあぅ……」とうわ言のようにつぶやいていた。俺はどうすればいいのかわからず、とりあえず気まずさを紛らわせるために天井を見上げておく。

　……普段の峯岸の態度から、俺に対して好意があるのはなんとなく察していた。

　いや、たぶん恋愛感情とかじゃなくて、友達として好きとかだとは思うんだけど。

　それでもこうやって改めて口に出されると……なんか……死ぬほど恥ずい。

「大丈夫だよ、ミネミネ。恥ずかしくない。わたしも広瀬くんが好きだから」

　っと、音葉が峯岸と視線を合わせるようにペタンと床にお尻をついた。

　峯岸は赤い顔で困惑を隠しきれないまま、真正面にいる音葉の顔を見る。

「え……？　ひ、広瀬？　なにそれ、どういうこと？」

　峯みね岸ぎしはキョロキョロと視線を彷徨さまよわせ、誰ともなしに尋たずねた。

　天井から視線を戻した俺は大きな嘆息をする。

　……プロフェッサーＭ・Ｓの正体が、峯岸だったというのには驚いた。

　顔見知りであるというのはちょっと気まずいけど、事実を伝える以外に道はないか。

「峯岸。お前が俺と哲てつ史しの関係をどう思ったのかは知らんけどな。それは誤解だ。ついでに言っておくと、こいつらもただの友達つーか、協力関係にある仲間みたいなもんだ」

　俺は峯岸に話して聞かせた。

　最初の告白が音おと葉はの手による事故だったこと。音葉の告白を手伝うために俺と黒くろ兎とが協力していること。そして、音葉と哲史の距離を縮めるために、レアチケットを求めてこの部室を訪ねたことまで。

　話を聞き終えた峯岸は、半ば放心状態になっていた。

「なにそれ……じゃあ全部あたしの勘違い……？」

「そうだよ。全部、お前の勝手な勘違い」

　俺がげんなりと言うと、目が合った峯岸は慌てて顔を逸そらした。

　もともと赤くなっていた顔が、爆発するんじゃないかというぐらいに熱をあげている。

「か、かかかかかかか勘違いしないでよねっ！　あたし、あんたのことなんて全然好きじゃないんだから！　まったく気になってもないし、広ひろ瀬せやその子たちとそういう関係じゃなかったからすごく安心もしてないっ！　絶対にしてないったらしてないのっ！」

「……はいはい。わかってるよ」

　いつもの調子に戻った峯岸に胸をなでおろしつつ、俺はフッと隣を見た。

　なにやら黒兎がそっぽを向いて頬ほおを膨らませている。

「あ、あれ？　黒兎？　どうした？」

「なんでもありません。私は晴はる斗とさんにとって、ただの友達らしいですから」

　ご機嫌ななめだった。本当にどうしたというんだろうか。

　そうこうしている間にも、元気になった峯岸が再び音葉に向き直る。

「それで。あなた────神かん崎ざきさん？」

「うん。音葉でいいよ、ミネミネ」

「ず、随分と馴なれ馴なれしい子ね……」

　面めん喰くらいつつも、峯岸はすぐに切り替えて、

「じゃあ、音葉。あんたは広瀬のことが好きで、デートに誘いたいと思ってる。それで、ふれあい美うつくし木ぎランドで公演されるショーのレアチケットをあたしに手配してほしい……話をまとめるとそういうことでいいのね？」

「う、うん」

　はきはきとした口調で事情をまとめる峯岸に、音葉は若干頬を染めながら頷うなずいた。

　さすがはクラス委員長。呑のみ込こみが早いうえに取り仕切るのがうまいな。

「まあ、デートに誘うだけなら他の場所でもいいんだが……特別感の強いイベントなら音おと葉はも誘いやすいだろうと思ってな。どうだ、峯みね岸ぎし？」

「そうね。チケットの手配自体はたぶん簡単よ。正当な手段じゃないから気は引けるけど、知り合いの何人かに話を通せば二、三枚はすぐにでも譲ってくれると思う」

　簡単にできるのかよ！　すごいな、プロフェッサー!?

「でもね。厳しいことを言わせてもらうと、あんたたちのためにそこまでしてあげる義理はあたしにないわ。頼めばなんとかなると言っても、やっぱり色々と面倒くさいもの」

　峯岸の言葉に、喜び合っていた俺たちは表情を曇らせる。

「そ、そこをなんとかっ！」

「……あんたが必死になってどうすんのよ。あたしはその子────音葉に訊きいてるの。チケットを手に入れるために動くと漫画原稿にかける時間も減っちゃうし。あんたたちを手伝うメリット、ちゃんとあたしに提示できる？」

　鋭い口調で畳みかける峯岸。

　意地悪をしているようにも聞こえるが、彼女の真剣な目を見てそうじゃないと気づいた。

　たぶん……峯岸は試そうとしているんだと思う。

　音葉の哲てつ史しに対する本気度、そしてその覚悟を。

　口を挟んではいけないとわかっていつつも、俺はハラハラした心境で音葉を見た。

　いつも惚ほうけているこいつが、厳格な峯岸の心を動かすことができるのか？

　不安に思い──────それが杞き憂ゆうであるとすぐに知った。

　音葉は姿勢を正し、深々と頭をさげる。

「メリット、ないです。でも、わたしは広ひろ瀬せくんが好きだから。諦あきらめたくないから。頑張れるなら頑張りたい。自分ひとりじゃなにもできなくて、みんなに迷惑かけるかもしれないけど────この想おもいは消せない。だから、どうぞよろしくお願いします」

　抑揚のない声ながらも、真剣そのものである態度。

　そして、向けられる真まっ直すぐな瞳ひとみ。

　かつての俺がそうだったように、峯岸はしばらく彼女の瞳に魅入っていた。

　それからハッと息を吐いて、気恥ずかしそうに頬ほおを染める。

「そ、そんなストレートに言われたら、断れるもんも断れないでしょ……。ってか、羨うらやましいわ。あたしもあんたみたいにもっと素直に言えたら────」

「？」

「な、なんでもないわ。とにかくあんたの本気は伝わった。……いいわよ、デート用のチケット、あたしがなんとか用意してあげる」

　快い承諾に、音葉は「おおっ」と目を輝かせた。

　事がうまく運んで俺は肩の力を抜く。

　見ると、不機嫌そうにそっぽを向いてた黒くろ兎とも、表情を和らげて優しく微笑ほほえんでいた。

「よかったですね、音おと葉はさん」

「うん。ありがとう、黒ぴょん。ありがとう、ミネミネ」

　ペコリと頭をさげる音葉を見ながら、俺もうんうんと頷うなずく。

「ああ、本当によかったよ。哲てつ史しに告白するための、まずは第一歩だな」

　頷きつつ、俺は部室の出口に向かって歩き出す。

「峯みね岸ぎしにいい返事ももらったし、ひとまず帰るか。今日はなんか色々と気疲れしちまったし、さっさと休んで────」

「待ちなさい」

　ガシィッと。立ち去ろうとする俺の肩を誰かが後ろから掴つかんだ。

　振り返ると、峯岸が満面の笑みを浮かべていた。

「手伝ってあげるのは了承したわ。でも、タダとは言ってないわよ？」

「……え？　あ、うん？　と、言いますと……？」

「今、雑誌に投稿するための原稿を手掛けてるの。締切ギリギリでヤバいのよね。あんたたちの頼みで動いてあげるんだから、アシスタントくらいはやってくれるわよね？」

　俺はゾゾゾゾゾッと鳥肌を立てた。

　峯岸の原稿。それはたぶん、俺と哲史をモデルにした乙女のドリーム漫画だ。

　そんなのを手伝わされたら……俺の精神が死んでしまいます。

「イヤだあああああああああああッッ!!　俺、おうち帰るッッ!!」

「ダ、ダメですよ、晴はる斗とさん！　晴斗さんだけ逃げるなんて絶対に許しません！」

「黒兎!?　は、放せ！　お前まで俺を殺す気かッ!?」

「し、死なばもろともですっっ」

　ＢＬ原稿を手伝わされると聞いて涙目の黒兎は、道連れといわんばかりに俺の腰にガッチリと組み付いてきた。く、くそ！　放せ放せぇ!!

「それに、これだけ人の痴態を見ておいて大人しく帰してもらえると思ったワケ？　……というわけで、漫画研究部に新人三名の追加決定～♪　コキ使ってやるから覚悟しなさい」

　ゴゴゴゴ……っと。

　口で言っていた音葉とは違い、恐ろしい気迫を放つ峯岸。

　……あ、たぶんアレだわ。こいつ、口封じのために俺たちを逃がさない気だ。

　抵抗が無駄だと理解した俺は、ガクリとその場で膝ひざをついた。

　────こうして。

　レアチケット入手の代償に、俺たちの漫画研究部（非公式でＢＬ限定）への入部が決定してしまった。















第四章　チートはデートの機微がよくわからない




　赤あか木ぎ太た一いちは、異能局《魔的事象対策課》の課長である。

　まだ三み十そ路じ前の若さでその高位な役職に就ける者は珍しい。

　逆立てた髪に無ぶ精しよう髭ひげの出いで立たちは精せい悍かんの一言。女性局員の間でこっそりと行われている「抱かれたい上司アンケート」において常にぶっちぎりの一位を維持し続けていた。

　まさに彼は絵に描いたような「理想の上司」といえる男性なのだ。

　……と、彼をよく知る直属の部下以外からはそう思われている。

「だああクソおおおおおぉぉぉぉ……かったりぃったらありゃしねえええぇぇぇぇ……」

　局内の廊下に響き渡る情けない声。

　たった今、気だるげな足取りで歩く赤木には、前述の理想像などまるで当てはまらない中間管理職特有のオッサン臭さが滲にじみ出でていた。

　周囲の赤木に対する評価に偽りはない。

　ただし彼は、ずぼらで面倒くさがり、おまけに趣味が「部下に対するセクハラ」の、オッサンフルコンボを鮮やかに決めている人物でもあった。

　そんな彼がいつもにも増してくたびれて見えるのは、ひとえに今自分の部署が担当している大きな案件に起因していた。

　赤あか木ぎはある部屋の扉の前までやってくると、軽くノックをする。

「赤木です。例の件について報告にあがりました」

「────入れ」

　事務的な返事が扉の向こうから飛んでくる。

　……『局長室』。

　赤木がノックした扉には、そう書かれたネームプレートが差し込まれていた。

「失礼します」

　扉を開けて中へと入る。

　部屋の内部は簡素なものだった。無駄な物は置かれておらず、きちんと整理されている。

　赤木は埃ほこり一つない絨じゆう毯たんの上を進むと、部屋の中央奥に置かれている執務机の前に立つ。

　執務机の前では、一人の女性が機械的な動きで大量の書類に判を押していた。

「お忙しいところすみません。例の件で手続きもろもろが完了しましたので」

「社交辞令はいい。さっさと報告を済ませろ」

　目の前の女性────異能局局長の反応は実に淡々としていた。

　見た目は非常に若く、三十代後半だというが、とてもそうは見えない。

　厳格で気難しそうな印象は受けるものの、淡色の美しい髪にスタイルも抜群、部下の赤木が思わず息を呑のんで魅入ってしまうような絶世の美女であった。

（……この人を前にすると毎回、いろんな意味で緊張するわな）

　苦笑を内心に押しとどめつつも、赤木はスーツのポケットから一枚のメモを取り出す。「報告します。《魔的事象対策課》が担当している例の案件────神かん崎ざき音おと葉はの件に関することですが。彼女を美み笠かさ木ぎ高から『退学処分』にする手続き、滞りなく進んでいます。実技教官の淡あわ島しまというやつが一人で猛反対を続けているようですが、まあ校長と理事長の承認をもらいましたし、早ければ来月中には正式決定するかと」

　赤木は淡々とメモを読み上げる。

　局長は書類に判を押す手を止めずに、冷たい声で「そうか」とだけ返事をした。

　その平静すぎる態度が、赤木の胸にある苦い思いを余計に色濃くさせる。

「局長……指示通りに動いておいて今さらなんですが。本当によろしいのですか？」

「？　なにがだ？」

「神崎音葉を本人の意思に関係なく美笠木高から退学させることです。《リース》の予言は高確率で的中します。だから確実な世界の安全のため、神崎音葉を広ひろ瀬せ哲てつ史しから徹底的に遠ざける。理屈はわかりますよ？　しかし、これはあまりにも────」

　普段は上司に対して苦言を呈することなど絶対にしない赤木だが、こればっかりは局長の判断に疑問を抱かずにはいられなかった。

　自分の部下である黒くろ兎と良りようが、美み笠かさ木ぎ高へ派遣されてからほどなくして。局長の独断に近い命令により、神かん崎ざき音おと葉はを強制的に美笠木高から退学させると決まった。

　……すべては世界の安全のため。

　理屈はわかる。異能局はそのために存在し、魔法使いや魔力を管理しているのだから。

　だけど……この判断はあまりにも心がない。

　それゆえに、こんな形で事態が進んでしまっているということを、赤あか木ぎは未いまだに現場担当の黒兎へ伝えていなかった。黒兎は優秀だが、いかんせん優しすぎるからだ。

「くだらん。情に流されでもしたか、赤木」

　書類から顔をあげた局長の鋭い眼光が、赤木を射抜く。

「神崎音葉────アレは誰の手にも余る化け物だ。魔力に語りかけ、乱してしまえる異質性を持つ者など、歴史上にだって存在しない。化け物を飼い慣らすことなど不可能。我々にできるのは強制的に首輪をつけて、人々から遠ざけることだけ」

「……しかし」

「もしもアレが世界中の魔力を乱して、かつてない大災厄を引き起こしたとき。お前はそれを止められるのか？　責任を取れると言うなら、考えてやらんでもない」

　局長の断固たる言葉に、赤木も舌を巻かざるを得なかった。

（やっぱ無理……か。すまんな、黒兎）

　赤木も、異能局で重要な役を預かる者のなかの一人。

　どっちつかずの中途半端な姿勢で、業務に支障をきたすわけにもいかない。

「わかりました。局長の判断に異論はありませんよ。ですが、一つ問題が」

「なんだ。まだ何かあるのか？」

「はい。なんというか……監視役として送った俺の部下が、ちょっとターゲットに対して情を移しちまったようでしてね。局長の言葉を借りるところの『化け物の飼い慣らし』を、上には報告せず勝手にやろうとしてるみたいなんです」

　赤木は疲れた顔をしてそう告げる。

　……部下である黒兎良が、内密に神崎音葉の告白を手伝おうとしているのは把握していた。万が一の保険として、黒兎以外にも数人のスパイを美笠木高へ送っていたからだ。

「《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》……って呼ばれてる奴やつのことはご存ぞん知じでしょうか？　今年、美笠木高に入学した歴代屈指の天才で────」

「……桜さくら川がわ晴はる斗と、だな？　異能局全体にもその名は轟とどろいている」

　局長の口から直接彼の名が出たことで、赤木も思わず目を丸くした。

　余計なことには関心を持たないこの人が知っていたということは、それだけ桜川晴斗が今の魔法業界から期待され、注目されているということだ。

「……その《万物を統べし精霊王》がですね。うちの部下を唆したらしいんです。ああいう類たぐいの天才が何を考えてるのかは知る由もありませんが、状況的にヤバいんじゃないかと」

　下手をすれば異能局の全戦力を相手にできるほどの天才が、神かん崎ざき音おと葉はの味方についた。

　それは、神崎音葉の告白を阻止する方針で動いている異能局にとって、まさに最悪の事態と言える。

　赤あか木ぎの話を聞き、局長の表情がわずかに歪ゆがんだ。

「……神崎音葉と桜さくら川がわ晴はる斗と。どちらも我々にとっては制御の利かない化け物だ。奴やつらが繋つながりを持ってしまったこと、何な故ぜそれを早く報告しなかった？」

「すんません。神崎音葉を思いやる黒部兎下の気持ちもわからなくはなかったものでね。もし局長の判断を変えられるなら……と、今まで黙っていました」

「赤木。貴様の人情に篤あつい部分は、間違いなく長所だ。だが、長所であると同時に短所でもある。……貴様の甘い判断が原因で、世界が滅びるかもしれないのだぞ。自らが犯した失態の重さ、理解しているか？」

「はい。余よ所そに飛ばされても文句は言えませんね」

「飛ばしはしないさ。お前は使える人間だからな。……だが、もうこの件に関して一任するわけにはいかなくなった。これ以上事態がこじれる前に、手は打たせてもらう」

「局長？　どちらへ？」

　肘ひじ掛かけ椅い子すから立ち上がって薄手のコートを羽織る局長を眺めながら、赤木は一抹のイヤな予感を覚える。

　それを裏付けるように、局長は冷酷な笑みをこちらへ向けた。

「ついてこい、赤木。我々の仕事を完遂させるぞ」

　コートの裾すそをはためかせながら、局長は大おお股またで扉へと進んだ。

「より安全に世界を救うため。神崎音葉に首輪をつけにいく」




　────一方その頃。




　裏でそんなことが起こっているとはつゆ知らず。

　桜川晴斗は、憂ゆう鬱うつな表情で『漫画研究部』部室の天井を仰いでいた。

「はい、コレあがったわ！　音葉っ、消しゴムがけお願い！」

「うい。りょーかい、ミネミネ」

「良りようちゃんは手が止まってるわよ！　ベタ塗り急いで！　締切が近いんだからっ！」

「ううぅぅぅ……も、もう限界ですぅ……。たくさんの男の人があんなことやこんなことにぃ……。というか、プロでもないのに締切なんて気にする必要あるんですか？　紗さ季きさん、漫画を描いているのはただの趣味なんでしょう？」

「バカ言わないでッ！　趣味じゃゴハンは食べていけないのよ!?」

「プロになる気満々ですか!?」

「男子の裸体でゴハンがうまい」

「音おと葉はさんも格言みたいに言うのやめてください!?　もう無理無理っ。私、このままだとおかしくなっちゃいますぅぅぅっ!!」

　賑にぎやかに騒ぐ三人娘。

　……なんか当初の目的からやることズレてないか？

　そう思いつつも、下手に口を出して手伝わされることになっても堪たまったもんじゃないので、晴はる斗とは天井と睨にらめっこをしながら石のように黙っているのだった。
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「────音葉。これがなんだかわかる？」

　ある日の部室。それぞれ席についた俺たち四人。

　その中の一人、峯みね岸ぎしが、机の上にスッと三枚のチケットみたいなものを置いた。

　問いかけられた音葉は、なにかを思いついたようにハッと息を呑のむ。

「……ま、まさか。パー券の押し売り……!?」

「違うわよ！　なに青い顔でガクブルしてんの!?　そもそもパー券って概念が古いし！」

　ちなみにパー券とはパーティー券の略で、バブル頃に学生の間で流は行やったものらしい。不良の小遣い稼ぎにも利用されていたとかなんとか。詳しくは十数年前の不良漫画などを参照。……なんでこのアホの子はそういう無駄な知識だけ豊富なんだろうな。

「チケットよ、チケット！　あんたが欲しがってた、広ひろ瀬せをデートに誘うための！　ようやく手に入ったから、あんたに引き渡そうと思ったの！」

　机をバンバンと叩たたいて叫ぶ峯岸。

　音葉は「おおー」と目を輝かせて、差し出されたチケットを見た。

「……あれ？　でも三枚……？」

「ん？　確かに三枚だな」

「三枚ですね」

　俺と黒くろ兎とも後ろからのぞき込むようにして、チケットの枚数に首を傾かしげる。

　必要なチケットは音葉と哲てつ史しの分だけ。本来なら二枚で済むはずである。

　峯岸は少しバツが悪そうに顔をしかめた。

「チケットを譲ってくれないかって知り合いの三人ばかりに交渉してみたんだけど……。そ、そいつらが途中で妙な言い争いを始めて、全部受け取る以外に道はなかったのよ！」




『状況は理解しましたぞ、プロフェッサー！　ご友人のために奔走するその健気けなげなお姿、拙者、いたく感動いたしました！　どうぞ拙者のチケットを使ってくだされ！』

『っ!?　ま、待たれよ高たか石いし氏ぃ！　我だってプロフェッサーを想おもう心は同じですぞ！　プロフェッサー、こんな下心見え見えの男よりも、我のチケットを！』

『笑止千万！　プロフェッサーを一番お慕いしているのは吾わが輩はいであるからして！　プロフェッサーは吾輩のチケットをお選びになるに違いありませんぞ！』




「チケットは手に入れなきゃいけないから断るわけにもいかないし、二枚だけ受け取ったらそれはそれで面倒くさそうだったしぃ……！　ヘンな誤解を生まないようちゃんとみんなに感謝して、三枚とも受け取ったわよ！　文句ある!?」

「……あ、いや。も、文句はないよ。ありがとう、プロフェッサー」

　頭を抱えてワナワナと震える峯みね岸ぎしに、俺は引きつった笑顔でお礼を言った。

「で、でも。あとの一枚はどうするんですか？　価値がある物のようですし、さすがに捨てるわけにも────」

　黒くろ兎とがチケットを眺めながら困り顔で言う。

　……確かに。せっかく譲ってもらったのだから、無駄にするというのも失礼な気がする。

　そうこう考えていると、音おと葉はがおずおずと小さく手を上げた。

「わ、わたし……ひひひひろしぇくんと二人きりとか……たぶん、むり、です。で、でででできれば誰かに付き添ってもらいたいと……おもったり、おもわなかったり……」

　珍しく冷や汗ダラダラで、小刻みに震え始める音葉。

　哲てつ史しが関かかわったときのこいつは、やはり見るに堪えないほど酷ひどい有様だ。

　そんなお母さんの付き添いを所望する小学生みたいな……。

「ダメよ。なに弱気になってんの、音葉。この中の誰かがついていったら、それはデートじゃなくて、ただの友達との遊びになっちゃうじゃない」

「……いや。誰かが付き添うという選択肢はあながち間違いでもない。こいつ、哲史を前にすると緊張のあまり気絶するし」

「はぁ？　あんたまでなに過保護なこと言って────って、気絶!?　気絶ってなに!?」

　俺の問題提起に、遅ればせながらつっこみを入れる峯岸。

　……そうなんだよ。こいつは気絶するんだ。あろうことか立ったままな。

　当の音葉も、チケットと睨にらめっこをしたまま固まってしまっていた。

　頑張ろうと葛かつ藤とうはしているが、たぶん無理だろう。事情を知って衝撃を受ける峯岸と、暗い顔をする黒兎の間にも、すでに諦あきらめムードが漂っている。

　俺はやれやれと嘆息した。

「……しゃあねえな。俺が一緒に行くよ」

　ポツリと言って、三枚のチケットのうち、一枚を引き抜いた。

　三人の少女たちが一斉に「「「えっ!?」」」と顔をあげる。

「約束しちまったからな。音おと葉はの告白は絶対に成功させるって。それに、俺はこいつを成功させて自分のすごさを証明しなきゃならん。こいつのアシストをするのは俺の役目だ」

　音葉と哲てつ史しの共通の知り合いである俺が付き添いなら、不自然にも思われないだろう。

　哲史に誘いをかけるのも『友達の音葉もついでに連れていく』って体にすればいいし。

「もちろん、ただの友達同士の遊びで終わらせるつもりはない。二人の関係が深まるよう陰からサポートするし、音葉が哲史に慣れてきたら二人きりの時間を作れるように取り計らうつもりだ。どうだ、我ながら妙案じゃないか？」

　俺の提案に、音葉の凝り固まっていた表情がパッと輝く。

　だが、音葉とは真逆に、黒くろ兎とと峯みね岸ぎしは猛反対の意を示した。

「ダ、ダメです！　二人が一緒に遊園地だなんて……と、とにかくダメなんですっ！」

「そ、そうよ！　それに、あんたが広ひろ瀬せを誘うだなんて……あたしはどうすればいいのッ？　寂しい気持ちと興奮する気持ちが同時に胸の中でせめぎあって、もうどうにかなっちゃいそうだわッ!?　あんたはどれだけあたしを弄もてあそべば気が済むのよおおおおおっ!!」

「……な、なにをそんなに盛り上がってんだ？」

　よくわからない理由で反対する黒兎と、よくわからない感情の板挟みになって悶もだえ苦しむ峯岸。ある種の恐怖を誘う図だ。

「じゃあ訊きくが。黒兎は音葉の付き添い役として、哲史を遊びに誘えるのか？」

「うっ……」

「峯岸も。クラスメイトとはいえ、哲史とそんな仲良かったっけ？」

「にゅぐぅっ……」

　俺の質問に、返す言葉もなく黙り込んでしまう二人。

　ほれみろ。やっぱり適任は俺しかいないじゃないか。

「まあ。峯岸が手配してくれたチケットを使って俺が行くってのも、悪い気はしてる。だから、その埋め合わせはちゃんと今度するよ」

「う、埋め合わせ……？」

　音葉に続くように、峯岸の表情がパッと輝いた。

「ふ、ふんっ。しょうがないわねっ！　そういうことなら許可してあげなくもないわっ。ただし、約束はちゃんと守りなさいよ？　で、でないと承知しないんだからっ」

　口調は怒っているが、太陽みたいなニコニコ顔でそう言う。

「……っ。さ、紗さ季きさんだけずるいですっ。私にはそういうのないんですか!?　いつも晴はる斗とさんのチートボケに振り回されてます！　たまには労ねぎらってください！」

　いきなり、黒兎が前のめりにそう催促してきた。

　いや、確かに苦労はかけてると思うが……こいつもかなり言うようになったな。

「わかったよ。考えとく」

「はわっ」

　了承すると、黒くろ兎とも至福の極み！　みたいなフワフワの笑顔を浮かべた。

　三者三様の笑顔を浮かべる少女たちを見て、俺は鼻から浅い息を吐く。

　なんだかよくわからないが……ひとまず話はまとまったかな。

「よし。じゃあ、さっそく哲てつ史しを遊園地に誘うぞ。────作戦開始だ」
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　ふれあい美うつくし木ぎランド────。

　地方都市である美み笠かさ木ぎ市に、ただ一つしかないレジャー施設だ。

　園内には親子連れが多数見受けられ、思っていた以上に盛況を見せていた。都心の遊園地にあるような大規模なアトラクションこそ土地面積の関係で皆無だが、観覧車やメリーゴーランド、子供向けのゴーカートなど、一通りのものはそろっている。

　休日の日曜。朝早くから学生寮を出た俺は、哲史と一緒にその美木ランドのエントランスにいた。たくさんの親子連れが行き交うなか、噴水前に設置されたベンチに並んで座る男子高校生二人というのも、中々に異様な図だ。

「……遅い。音おと葉はのやつはなにをやってるんだ？」

「そうカリカリするなよ。少し遅れるって連絡は来たんだろ？」

　スマホで時間を確認しながら、哲史は少し首を傾けてみせた。

　……音葉と哲史の距離を近づけさせるためのデートプラン。

　俺が二人を遊びに誘うという形で、哲史を引き込むことには成功したが、肝かん心じんの主役である音葉の登場はまだだった。

「くそ……もう一回だけ確認のメールを入れておくか。来る途中で事故とかに遭ってたら洒落しやれになんねえしな」

　俺はそわそわと自分のスマホをいじる。

　すると、哲史がからかうようにニヤリと笑った。

「晴はる斗とはそんなに神かん崎ざきさんのことが気になるのかい？」

「ったりめえだ。あいつ、マジで色々と抜けてるからな。たったの二駅でも、ここに来るまでの電車を乗り間違えました────なんてオチも充分にあり得る」

「ふーん。……随分と彼女にご執心だねぇ」

　意味深な哲史の言葉に、俺は「あン？」とドスのきいた声をあげた。

「あれ？　違った？　晴斗は神崎さんを一対一で誘うのが怖いから、共通の知り合いである僕をこうして巻き込んだんじゃないのか？」

「……ンなわけあるかアホ」

　哲てつ史しの的外れすぎる推理に、俺は軽い頭痛を覚えた。

　まずい。このパターンで勘違いされるとは思ってもみなかった。

　とにかく、ヘンに勘違いされたままだと厄介なのでハッキリと否定しておく。

「俺たちはそういう関係じゃない。むしろ、お前は音おと葉はのことをどう思って────」

　探りの意味も含めて、そう返そうとしたそのとき。

　哲史がなにかに気づいたように、入場口のほうへ視線を向けた。

「おや。ようやく待ちに待ったお姫様のご登場みたいだね」

　哲史の寒いセリフどおり、入場口のほうから小さな人影が小走りで近づいてきた。

　もちろん、音葉である。

　あんなに走ってまた盛大に転んでしまわないかとハラハラした心境で見守っていたが、珍しくそうはならなかった。そして、息を切らしながら俺たちの前にたどり着いた彼女の姿を見て、俺は大きな衝撃を受けた。

（マ、マジか……!?）

　今日の音葉は、普段は絶対にすることのない『オシャレ』をしていた。

　落ち着いた色合いのブラウスに、ふんわりとした素材のサーキュラースカート。細い脚はシックなストッキングに包まれ、足先はリボンのついたパンプスで飾られている。上品さを醸しだしつつも、決して可愛かわいさを損なわないコーディネートだ。

　そしてなによりも、普段は伸び放題で適当にリボンで括くくられている淡色の髪が、きちんと手入れされていた。長めだった前髪も適度な長さにカットされていて、露あらわになった愛らしい童顔にはうっすらと化粧まで施されている。

　元の素材がよいというのが大きいのだろう。少し飾り付けるだけで恐ろしいほどに化けていた。俺だけでなく、哲史も小さく口笛を吹いて目の前の音葉に魅入っている。

　……音葉が自分自身の力でこれほどのオシャレをできるとは思えない。おそらく、黒くろ兎とと峯みね岸ぎしの仕業だろう。

　なにはともあれグッジョブだ。この見た目でドキドキしない男など存在するはずがない。

　音葉は乱れた呼吸を整えると、控えめにペコリと頭をさげた。

「遅れてごめんなさい。今、着きました」

「……あ、ああ。気にしなくていいよ神かん崎ざきさん。開始まではまだ少し時間があるしね」

　おおっ!?　ちゃんと挨あい拶さつできてるぞ!?

　しかも、哲史も音葉を意識してしまって動揺を隠しきれていない感じだ！　これはかなり好感触なんじゃないか!?

「────あの～。神崎さん？　それ、息とか苦しくない？」

　希望を見み出いだしてガッツポーズをする俺の横で。

　……音おと葉はは、俺が羽織っているジャケットの裾すそを引き寄せて、自分の顔面を覆い隠すようにギュッと押し付けていた。

「ふふぃふぃないで。ほふふぃへふぁいふぉふぉふぃふふぁふぁふぃふぁふぁ。（訳：気にしないで。こうしてないと落ち着かないから）」

「え……ああ、そうなんだ。うんまあ、二人の仲がいいのは喜ばしいことだしね。いいんじゃないかな？」




　────なにやっちゃってんのおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?




　先ほどを超える衝撃が俺を襲った。

　ちょ、お前！　好きな哲てつ史しの前で緊張するのはわかるが、人のジャケットの裾をモザイクのフィルター代わりに使ってんじゃねえ！　哲史も思わずドン引きしてるじゃねえか!?「僕、帰ったほうがいいかな？」みたいな目でさっきからこっち見てるんですけど！

　俺はブンブンと首を振って、必死に哲史を引き留めた。

　……なんてこった。これじゃあ、ただ他人に自分たちのラブラブを見せつけてるバカップルだ。誤解が加速しちゃってるよ。そりゃ哲史だって帰りたくもなりますがな。

　とりあえず、未いまだにジャケットの裾に顔を埋うずめている音葉の脇腹を小突く。

　すると、音葉はジャケットから顔を少しだけ離して、上目づかいに俺を見上げてきた。

「無理デス、シショー。広ひろ瀬せクン、スゴク、コッチ見テル。緊張デ死ンデシマイマス」

　こっちはこっちですでに限界を迎えていらっしゃった！

　小さな震え声で囁ささやいてくる音葉を見て、俺は自分が完遂しようとしているミッションがインポッシブルであると知った。……二人の仲を近づけさせるどころか、間に俺が挟まったせいで遠のいている気さえする。

「それじゃあ。そろそろ公演も始まる時間だし、行こうか？」

　哲史のその言葉に、俺と音葉は黙って頷うなずくことしかできなかった。
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　遊園地の敷地内を横断し、ヒーローショー公演が行われるステージにたどり着いた。

　会場は野外スタジアムのようなところで、施設全体の規模から鑑かんがみてもかなり大がかりなものだった。観客席も人で賑にぎわっており、親子連れをはじめ、特撮が好きそうな男性の集団、出演する俳優目当ての女性の集団など、客層も様々だ。

　今、俺の前では音葉と哲史が肩を並べて歩いていた。

　いつまでも引っ付いていられては困るので、音葉には脱いだジャケットを顔隠しアイテムとして渡してある。哲てつ史しに話しかけられるたびにババッとジャケットを盾にする音おと葉はの図は、残念ながら変人以外の何者でもなかった。

（とりま哲史の帰りたいオーラも収まったことだし、よかったと考えるべきか……）

　音葉の隣を歩く哲史はニコニコと微笑ほほえんで、挙動のおかしな彼女を観察していた。

　どうやら「これはこれで面白い」と判断したらしい。

　哲史はそういう奴やつなのだ。その部分が俺たち変わり者と普通に付き合えるあいつのいいところでもあり、同時に厄介なところでもあった。

（完全にオモシロ人間としか認識されてないな……音葉）

　音葉自身は本気だが、哲史の認識は実際そんなものだろう。

　むしろ、俺と音葉がお似合いだ……みたいな空気感がますます強くなっている。これはゆゆしき事態だ。なんとかせねば。

　そう焦ると同時に、俺の不安要素はもう一つあった。

　それは────音葉の背中に肩かた紐ひもで担がれた、不細工な顔面のウサギのぬいぐるみだ。

　大事なデートの日にまで背負ってきたことにも呆あきれたが、それ以上に、ぬいぐるみの布地が微妙に赤っぽくなっているのが俺の懸念だった。

『────ウケケッ。そう睨にらむなよなハルト。べつに邪魔しにきたわけじゃねえよ』

　っと、俺の頭の中に直接響くように、ふてぶてしい声色が語り掛けてきた。

　目の前のウサギのぬいぐるみ────ウザッピー・レッドである。

　元来が魔力という存在である彼は、こんなテレパシーみたいな芸当も可能なようだ。

　それならばと、俺も魔法を使って無言のテレパシー会話を試みる。

（テメェ、ウザウサギ。一体なんのつもりだ）

『なんのつもりもねえよ。ただ面白そうだからついてきただけだ。オレっちたち魔力はおもしれぇことが大好きだからな』

（……面白いって理由で、俺たちのデート作戦に余計な手を加えようとするなよ？）

『どうだかね。オレっちたちは自由気ままに、気の赴くまま振る舞うだけさ。……ってか、ハルト。お前こそどうするつもりなんだ？　悪いが、オレっちの目から見てもオトハがあの男を落とせる確率は超低い。ぶっちゃけ無理ゲーだ』

（アホ言え。それをどうにかするのが俺だ）

　そうだ、そのために俺はここに来たんだ。

　決意を新たにして、二人の距離を縮める方法を考える。

　レッドはそんな俺の努力を嘲あざ笑わらうように『やれやれ』とつぶやいた。

「────うおっ。ちょっと風が強いな。神かん崎ざきさん、晴はる斗とのジャケットを飛ばされないよう気を付けてね」

「う、うん」

　っと。

　指定の座席を確認していた哲てつ史しが、吹き付けてきた風に目を細めながらそう言った。

（────それだっ）

　ピキーンと。俺の脳内で一つの案がひらめく。

　すぐに魔法式を組み立て、風属性の魔力を集めた。

　……これだけの強い風の中だ。不意に、狙ったような不自然な風が吹いたとしても怪しまれることはないだろう。

（突風を吹かせて、音おと葉はのスカートをめくりあげる……！）

　いきなり悪戯いたずらな風が吹いて、同学年の女子のスカートがめくれてしまったら？

　そりゃもう、哲史だって健全な男子高校生だ。ドキドキせざるを得まい。

　もちろん、音葉の名誉のために他の人間には見えないタイミングで実行する。俺自身も絶対に見ない。二人だけのエッチな空気が流れて、距離が近づくこと間違いなしだ！

　……なに？　考え方がゲスいって？

　うるせえ、こっちはもうなりふり構ってられねえんだよ！

　普通、こういうセクハラ行為に魔法を使うのは犯罪だ。やっても魔力の痕こん跡せきからすぐにバレて御用となる。だが、俺にはなんの痕跡も残さず魔法を完遂させる自信があった。

　────名付けて、究極恋愛魔法《ラブコメ神風》!!

　名前がダサくて安易だとか言ってはいけない！

（さあ、哲史！　ラブコメ王道展開の主人公となれ！）

　誰も見てない完かん璧ぺきなタイミングで、痕跡を一切残さない完璧な魔法式を組み上げる。

　そして俺は、音葉の下から吹き上げるような風属性魔法を放った。

　……が。

「────いやああああああああんっ！　なによぉコレぇ？」

「────もぉうっ。エッチな風ねぇっ！　パンツ見えちゃうううううううっ」

「────ああんっ。愛いとしのイケメン俳優ユウキくんに見られてたらどうしよぉ」

　突然、音葉と俺の間に、明らかに俳優目当てっぽいお姉さまたちの集団（色々な部分がふとましい）が割って入ってきた。

　お姉さまがたが音葉を押しのけるようにスペースを独占したため、魔法効果範囲から音葉が外れる。代わりに魔法は彼女らを直撃し、ヒラヒラのスカートが一斉にめくれ上がって、その下の空間が露あらわになった。

　……ファンタスティック。いろんな意味で。

「うッ……うおえええええええええええええええええッッ……」

「晴はる斗と？　────って、晴斗おおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　地面に跪ひざまずいてえずく俺に、事情を知らない哲史が慌てて駆け寄る。

「どうした!?　何があったんだ!?」

「い、いちご柄に、ネコ柄に、青白のストライプ……。……哲てつ史し……この世界に存在するのは決して美しいものだけじゃないんだよな……それを含めてこれが現実なんだよな……それを受け入れられなきゃ大人にはなれないんだよな……ウヘヘウヘヘ」

「は、晴はる斗とぉ！　しっかりしてくれ!!」

　死んだ目でシクシクと涙を流す俺。

　音おと葉はは顔をジャケットで隠したまま「？？」と首を傾かしげていた。

　そんな彼女の背中で、赤っぽいウサギが『ウケケッ』と意地悪く笑う。

『────やめとけよ、ハルト。やるだけ無駄だ』

（レ、レッド……！）

　再びテレパシーで語り掛けてきたレッドを、俺はキッと睨にらみつける。

『オトハに魔法は通じない。あいつがオレっちたちを遊びに誘ったときだけじゃねえ、魔法自体があいつに一切干渉できねえんだ。オトハがオレっちたちを縛れないように、オレっちたちもオトハを縛れない。それがオトハの才能なんだよ』

　無駄な努力はやめて、大人しく手を引いておけ────と。

　レッドは諭すような口調でそう言ってきた。

　俺はヨロヨロと立ち上がって首を振る。

（……忠告のつもりかもしれないけどな、レッド。余計なお世話だ。俺自身の道は、俺が決める。魔法使いが魔力の指図を受けて堪たまるか）

『ケッ。相変わらずの大層な自信だな。そこまで言うなら、せいぜい頑張れよ～』

　呑のん気きな声で言い残し、レッドはそのまま沈黙した。

「……ししょー？　大丈夫？」

　ジャケットの隙すき間まから音葉が不安そうな眼まな差ざしを向けてくる。

　俺は一つ深呼吸して、気を取り直すように服についた砂をパンパンとはたいた。

「なんでもねえよ。大丈夫だ」

　ちょっとだけ重たい空気になりながらも、俺は辛うじてそう答えた。

　……レッドの言葉、今は深く考えないようにしよう。

「つか、そろそろ開演の時間だろ。いい加減に座ろうぜ」

　周りを見ると、ほとんどの客が指定席についていた。

　心配してくる音葉と哲史を急せかすようにして、自分たちの席に座る。

「おら、音葉。そっちに詰めろよ」

「ぐ、ぐむ……っ」

　哲史との間に俺を挟もうとする音葉を、なんとか押し出して真ん中に座らせる。

　完全に避けられているような挙動に、哲史が生気のない声で「ははは……」と笑っていた。……すまん、哲てつ史し。こいつに悪気はないんだよマジで。

「しっかし、こういうのも懐かしいね。小学校の頃に、晴はる斗とと地元の公民館で公演されたヒーローショーを見に行ったとき以来かな？」

「そういや、そんなこともあったな。細かくは覚えてねえけど」

「し、ししょーと広ひろ瀬せくんが二人きりでヒーローショー……幼おさな馴な染じみの特権……ゴゴゴゴ」

　なんでお前はそこで嫉しつ妬とする？　そして効果音を口で言うな口で。

　音おと葉はの緊張と哲史に対するジャケットガードは解除されないまでも、三人でワイワイと会話しながら開演の時間を待つ。

　ほどなくすると、舞台のほうから開演を知らせるブザーが鳴り響いた。

　舞台上にセットされた演出用の火薬が派手に弾はじけて、裏手から司会のお姉さんが軽やかな足取りで躍り出てくる。

「────はぁ～い、良い子のみんなぁ！　コンニチハァ!!」

「「「「「コンニチハァ!!」」」」」

　観客席から元気な返事が響く。小さな子供に混じって、きわどいお姉さんの衣装にテンションをあげる男性諸兄、そして俺の隣にいる音葉が立ち上がって拳こぶしを振り上げていた。

「巨大ロボっ、巨大ロボっ」

「あ、えっと、神かん崎ざきさん？　期待してるところに水を差すようで悪いんだけど……巨大ロボはたぶん登場しないんじゃないかな？」

「たぶんじゃなくて絶対にねえよ。リアルにあんなものが存在したら舞台が壊れるわ」

　目を輝かせてワクワクしている音葉に、俺と哲史の冷静なつっこみが入る。

　……こいつ、すっかり哲史が横にいることを忘れてるな。

　俺は目頭をつまんで嘆息する。今日の目的はヒーローショーを楽しむことじゃないのに。

　悩む間にも、ショーは滞りなく進行していく。

　司会のお姉さんが観客とコミュニケーションを取っているうちに、また火薬が炸さく裂れつ。

　物々しいＢＧＭと共に、ザコ軍団を引き連れた悪の総帥みたいなオッサンが登場する。

『────ぐはははっ。我は悪魔大王！　この場は我々ワルイー団が占拠した！　さあ、可愛かわいい私のしもべたちよ！　思う存分に暴れるといい！』

『イイイイイイイイイイイイイイッ!!』

　ものすごい安易なネーミングの悪魔大王の命令を受けて、全身黒タイツの軍団が観客席に降りてきた。ヒーローショー恒例の客いじりである。適当に暴れて走り回る黒タイツたちに、小さな子供などは本気で怯おびえていた。

　そして────ここにも一人。

「ふおっ、ふおおお……ふぉおおおおおおおおおおおおおお……っ」

　ソワソワしながら、黒タイツ軍団を視線で追う音葉。

　哲てつ史しはおかしそうに笑いながら「大丈夫だよ、神かん崎ざきさん。あいつらがこっちに来ても僕と晴はる斗とが守ってあげるから」と冗談めかして言っていた。

（────それだァッ!!）

　本日二回目のひらめきが、俺の脳内に走る。

　この客いじりを利用しない手はない。音おと葉はは本気でショーにのめりこみ、悪の軍団の横暴にビビっている。そんな音葉に、黒タイツの一人が絡んできたとしたら？

　怯おびえる音葉に、助ける哲史。ロマンチックな雰囲気が作り出せるんじゃないのか？

（よし、今度こそイケる……！）

　そうと決まれば俺の行動は早かった。

　先ほどと同じように迅じん速そくに脳内で魔法式を組み立てる。今回は音葉をターゲットに魔法を使う必要はない。要は客いじり役を一人でもこっちに引き寄せればいいのだ。

　一番近くで暴れている黒タイツにさっそく魔法を行使。属性は光属性。光の屈折によって対象の視界を操り、幻覚を見せてこちらに引き寄せる……。

　────名付けて、究極催眠魔法《幻術とかすごすぎて若干反はん則そくっぽいけど、まあ使うのが俺だから関係ないよねっ》!!

　ネーミングが何かに似てるとか決してつっこんではいけない！

　さっそく効果が表れたのか、黒タイツの一人がフラフラとこちらに近づいてきた。

　よし、そのままこっちに来い────!!




「────イイイイイイイイイッ!!　ロリ巨乳ううううううううぅぅぅぅ、イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ」




　……なんか聞き覚えのある不快な声色が、黒タイツの口から発せられた。

　指をワキワキさせながら、完全にイっちゃってる目で音葉に近づいてくる黒タイツ約一名。顔は覆面で隠されているが、そこに張り付く邪悪な笑みは俺のよく知るものだった。

「戦いくさ間まァ──────────────────ッ!!」

「ドぼるベルくッ!?」

　立ち上がった俺のラリアットが、黒タイツ────戦間鬼き竜りゆうにクリーンヒットする。

　戦間は地面をゴロゴロと転がって仰あお向むけに倒れた。

「ねえ、なんでお前がここにいんのッ？　なんでよりにもよって一番面倒くさそうなお前が出てくんの!?　マジでバカなの!?」

「……ぐ、ぐふっ。そ、その声は晴斗か？」

　俺が大声でつっこむと、黒タイツの戦間は我を取り戻したように上半身を起こした。

　幻術から醒さめたふうになってるが、先ほどまでの危険な状態は絶対に俺の魔法とは関係ない。ロリ巨乳音葉に釣られて我を忘れてやがったな、こいつ……。

「ななッ!?　よ、よく見ればこの間のロリ巨乳ちゃんじゃないかっ！　もしかしてデートなのか!?　逢あい引びきなのか!?　くそッ、俺としたことが他人の女に釣られたクマー！」

「うるせえ、マジでぶっ殺すぞ！」

「────おーい、鬼き竜りゆう。僕もいるぞー？」

　後ろから哲てつ史しがひょっこりと顔を覗のぞかせる。

　……ああくそ、出てくるなよ。余計に話がややこしくなるだろうが。

「哲史までいるのか!?　こ、これはまさかの３Ｐ？　あの大きなおっぱいを半分にわけて吸うという、羨うらやまけしからんプレイが展開されてるというのか────あふんっ」

「よーし、黙れ。まずはどうしてこの場にお前がいるのか、簡潔に説明してもらおうか。俺のイライラゲージが振り切れてしまう前に……！」

「ちょ、踏まないで晴はる斗とくん！　話すから、ちゃんと事情を話すから！」

　ブチギレ寸前の俺に踏みつけられながら、黒タイツ姿の戦いくさ間まはジタバタと手を振る。

「い、いやぁな？　実はこの劇団、おれの叔お父じがやってるもんなんだよ。おれ、特撮とか好きだし、親戚のよしみでたまにこうやって手伝わせてもらってんだ」

「……それでその黒タイツか？」

　しかし、なんでよりにもよって俺たちと巡り合うんだよ。都合が悪いことこの上ない。

　後ろを見ると、哲史は苦笑いで、音おと葉ははきょとんとしていた。……戦間にこちらの事情を説明するのは面倒くさそうだな。

「あ、あのな。俺たちがここにいるのはな────？」

「３Ｐだろ？　トライアングルプレイか、コンチクショウ」

「ちげえよッ！　人の話を聞けや！」

「しかしこれは僥ぎよう倖こう……。おれも混ぜてくれ」

「ぶっ飛ばされてえかマジで!?」

「ダメなのかッ!?　いいじゃん、いいじゃん！　３Ｐも４Ｐもあんま変わんないって！」

　駄だ々だっ子このように騒ぎ始める戦間。周囲の観客の視線がものすごくイタイ。

　くそ……面倒くせえ。一般人の目がなければすぐにでも灰にしてやれるのに。

「おのれぇ。お前がおれを仲間はずれにするなら、こっちにだって考えがあるぞ！」

「……あン？　なにするつもりだテメェ」

「知っているか、春斗。基本的にこういう舞台公演の悪役スーツアクターは、客いじりなどがあるため観客と触れ合う機会も多い。だが、だからといって観客にベタベタ触るのはＮＧだ。完全なセクハラ行為だからな」

「当たり前だ。客にベタベタ触るスーツアクターとか即クビになるわ」

「そう、故意の接触は厳禁。それでも、意図しなかった不可抗力というものはある。暴れていれば若い女性客の体に触れてしまうことも、お尻を触ってしまうことも、パイタッチしてしまうことも充分に考えられる。あくまでも事故でな────！」

「ッ。テメェまさか……!?」

　俺がイヤな予感を覚えたときには、すでに遅かった。

　邪悪な笑みを顔面に張り付けた戦いくさ間まは、猛スピードで俺の脇をすり抜け、音おと葉はに向かって一直線に突撃する。

「セクハラは立派な犯罪だけど、不可抗力だから関係ないよねええええええええっ!!」

　指をワキワキさせて、音葉の巨大おっぱいに襲い掛かる変態戦間。

　音葉も哲てつ史しもいきなりのことで対応できない。……チッ、俺としたことが油断した！　あと、さっきの俺と同じようなセリフチョイスが微妙に腹立つ！

　阻止にはもう間に合わない！　どうする!?

　もうダメかと思われたそのとき────。

「────うっっぎやあああああああああああああああッ!?」

　会場後方から素早く巨大な火球が飛んできて、戦間に直撃した！

　黒コゲになってドサリと倒れ伏す戦間。

　俺たちは訳が分からずに目を白黒させる。




「────女の子を食い物にする悪の所業、そこまでよっ！」




　っと、観客席の最後方から凛りんとした声が響いた。

　これも聞き覚えのあるものだ。俺は恐る恐る振り返る。

「……峯みね岸ぎし。お前、なにやってんの？」

「ち、ちがうわ！　あたしはあんたの知る峯岸紗さ季きじゃない！　愛の勇気とロマンの使者、魔法少女《ロッテンホワイト》よ!!」

　気丈に見つめ返してくるつり上がり気味の双そう眸ぼうに、快活そうなポニーテールの髪型。

　そこには真っ白なフリフリ衣装に身を包んだ峯岸が立っていた……。

「ほら、良りようちゃん！　恥かしがってないであなたも出てきなさい。せっかく桜さくら川がわと音葉の様子を探るため、舞台女優に扮ふんして無理やり入場したんだからっ」

「ううぅぅ……や、やっぱり無理ですよ、紗季さんっ。いくら晴はる斗とさんのことが気になってるからって、こんな格好で出ていったら確実に悪目立ちしますぅぅぅ……！」

　峯岸に無理やり引っ張られるようにして、赤面した黒髪の少女が続けて姿を現した。

　彼女は峯岸とお揃そろいデザインの、しかし色違いで真っ黒なフリフリ衣装を着ている。

　……黒くろ兎と、お前までなにやってんのマジで。

「しょうがないじゃない！　桜川たちの後をコッソリつけようにも、チケットがなきゃ入場できないんだからっ。こうやって演者に成りすまして突入するしかなったのよ！」

「こ、これヒーローショーですっ。元の脚本だってあるでしょうし、唐突に魔法少女が乱入は場違いですよぉぉぉ……。劇団の人たちからも怒られちゃいますぅぅぅ……」

「じゃあなに？　あなたは今日一日、なにもせずにお留守番してるほうがよかったわけッ？　それがイヤだから、二人でこうするって決めたんじゃない！」

「ふえっ。うううぅぅぅ……」

「ほら、恥ずかしがらない！　今のあなたは黒くろ兎と良りようじゃなくて、魔法少女《バニーブラック》なのよ！　胸を張って堂々と演じてれば、劇団の人たちだってプロなんだしきっと調子を合わせてくれるわ！　絶対うまくいく！　信じるのよ《バニーブラック》っ!!」

　……なんか。すげぇ頭が痛くなってきた。

　知り合いの女の子が大衆の前で魔法少女のコスプレをして現れるとか……俺は関係ないはずなのに恥ずかしくて今にも死にそうだ。

「おおおおっ！　ヒーローショーにまさかの魔法少女乱入!?　これはアリなのかッ!?」

「ブホホっ。いいですなっ。拙者的にはアリアリですぞグフフっ」

「くっ……特撮戦隊と魔法少女モノは完全に別物と忌避していたが……何な故ぜだッ、オレは今、無性にシャッターを切りたくて仕方がない！　勝手に手が動いてしまう！　でも撮影会以外でのカメラ撮影はマナー違反だから、良い子のみんなは真ま似ねしちゃダメだぞ☆」

　観客席の大きなお兄さんたちが、パシャパシャとカメラで二人の写真を撮り始める。黒兎は「やめてぇ！　撮らないでぇ！」と峯みね岸ぎしの背中に隠れて絶叫していた。

　っと。そうこうしているうちに、戦いくさ間まが他の黒タイツ軍団に助け起こされ、ヨロヨロと立ち上がる。本当に不死身か、あいつは。

「……お、おのれぇ。エロゲと同人誌では凌りよう辱じよくされることがお仕事の魔法少女の分際で、我々の唯一の楽しみを邪魔立てするか……!?　いいじゃないか、パイタッチくらい！　悪の組織の下っ端でも可愛かわいい女子にセクハラがしたいっ！　そうだろ、テメェら!?」

『イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!』

　戦間の煽あおりで、黒タイツ軍団が片手をあげて一斉に咆ほう哮こうする。……なんだこのノリは。

　逃げようとする黒兎の首根っこを掴つかまえていた峯岸は、不敵な笑みをフッと浮かべてそんな童貞臭マックスの彼らを冷たく一いち瞥べつした。

「ふん。しょせんはヒーローにやられることしか能のないつまらない連中だわ……。いいわ、この《ロッテンホワイト》と《バニーブラック》の友情パワーで、あんたらの穢けがれた魂を浄化してあげるんだからっ！」

「私を巻き込まないでください紗さ季きさん！　もう帰りたいですううううううう!!」

「ふはははっ。笑わせるなよ！　世の中は正義で回ってるんじゃない、需要とエロで回ってるんだッ！　魔法少女の本来の役目がなんなのかここで思い知らせてやるぜ！　やっちまいなテメェら!!」

『イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!』

「あれええええええ!?　いつの間にか戦う流れになっちゃってます!?」

　それぞれがエロい手つきで襲い掛かる、黒タイツ軍団。

　峯みね岸ぎしはノリノリで、黒くろ兎とは仕方なく、魔法を使って応戦し始める。

　飛び散る火花や吹き荒れる風の派手な演出（というか魔法）に、置いてけぼりをくらっていた家族連れの客たちも俄にわかにザワザワと沸わき始はじめた。

「あれ？　これってこういうシナリオなの？　最近のショーは凝ってるな……」

「ガンバレーッ。《ロッテンホワイト》《バニーブラック》ーッ」

「いいですぞ！　こちらに向かってほらスマイル！　もう一枚、もう一枚!!」

「ちょっとおおおおおおおッ。アタシの愛いとしいユウキがいつまで経たっても登場しないじゃない!!　どうなってんのよ!?」

　大人も子供も、男も女も。

　燃え上がり、萌もえ上がり、頭に血をのぼらせたりもして。

　観客席は異様な盛り上がりを見せる。俺と哲てつ史し、それに舞台上の司会のお姉さんと悪の総帥であるオッサンだけが、ポカーンと口を開け放って途方に暮れていた。

「巨大ロボっ、巨大ロボっ」

　そして……当然と言うかなんと言うか。

　それらの空気に呑のまれてテンションをあげまくる音おと葉は。

　もう哲史との距離を縮めるデート作戦は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　肝かん心じんの本人が、目的そっちのけで楽しんでしまっている。

　……ん？　楽しんで？

「────ッ。て、哲史！　音葉を止めろぉ!!」

「へ？　なんだって晴はる斗と？」

　気づいた俺は急いで叫ぶ。しかし、それも遅かった。

　峯岸と黒兎が放っていた魔法が、空中で混ざり合うようにして巨大な渦を形成している。

　火属性、水属性、風属性、土属性……。

　あらゆる魔力を片っ端から吸収して、何か大きな塊が出来上がっていく。

　会場全体もその異変に気づいてザワめき始めた。

　あれはなんだ────？

　そんな疑問が渦巻く中。

　俺は迅じん速そくに舞台上のお姉さんとオッサンに駆け寄っていた。唖あ然ぜんとしている二人をひょいと両脇に担ぎ上げて、上空の巨大物体の落下地点であろうその場所から避難させる。

　そして────。




「────巨大ロボっ」




　音おと葉はの弾んだ声音と同時に。

　……完成された土くれの巨大ロボが、一直線に落下して舞台を粉々に破砕した。




　○　　　●　　　○　　　●




「……ししょー。ごめんなさい」

「……いい。もう過ぎたことだ。気にすんな」

　舞台でのひと騒動があってから数分後。

　俺と音葉は、舞台横にあった休憩用のベンチでお互いにドンヨリとした顔をしていた。

　舞台会場の入り口には現在、『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』と書かれた黄色のテープが張られて閉鎖されている。観客の避難も終わり、すでに中を覗のぞき見みることはできないが、舞台の真上に堂々とたたずんでいる土くれの巨人は遠目にもハッキリと確認できた。

　言うまでもなく、アレは音葉が魔力との『遊び』で作り出した産物である。

　戦隊ヒーローに登場する巨大ロボ。おそらくは音葉のイメージによって設計図が示唆され、魔力たちが気まぐれに手伝って完成させたものだと思われる。

「────君たち困るよ、もぉっ。舞台が滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないかもぉっ」

　舞台の入り口前では、悪の総帥を演じていたオッサン────戦いくさ間まの叔お父じである座長が、プリプリと怒って説教を垂れていた。

　座長に叱しかられて地面に正座しているのは戦間を筆頭としたザ・黒タイツ軍団。

　それと、色違いのフリフリ衣装を着て魔法少女に扮ふんした峯みね岸ぎしと黒くろ兎とだった。

「本当にすみませんでした……」

「調子に乗ってごめんなさい……」

「許してくれよオジキ……。まさかおれの隠された超パワーが働いて、あんな事態になるなんて思いもしなかったんだ……」

　戦間の勝手な誇大妄想はさておくとして。しょんぼりと謝っている峯岸と黒兎にはちょっと悪いことをしたと思った。

　二人が俺と音葉の様子を探るため、劇団員に扮して舞台で滅茶苦茶やってしまったのは事実だ。しかし、それも俺たちを心配してのこと。なによりも巨大ロボを作り上げて舞台を破壊したのは音葉と、それを止められなかった俺の責任である。

　俺と黒兎以外の人間は、音葉の特殊な才能を知らない。

　簡単に触れ回るわけにもいかないので、結果として巨大ロボを作り上げたのは「全員の魔法が混ざり合って不慮の事故を引き起こした」という扱いになっていた。

「本当にもぉっ。困るじゃないかもぉっ。当初予定していたヒーローショーよりも大盛り上がりしちゃったじゃないかもぉっ。君たち今いくつ？　よかったらうちの劇団に入らないかい？　ＹＯＵたち、舞台女優の天下とっちゃおうＹＯ」

　……あれ。意外と座長、怒ってなくねえか？

　むしろ二人をスカウトし始めたんだけど。商売人はたくましいな、おい。

「……ほら音おと葉は。座長もあんま怒ってないみたいだぞ？　だから気に病むなよ」

　俺は隣に顔を向ける。

　そこにいた音葉は、ご丁寧にベンチの上でちょこんと正座をしていた。

　自分の代わりに怒られる峯みね岸ぎしたちを見て、よほど反省したらしい。

　破天荒ではあるが、元来まったく悪気がなくて素直な奴やつでもある。みんなに大迷惑をかけてしまい、彼女なりに思うところがあったのだろう。

「でも、ししょー……。わたし……」

　少しうるんだ目でこちらを見てくる音葉。

　俺は思わずドキリとしてしまった。こいつのこんな弱々しい表情を見るのは初めてだ。

「みんなが協力してくれて……わたしを応援してくれて……。それなのに、わたし、全然ダメだった。広ひろ瀬せくんの前でドキドキしちゃうし、ししょーたちがせっかく用意してくれたデートも精霊さんたちとの遊びに夢中になって台無しにしちゃうし……」

　音葉の懺ざん悔げの言葉に、俺は何も言えず苦い顔をする。

　……当の哲てつ史しは今、目に見えて落ち込んでいる音葉の気持ちをリフレッシュさせるため、近くの自販機へ全員分のジュースを買いに行っていた。

　最初は俺が行くと言ったのだが……。

『────ダメだよ、晴はる斗と。女の子が気を落としてたら、ちゃんと傍にいてあげなきゃ。僕には神かん崎ざきさんが落ち込んでる理由はわからない。けど、晴斗はどうやらわかっているみたいだ。神崎さんを一番理解できてるのは君だよ。君があの子の傍にいてあげな』

　……ちがうよ、哲史。

　音葉が本当に傍にいてほしいのはお前なんだ。お前であるはずなんだ。

　なのに、なんで伝わらない？　どうしてこうもうまくいかない？

　もどかしい。たった一人の少女の願望さえ叶かなえられない自分がイヤになる。

　それどころか……落ち込む音葉にさえ気の利いた言葉をかけてやれない。

「……ししょー」

　そのときだった。

　俯うつむいていた俺のシャツの袖そでを、音葉がクイクイと引っ張ってきた。

「ん。なんだ、どうした？」

「ししょー。暗い顔してる。そんな顔しないで」

　心の奥まで見透かしてきそうな音おと葉はの双そう眸ぼうが、ジッとこちらを見み据すえてきた。

　俺は思わず息を呑のんでしまう。

「音葉……」

「ししょー、なにも悪くない。ししょーはすごい。ししょーはサイキョー。悪いのは全部、わたしだから。だから、暗い顔しちゃダメ」

　音葉はフルフルと首を振る。

「わたし……すごい嬉うれしかった。ししょーが、わたしを手伝うって言ってくれたこと。そのあとも特訓の成果が出なくて、わたしはダメだったけど、ずっと諦あきらめずに面倒みてくれたこと。ししょーだけじゃなくて、黒ぴょんも、ミネミネも。そのことがすごく嬉しくて────今まで広ひろ瀬せくん以外にここまで付き合ってくれたの、誰もいなかったから」

　シャツを握ってくる小さな手に、キュッと力がこもった。

「だから。みんなが諦めないでいてくれるから、わたしも頑張る。ししょーはサイキョームテキで、そんなししょーの弟子であるわたしも、サイキョーになれるって信じてるから」

　理屈なんてなくて、言っていることは支し離り滅めつ裂れつ。












　でも何な故ぜだろう。鼻で笑い飛ばす気にはまったくなれなかった。

「ししょー、ありがとう。これからもよろしくお願いします」

　いつもの無表情な童顔が、可愛かわいらしい笑顔でパッと弾はじけた。

　それは感謝の言葉にしてはあまりにも拙い、こいつの精一杯。

　落ち込む俺に「わたしのししょーはすごいんだ」と伝える、誇らしげな態度。

　俺は……初めて見せてくれた音おと葉はの満面の笑みに、しばらく魅入った。

　沈みかけていた心がフワフワする。

　不思議な感覚だけど、まったく不快には感じない。……なんなんだよこの気持ちは？

「────はぁ」

　胸の奥でくすぶるこのむず痒がゆさを隠すため、俺は誤ご魔ま化かすようにため息を吐ついた。

　こてんと首を傾かしげる音葉の頭を、グシャグシャと撫なでる。

「そう……だな。俺もお前も、まだ何も終わっちゃいねえよ。始まったばかり、むしろこれからだッ。なんとしてでも哲てつ史しを落とす！　いいな、音葉？」

「おおっ。ガッテン、ししょー」

　俺が力強く告げると、音葉も嬉うれしそうに敬礼のポーズを取って応じた。

「そうと決まれば作戦続行だ。今、哲史は近くの自販機にみんなの分のジュースを買いに行っている。それをお前が手伝って来い！」

「おおっ。その心は？」

「べつに小細工なんかねえよッ。哲史を手伝って好感度アップ！　シンプル・イズ・ザ・ベスト！　わかったらさっさとゴーだ！」

「ういっ。りょーかい、ししょー。……でも、やっぱり二人きりは緊張するので、ししょーにもできれば付き添ってほしいです」

「その意見は却下！　お前一人で達成してこそ意味のあるミッションだ。ジャケットを覆面代わりとして引き続き貸してやるから、一人で哲史を手伝ってこいアホ弟子」

「ぐ、ぐむぅ……そんなご無体な……。で、でも、ガンバリマス」

　ガチガチに緊張して、それでもえっちらおっちらと進み始める音葉。

　出来の悪い弟子の後姿を見て、俺はやれやれと苦笑した。

　……大丈夫だ。俺はもう失敗しない。絶対に。

　そして自分自身が最強であることを────あいつが誇ってくれている『最強無敵な師匠』であることを、必ず証明してみせる。

　そんな静かな決意を、胸中で改めて固めた。




　────異変が訪れたのは、まさに次の瞬間だった。




　キキイイイイイイイイィィィィィィッッ!!

　耳に痛いタイヤの摩擦音と共に、どこからともなく黒塗りのバンが横滑りに現れた。

　バンは、驚いて立ちすくんでいる音おと葉はの目の前で急停車。

　スライド式の後部扉が開いて、中から黒服の男が身を乗り出してくる。

「っ。し、ししょー……──────────むふっ」

　男は布のようなもので音葉の口を塞ふさぎ意識を奪うと、あっという間にバンの中へ引きずり込んでしまった。同時に扉が閉じて急発進。

　唖あ然ぜんとする俺たちをその場に残し、遊園地の敷地内を全速力で走り去っていく。

「なッ……なんだよ今の!?」

「晴はる斗とさんっ」

　訳が分からずに困惑していると、黒くろ兎とがこちらに駆け寄ってくる。

「黒兎ッ。どうなんてんだ!?　音葉が────！」

「わ、わかりません。でも、音葉さんが連れ去られてしまいました！」

　黒兎の言葉に、俺もわずかに冷静さを取り戻す。

　そうだ。目的はわからないが、音葉が何者かに拉ら致ちされた。戸惑っている場合じゃない。

「黒兎は警察に連絡してくれ！　俺はあのバンを追う！」

「────おっとぉ。そうはいかないぜぇ、桜さくら川がわ晴斗！」

　すぐに駆けだそうとした矢先。

　俺の足元に目がけて、真横からレーザービームのような熱線が飛んできた。

　熱線は地面に直撃して大爆発を引き起こす。俺は悲鳴をあげる黒兎を胸に引き寄せながら、爆炎に巻き込まれるよりも前に水属性魔法によるバリアで瞬時に防いだ。

「この魔法は────!?」

「《荒れ狂う鳳炎クレイジー・グレネード》。オレサマの必殺魔法だよ、桜川晴斗」

　のそっと。巨大なシルエットが、俺たちの前に立ちはだかる。

　────身丈が二メートル近くもあるアフロ頭の巨漢だった。

　着ているものは美み笠かさ木ぎ高の制服。校章は赤色で三年生であることを表している。

　特徴的なその外見を目にして、俺はグッと下唇を噛かみしめた。

「テメェ……!!」

「くくく……。驚いたか？　このタイミングでオレサマが現れたことに！」

「────いや。あんた誰だっけ？」

「忘れちゃったのッ!?」

　口をあんぐりと開けてショックを受けるアフロ巨漢。

　そんな彼を見ながら、俺は真横に首をひねって疑問符を浮かべた。




　……悪いけど、俺は人の顔を覚えるのが大の苦手なんだ。








第五章　チートは無双以外ありえない




　……突然、音おと葉はが何者かによって攫さらわれた。

　状況を呑のみ込こめないまま、俺たちの前に現れた因縁のありそうなアフロ（見覚えはない）。早く音葉を助けねばならないという気持ちはあるが、目の前のアフロや、バンに乗っていた黒服たちの思惑がわからなかった。

「おっとぉ。警察には連絡しても無駄だぜ、黒くろ兎と良りよう？」

　不意に、アフロが自信満々のドヤ顔でそう語りかけてきた。

　俺の隣で自分のスマホを取り出していた黒兎は、ピタリと手を止める。

「ど、どういう意味ですかっ？」

「オレサマたちはお前の敵じゃない。むしろ味方さ」

　その意味深な言葉に、俺たちは怪け訝げんな顔をする。

　すると、アフロの巨きよ躯くの背後から一つの人影がフラリと現れた。

「そういうことだ、黒兎。頼むから大人しくしていてくれ」

「ッ!?　あ、赤あか木ぎ課長っ!?」

　逆立てた髪に無ぶ精しよう髭ひげを生やした、二十代後半くらいの男だった。

　彼の顔を見た瞬間、黒くろ兎とが青ざめる。黒兎の知り合いなのか……？

「オッス。君が噂うわさに名高い《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》、桜さくら川がわ晴はる斗とクンか？　はじめまして。俺は異能局所属《魔的事象対策課》課長、赤あか木ぎ太た一いち。いちおう黒兎の直属の上司にあたる」

「異能局……!?」

　思わぬところから飛び出てきた単語に、俺は目を剥むく。

　振り返って黒兎を見たが、彼女は目を伏せて黙り込んでいるだけだった。

「んで。こっちのアフロが、田た中なか豪ごう次じ郎ろう。ちょうど神かん崎ざき音おと葉はが美み笠かさ木ぎ高へ入学すると同時に、彼女の監視役として送り込んでいた俺の部下だ。黒兎が潜入したあとは、念のために美笠木高で起こっている物事を逐一報告してもらっていた」

　紹介を受けて、アフロがまたドヤった。これがこいつのデフォルトの表情なんだろう。

　黒兎は顔をあげてゴクリと息を呑のむ。

「か、課長……！　私、そんな話は聞いてませんっ！」

「悪いな黒兎。べつにお前を信用してなかったわけじゃない。だが、俺たちは国から魔力関連のことを一任された公的機関だ。万が一でも不測の事態があっては困るんだよ。そして、現にお前は俺に内緒でイタズラをしちまった」

　赤木と名乗った男の言葉に、黒兎は再び押し黙るしかなかった。

　俺はギリリと歯を鳴らして黒兎を守るように前に出る。

「……あんたが黒兎の上司ってのはわかった。こいつは悪くない、音葉の告白を無理に手伝わせていたのは俺だ。黒兎にはなんの責任もない」

「知ってるよ。まあ黒兎に責任がないってのは、ちょっと違うとは思うが」

「あんたの素性を知った上で訊きかせてもらう。あんたらは音葉をどうするつもりだッ？」

「さっきも言った。俺たちは公的機関、人々の安全を守ることでメシを食って生きている。万が一でも『不測』があっちゃ困るんだよ」

　赤木は鼻から浅い息を吐くと、ズボンのポケットから煙草たばこを取り出した。

　アフロがすぐにライターを取り出して、赤木の煙草に火をつける。

　煙をくゆらせる赤木は遠い目をして空を見上げた。

「君たちの行動は局にとって間違いなく『不測』だ。だがそれ以上に、神崎音葉という少女自体が『不測』でもある。異能局は今まで、人権などの問題で一歩を踏み出せずにいた。しかし、《リース》の予言によって神崎音葉は確実な『世界の危険』であると判断されてしまった。世界の安全のため、現局長は神崎音葉に厳重な首輪をつけることを決定した」

　……イヤな予感がした。胸がゾワゾワした。

　聞きたくないと思う俺の気持ちを踏みにじるように、赤木はハッキリと告げる。

「神崎音葉を美笠木高から退学させて、広ひろ瀬せ哲てつ史しから完全に遠ざける。それ以後は異能局の監視のもと、二度とこんな事態が発生しないように彼女には他者と極力関かかわりを持たない制限された生活を送ってもらう。それが異能局全体の最終的な決定だ。まあ……今回みたいな緊急の強行手段に出たのは、主に君の行動が原因であるわけだけどな、桜さくら川がわ晴はる斗と」

「俺が……原因？」

「そうだよ。君はもう少し、世界における自分の重要度ってものを意識したほうがいい。世界全体を脅かす行為に、史上例を見ない魔法の天才が加担してるんだぞ？　異能局だって黙って見ているわけにはいかないだろう？」

　赤あか木ぎの責めるような視線が、俺を射抜いた。

「子供のイタズラも、ワガママも、ここでおしまいにしてくれ。神かん崎ざき音おと葉はの退学処分が正式に決まるまで厄介事は起こしたくないんだ。平穏に世界を救おうじゃないか」

　ブワッと。体に溜たまっていた憤りが一気に噴き出した。

　俺のせい……音葉が攫さらわれたのは、俺のせい……!?

　その事実に、今まで必死に保っていた平静が崩れる。

　俺は拳こぶしを握りしめ、赤木に向かって一歩を踏み出した。

　しかし、

「────ッ。く、黒くろ兎と!?」

「ダメです、晴斗さん。こうなってはもう仕方がないんです」

　俺の前に、黒兎が立ちはだかった。

「仕方ないって……あいつら、音葉を美み笠かさ木ぎ高から退学させるとか言ってんだぞ!?」

「お忘れですか、晴斗さん？　私は異能局の人間です。元々、音葉さんの告白行為を止めるために美笠木高にやってきたんですよ？」

　黒兎の冷静な指摘に、俺はグッと言葉を呑のんだ。

「そ、それは……」

「もしも告白が成功するならば。世界が救われて、音葉さんも幸せになれるならばと、今まで晴斗さんを手伝ってきました。しかし同時に、晴斗さんが失敗するようならギリギリで止めようとも考えてたんです。赤木課長の言っていることは間違いではありません。本来は……最初からこのような処置を取るべきだったんです」

「お前はそれでいいのかよッ!?　音葉が危険だからって排除して、あいつの想おもいとか願いとか無視して！　それでお前は本当に────」

「────いいわけないじゃないですかっ!!」

　黒兎は大声で叫んだ。

　俺はビックリして押し黙る。こちらを見る黒兎の瞳ひとみは涙でにじんでいた。

「よくないけど、仕方がないんですっ。異能局の上層部がそうと決めたならば、私は逆らえませんし、晴斗さんも逆らっちゃいけません！　ただの学生が異能局の決定に正面から逆らうというのは、あまりにも無謀すぎますッ」

　口ではそう言うが、黒くろ兎とは内心で葛かつ藤とうしているようだった。

　辛つらそうにする黒兎を眺めながら、赤あか木ぎが疲れた顔で肩をすくめる。

「なあ、少年？　非常に腹立たしいことにさ、世の中には変えられないものってのがある。誰の手にも余ってしまうものが、どこかに必ず存在してしまうんだ」

　俺を諭すような口調で、赤木はポツリとそうつぶやいた。

「今回はそれがたまたま『神かん崎ざき音おと葉は』という少女であっただけ。そして、運悪く彼女と君が巡り合ってしまっただけ。……それでもういいじゃないか。君の才能は世界にとって貴重な宝だ。君の力があれば、これから世界の人々を何千人と幸せにできる。たった一人の少女に固執して、世界の敵に回る必要がどこにある？」

　赤木の感情を殺したような冷たい瞳ひとみが、俺を射抜くように見み据すえてくる。

「異能局としても君の経歴に傷をつけるようなことはしたくない。今ならまだ引き下がれるんだ。彼女のためにそこまでしてやるメリットなんて、君にはないだろう？」

　とても合理的な言葉。賢く生きろという、冷静な大人の言葉。

　公的機関である異能局に逆らえば俺の将来は絶望的。

　それを押し切って逆らったところで、俺には何のメリットもない。

　できないから諦あきらめる。諦めて無難な道を行く。……すげえ理不尽だ。でもそんな理不尽こそが現実なのだと、ここ最近の俺は少しずつだが理解し始めていた。

　本当は知ってるんだ。ここ数日でイヤってほど痛感していた。

　音葉に俺の力は通じない。思い通りに事が運ばない。

　不可能は依然、不可能のまま。

　音葉の想おもいは欠片かけらほども哲てつ史しに届いておらず、脈は薄く、ぶっちゃけ無理ゲー。

《リース》とかいう予言装置が告げた刻限、半年後にこの状況が好転するとも思えない。

　俺の力では────音葉がいずれ行き着くであろう負の運命を変えられない。

「でも……それでも俺は……！」




『────だああああああああああああッ!!　うっっっっとうしい!!　ウジウジしてんじゃねえよゴラアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!!!』




　突如として響いた大だい喝かつ。

　キラーンと。微かすかな閃ひらめき共に、物もの凄すごい速度で小さな物体がすっ飛んできた。

「ゴふぅ……っ!?」

　物体はそのまま俺の腹に直撃。俺は呻うめき声ごえをあげて、後ろに吹っ飛んだ。

　地面に転がる俺の眼前に、吹っ飛ばした張本人であるソレがスタッと着地した。

『ったく、見てらんねえぜハルト！　大人に正論で言い負かされて、なにちょっと涙目になってんだコラ!?　オレっちたちの力がないとマジで情けねえな、お前は!!』

「レ、レッド……？」

　俺の胸倉を掴つかんで激げき昂こうしているのは、ウザい顔面をしたウサギのぬいぐるみ。

　唐突に現れたその不思議な物体に、あの赤あか木ぎでさえ目を丸くして驚いていた。

「ぬ、ぬいぐるみがしゃべって……!?　これも神かん崎ざき音おと葉はの能力の影響なのかッ？」

『ああン？　なに見てんだよオッサン。オレっちは今、この腑ふ抜ぬけ野郎と話してんだ。かわいいとか、サインくださいとか、言いたいことは色々あるだろうが後にしろ！』

　ピシャリと言い放ったレッドは、再び俺に向き直る。

　そのふてぶてしい顔に睨にらまれて、俺は目を白黒させた。

「お、お前っ。なに人前で堂々と動いてんだよ!?　つか、音葉と一緒にいたはずじゃ……」

『オトハが無理やり連れて行かれたとき、肩から滑り落ちちまったんだよ。こんなにキュートでチャーミングなオレっちが地面に転がってるのに、誰も見向きもしねえとか。異能局の奴やつらはアレだな。感性が腐ってやがる』

　いや、お前をキュートと思える奴のほうがどうかしてると思う。

『ンなこたぁ、どーでもいいんだよッ！　オレっちが今一番にムカついてんのはテメェだ、ハルト！　なんなんだよ、さっきから黙って聞いてりゃよぉッ？』

　胸倉を掴んでくるレッドの両腕にググッと力がこもる。

「ぐえっ。く、くるしッ……!?」

『今のテメェにはちょうどいい気付けだ！　異能局サマに逆らうのが怖い？　オトハの肩を持ってやることになんのメリットもないだァ？　くっだらねえッ、そんなクソどうでもいいことを気にして動けなくなるほど、テメェはちっせえ男だったのかよ、ああン!?』

「……っ！」

　レッドの激昂に、俺は胸倉を絞められるのとはまた別の意味で息を詰まらせた。

『魔力の指図は受けない、自分の道は自分で決めると、オレっちに豪語しくさったのは誰だッ？　絶対に成功させると、ついさっきオトハを励ましたのはどこのどいつだったよ!?　テメェがテメェの限界を見限り、卑屈になろうがオレっちにとってはどうでもいい！　テメェの勝手にしやがれ！　だがな！　オトハを────オレっちたちのダチを、薄はく情じように裏切ることだけは許さねえッ。お前が最強で無敵だと信じるあいつの想おもいを、テメェが情けなく裏切っちまうことだけはどうしても我慢ならねぇんだよッ!!』




『────ししょーはサイキョームテキで、そんなししょーの弟子であるわたしも、サイキョーになれるって信じてるから』




　……ああ、そうか。

　初めから全部、どうでもいいことだったんだ。

　異能局の決定に逆らうのがいけないこと？　自分の立場を悪くするだけ？

　バカか俺は。一瞬でもそんなふうに思っちまったことが恥かしい。

『今回、異能局が動いて音おと葉はが攫さらわれたのはテメェの行動が原因なんだろうが！　なら、テメェのケツはテメェで拭ふきやがれ!!　諦あきらめも、限界も、不可能も！　全部が全部くだらねえ！　一つ残らず不合理かつ反はん則そく的な力でぶっ壊し、自分はそれができて当然だ、最強で当たり前だと厚こう顔がん無む恥ちに宣言する！　それがテメェだろ、ハルト！　人並みに悩むな、まともな常識を前に立ち止まるな！　それがオトハの信じているお前という存在だ────《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》!!』

「……は……ははッ。好き放題に言ってくれるな。つか、そのダサい異名で呼ぶんじゃねえよ。だがまあ……サンキューな、レッド。おかげで目が覚めたわ」




　────全部を全部、十秒でぶっ壊して、力ずくで解決する!!




「そうだ、初めから失敗なんてありえねえ。異能局の奴やつらのやることも大きなお世話だ。細かいことはどうだっていい。とりあえず突っ込んで、理不尽なことぶっ壊して、全部覆して、なんとかしてやる！　────それが俺だ！」

　俺は立ち上がった。

　肩にピョコンとレッドが乗ってきて、ふてぶてしい笑みを満足げに浮かべる。

　赤あか木ぎは小さく舌打ちをして、アフロと一緒に構えを取った。

「ったく。なんだよ、その滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈は？　若さって怖いねマジで」

　苦笑いで告げて、パチンと指を鳴らす。

　すると、四方からバタバタと靴音を鳴り響かせ、黒服の集団が姿を現した。

　もしかしてこいつら全員、異能局の刺客なのかッ？

「桜さくら川がわ晴はる斗と。君は世界にとっての宝であると同時に、一歩間違えれば恐ろしい脅きよう威いだからな。念には念をってことで、集められるだけの精鋭を用意させてもらった。悪いが、局長の邪魔はさせんよ。────取り押さえろ、田た中なか！」

「わかってますって課長！　美み笠かさ木ぎ高での模擬戦のときは油断したが、今度はそうはいかねえ！　リベンジは果たさせてもらうぜぇ、桜川!!」

　叫ぶアフロが両手に炎を渦巻かせ、数人の黒服と一緒に襲い掛かってくる！

　俺は冷静に構えつつ、脳内で魔法式を組んだ。数は多いが、いけるか？

　そう考えていたそのとき────。

「────むぅ!?」

　いきなり横殴りの突風が吹きつけてきて、アフロたちの進行をはばんだ。

　俺はハッとして振り返る。

「黒くろ兎とッ。お前……！」

「……本当に。仕方のない人たちです。いつもいつも勝手なことばかり。私の言うことなんてちっとも聞いてくれないんですから」

　やれやれと肩を竦すくめる黒兎は、しかし、とても嬉うれしそうに笑った。

「そんな言葉を聞かされたら、私だって黙ってるわけにはいかないじゃないですか。音おと葉はさんは私にとっても大切なお友達ですっ。異能局の判断は正しいと思いますけど……やっぱり納得できないことはある！　だから、ごめんなさい赤あか木ぎ課長！」

　謝りながら頭を下げる黒兎。

　赤木は疲れた顔に滲にじむ苦笑いをますます濃くした。

「……おいおい。責任を取らされる上司の身にもなってくれよ」

　黒兎の風魔法で一時は退けたものの、異能局側の動きはまったく収まらない。

　今度は黒服たちが四方から一斉に飛びかかってきた。

「うぅっ……い、いくらなんでも数が……！」

「────うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！　暴漢たちの手から《バニーブラック》を守れ、野郎共ォッ!!」

『イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!!!』

　突然の咆ほう哮こうと共に、雪崩なだれのごとく押し寄せてくる黒服たちを、全身黒タイツの怪しげな集団がせき止めた！

　俺と黒兎は目を見開いて、彼らを見る。

「い、戦いくさ間ま……」

　黒タイツ集団の一人、戦間鬼き竜りゆうはニヤリと笑ってサムアップした。

「晴はる斗と。細かい事情はよくわからんが、お前があのロリ巨乳ちゃんを助けようとしていることだけは伝わった。美少女とおっぱいは世界の宝だ！　何者にもそれを曇らせることは許されない！　ここはおれたちに任せて早く行け！　そして必ずやあの子を助け出し、おれにもおっぱいをおすそ分けしろ！」

「結局はそれが狙ねらいかいッ。カッコつけてるけどサイテーだぞお前!?」

「うるせえええええええええッ!!　おれたちのようなザ・モテないズはこういう緊迫したシチュエーションに頼るしかないんだよ！　身を犠牲にして、助けた女の子のおっぱいを揉もませてもらう以外に選択肢は────」

「そんなあんたは、男同士のぶつかり合いの犠牲になってなさい」

「だばぁ!?」

　熱く語る戦間の背中を、ポニーテールの女の子が蹴けり飛ばした。

　吹っ飛んだ戦間は黒服と黒タイツのむさくるしい乱闘に巻き込まれ、おっぱいならぬ胸筋の波にのまれていく。

「雄おっぱいはイヤアアアアッ」と絶叫する彼の姿は、妙に哀れで物悲しく見えた。

「み、峯みね岸ぎし……」

「……正直、訊ききたいことは山ほどあるわ。音おと葉はのこととか、どうして異能局が絡んできたのかとか、良りようちゃんが異能局の人間だとか……とにかく色々とね。でも、今は見逃してあげる。早く音葉を追いなさい、桜さくら川がわ。それがあんたの今一番にやるべきことよ」

　ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向く峯岸。

　俺はそんな彼女を見て、やれやれと嘆息した。

「峯岸、お前……」

「なによ。いいからさっさと行きなさいってば」

「うん。……お前の手にあるスケッチブックさえなければ、俺も何も気にせずにこの場を任せられるんだが」

　峯岸の手には、ちゃっかりデッサン用のスケッチブックとペンが握られていた。

　……こいつ、この場でぶつかり合う男たちを自分の漫画の食い物にする気だ。

「ち、ちがうわッ。これは遊園地の背景資料をスケッチしてるだけよ！」

「そう言いつつ、両手は今も高速で男と男の衝突をスケッチし続けてるじゃねえかッ。お願いだからやめてくれ、犠牲になった戦いくさ間まがいたたまれねぇよ！」

「う、ううううううるさいわねっ。憲法で表現の自由は保障されてるのよ！」

　お前の自由で妄想の食い物にされる男子は堪たまったもんじゃないんですけど。

　内心でそうつっこみつつ、俺は肩を落として深く息を吐いた。

　どこもかしこもどんちゃん騒ぎ。こういうバカ騒ぎの原因となっているのは、大抵が俺のよく知るあの少女だ。今回も、それはまったく変わらない。

　……こんなバカで楽しい奴やつらから、あいつを無理に引き離すなんて絶対させて堪るか。




「──────ぶっ飛べ」




　俺が小さくつぶやいた瞬間、組んでいた魔法式が起動し、上空で大きな音が弾はじけた。

　強烈な衝撃波が地上を襲い、後方で待機していた黒服たちを一気にぶっ飛ばす。

　大量の人間が絶叫しながら宙を舞う光景に、赤あか木ぎは驚いて目を丸くしていた。

「む、無属性魔法だと……!?　バカなッ、異能局の精鋭たちが一瞬で────」

「よお、オッサン」

「────ッッッ!?」

　一瞬で懐に潜り込んだ俺に、赤木は息を詰まらせながら咄とつ嗟さに後退しようとした。

　そうはさせない。俺は赤木のネクタイを掴つかんで胸を絞め上げる。

「ぐゥ……ッ」

「悪いけど。ここは通させてもらうぜ？　邪魔をするなら容赦はしねえ」

『ウケケッ。ザコはザコらしく引っ込んでろってことだよ、バァァァカ!!』

　低い声で脅しをかける俺の肩で、レッドが意地悪くベロッと舌を突き出す。

　ネクタイを放してやると、赤あか木ぎは脱力したようにヘナヘナと地面に尻しり餅もちをついた。

　引きつった半笑いで「冗談キツいぜ……」とつぶやく彼からは、もう戦闘継続の意思は感じられない。残った黒服たちも、戦いくさ間またちザ・黒タイツズに制圧されていた。

　俺は呼吸を整えてから振り返る。

　そこにいた黒くろ兎とと峯みね岸ぎしに向かって、力強く頷うなずいてみせた。

「んじゃ。行ってくるよ」

「ふん。さっさと終わらせて帰ってきなさいよ？」

「はい。晴はる斗とさんならなんとかできるって信じてます。────危ないッ」

　黒兎が血相を変えて叫ぶ。

　……いつの間にか、アフロ髪の巨漢が俺の背後に迫っていた。

　炎をまとう拳こぶしを振りかざした彼は、ニタァッと下げ卑びた笑みを湛たたえる。

「隙すきありだ、桜さくら川がわ晴斗！　くらいやがれ！」

　アホが。隙なしだ。

　彼の気配を感じていた俺は、振り下ろされる拳をひょいとかわした。

　そのまま体勢を崩したアフロに、軽い一撃をお見舞いしようとした────のだが。

「ぶベッ」

　アフロの横面に、高速で飛んできた水の滴が直撃した。

　加速によって弾丸と化した水滴に脳を揺らされて、アフロは見事にノックアウト。

　地面に沈む巨体を一いち瞥べつしながら、俺は半眼で水滴の弾丸が飛んできた方角を見やる。

　俺の視線の先には、両手のビニール袋にいっぱいのペットボトルジュースを詰め込んだ哲てつ史しが立っていた。

「よっ、晴斗。危ないところだったね────って、一度は言ってみたいから言ってみたけど。まあ僕の助けは必要なかったかな？　というか、一体これはなんの騒ぎだい？　君、またなにかやらかしたのか？　それに神かん崎ざきさんはどこに行ったの？」

　状況がまったく呑のみ込こめないのか、倒れる黒服たちを見て疑問符を浮かべる哲史。

　ビニール袋のペットボトルの量を見るに、律儀にもザ・黒タイツズの分まで買って来てくれたようだった。それで帰ってくるのがこんなにも遅れたのだろう。

　本当に好都合。音おと葉はの事情をこいつに聞かれないでよかった。

　俺は哲史に向かって大おお股またで歩いていき、通りすがりざまに肩をポンと叩たたく。

「ジュース、冷やしといてくれ。音葉を連れてすぐに戻るから」

「へ？　えーと……まあ、いいけど」

「それとな、哲てつ史し。お前に一つ言いたいことがある」

　俺は、呆ほうけた顔でたたずんでいる哲史の鼻先にビシッと指を突き付けて、

「────俺の愛まな弟で子しが、いつかお前を倒す！　だから覚えとけよバーカバーカ!!」

　言って、俺は駆けだした。

　速く、もっと速く。音おと葉はを連れ戻すために。




　────晴はる斗とが猛スピードで走り去ったあと。

　ポカーンとする広ひろ瀬せ哲史は、ひどく難解な問題にぶち当たったような顔で首をひねった。

「……はて。なんのこっちゃ？」




　●　　　○　　　●　　　○




　日がとっぷりと沈むと、辺りに薄い闇が漂い始めた。

　すでに一般道から高速道路に入っていた黒塗りのバンは、オレンジ色の照明灯に照らされた夜道を黙々と走る。

「────局長。そろそろ美み笠かさ木ぎ市を抜けます。本部到着まであと一時間程かと」

　運転席の黒服がバックミラー越しにそう告げた。

　彼が語りかけた先────最後列の座席には、淡色の髪を持つ女性が腕を組んだ姿勢で静かに腰かけていた。彼女は柳りゆう眉びをピクリと動かして「ああ」と返事をする。

「追っ手の気配は？」

「ありません。赤あか木ぎがうまく足止めをしているようです。まあ、学生一人が追ってきたところで、どうにかなるものでもないですが」

「油断はするなよ。あの場にいた学生、桜さくら川がわ晴斗は美笠木高始まって以来の天才であると聞く。舐なめてかかって痛い目を見ては世話ない」

「相変わらず局長は用心深いですね。今回だって、わざわざ局長自らが出向く必要もなかったでしょうに」

「…………」

　運転手の言葉には答えず、異能局局長はスッと目を伏せる。

　自分のすぐ隣、シートに横たわっている少女を見やった。

　少女は気を失っており、「スースー」と穏やかな寝息を立ててシートに体を預けている。

（……まったく。呑のん気きなものだな）

　今回のターゲットである、世界を滅ぼしてしまうかもしれない彼女。

　その天使のような寝顔からは、そんな事実などまるで想像できない。

　局長はゆっくりとした手つきで少女の髪に触れ、目を細めた。

（神かん崎ざき音おと葉は。お前は必ずわたしが────）




「────おい！　アレはなんだッ!?」




　中央列の座席に座っていた黒服の一人が、窓の外を見やりながら唐突にそう叫んだ。

　局長はハッと息を吐く。急いで部下が騒ぎ始めた方角────バンの後方に目を向けると、遥はるか上空にポツリと何かのシルエットが確認できた。

　……夜よ闇やみに紛れて高速飛行しているソレは、美み笠かさ木ぎ高の制服を着た一人の少年だった。

　全身に暴風の衣を纏まとう彼は、悠々と飛行しながらこちらを見下ろす。

　とたん、その顔面が凶悪極まりない笑みを湛たたえた。

「────みぃつけたァ!!」

　ゾクッ。激しい悪寒が背筋を走った。

　上空の少年がクンっと飛行の軌道をこちらに向けて、隕いん石せきがごとく急降下してくる！

「う、うわああああああああああああああああッ!!」

　部下の一人があげた悲鳴と同時。

　走行するバンの目の前に少年が勢いよく落下して、大きな爆音と共に路面を大破させた。




　○　　　●　　　○　　　●




「……ふぅ。なんとか追いつけたな」

『おい、ハルト。道路が滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ？　お前、弁償とかできんのかよ』

「あ？　そんな金なんかあるかよ。まあ適当に謝っとけばなんとかなるんじゃね？」

『ならねえだろフツー。その自信は一体どこからくるんだ、おい』

「うっせえな。後先のことを細かく考えるのは苦手なんだよ」

　高速道路の中心にできた大きなクレーター。その中心で服についた砂すな埃ぼこりを払いながら、俺は肩でグチグチと言うレッドに半眼で答えた。

「とりあえず、そんときゃそんときだろ。今は音葉の回収を優先するぞ。あいつら、逃げ出したりはしてねえよな？」

『道をぶっ壊されたのにどうやって逃げ出すんだよ。少しは常識に則のつとって考えろボケ』

　魔力に常識云うん々ぬんを語られた。複雑な気分だ。

　俺は顔をしかめつつ、前方の斜め上────クレーターの淵ふちで横向きに停車している黒塗りのバンを見やった。進む道を塞ふさがれたバンは沈黙を続けている。

　余計なアクションを起こされる前に、さっさと音葉を取り戻そう。

　そう思い、俺が前に踏み出そうとしたとき。

『待て、ハルト。中から誰か出てくるぞ』

　レッドの忠告通り、おもむろにバンの扉がスライドした。

　車内から、淡色の髪を持つ厳格そうな雰囲気の美女が降りてくる。

　彼女は俺に一いち瞥べつをくれると、クレーターの斜面を下ってこちらに近づいてきた。

　俺は反射的に構える。

「……あんたは？　誰だ？」

「異能局局長、クレハと言う」

　俺の問いかけに、クレハと名乗る女性はそう答えた。

　異能局局長。俺はその単語にグッと歯を食いしばった。

　こいつが異能局のトップ。音おと葉はを退学にすることを企てた張本人か。

『おい、ハルト。メラメラしてるとこなんだが気ぃ付けろよ？　あいつ、相当ヤベぇぞ』

「？　なんだ、あいつと知り合いなのかレッド？」

『直接の面識はねえよ。だが、魔力仲間づてに噂うわさだけは聞いたことがある。異能局局長、クレハ。世界最高峰の魔法使いと謳うたわれる女だ』

　世界最高峰の魔法使い……。レッドの情報に、俺は少しだけ身を固める。

　クレハは俺たちの前に立つと、氷のように冷たい眼まな差ざしで睨にらみ据すえてきた。

「貴様が《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》。桜さくら川がわ晴はる斗とか？」

「そのダサい名前で呼ぶな。そんなことより音葉を返せ」

「距離を離された状態からの追跡能力。そして超難易度であるとされる飛行魔法を完かん璧ぺきにコントロールしていたその手腕……。なるほど、美み笠かさ木ぎ高始まって以来の天才と称されるだけのことはあるな」

「おい、人の話聞いてんのか？　音葉を返せって言ったんだよ」

「……やれやれ。実力とは不相応に、中身はまだ子供か」

　ドロリと。クレハの足元から、真っ黒な靄もやのようなものが這はい出でてきた。

「神かん崎ざき音葉の身柄は我々が拘束する。従えないと言うならば、実力行使しかあるまい？」

「ッ。闇属性の魔力かッ……!?」

　俺は警戒して後ろに跳ぶ。

　クレハが作り出した濃い闇の靄は、急激に膨れ上がったかと思うと、ズブズブと彼女の全身を爪つま先さきから呑のみ込こみ始めた。

　まるで闇そのものと一体化するように、クレハの姿がその場から消失する。

「ンなッ。消えた……？」

『────わたしは生まれついて一つの属性しか操ることのできない落ちこぼれでな。この闇属性の魔力のみを極める以外に道はなかった』












　空気中に拡散した黒い靄もやに紛れて、四方八方からくぐもったクレハの声が響いてくる。

　相手の姿が見えなくなっただけでなく、気配まで完全に消失。

　消えたクレハがどこにいるのかまったく感知できなくなる。

『闇属性魔法、《悪魔の安息殿イビル・デフオルト》。わたしが世界最高峰の魔法使いと呼ばれる一因となった最強最悪の魔法だ。未いまだに打ち破られたことは一度もない。そして、これからもないだろう。たとえそれが……《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》と呼ばれる貴様でもな！』

『────ッ。ハルト、後ろだ！』

　レッドの警告が飛ぶが早いか、俺の背後に漂っていた黒い靄がズズズッと動いた。

　直後、靄の中から細い脚が飛び出し、俺の脇腹に横薙なぎの蹴けりを放つ。

　俺は咄とつ嗟さに反応してガードの姿勢。間髪を入れずに鋭い一撃が叩たたき込こまれた。

「ぐッ……」

『……防いだ、だと？　完全に気配を絶っているはずのわたしの一撃を……。チッ、この化け物がっ！』

　苛いら立だったようなクレハの言葉と共に、今度は真逆の方向、前方からの蹴り。

　それもギリギリのタイミングで防ぎながら、俺はバックステップを踏んで距離を取った。

　しかし、俺の退路を断つように、不気味に漂う黒い靄が背後に回り込んでくる。

『逃がさん！』

　クレハの一喝。

　俺の背後で蠢うごめく靄もやの中から、闇色の炎を纏まとった細腕が襲い掛かってくる。

　だが……その動きは読めていた。

『────むぅッ!?』

　振り返りざまに魔法式の展開。真っ赤な輝きを放つ火属性の魔法で、背後から襲ってきたクレハの闇属性の魔法を相そう殺さいする。

　深紅と漆黒が反発するように爆はぜて、その衝撃で俺は吹き飛ばされた。

　ゴロゴロと地面を転がりながら、なんとか体勢を立て直す。

　受けた衝撃の影響で腕に走る痺しびれを感じつつ、周囲に漂う黒い靄を睨にらんだ。

　黒い靄で姿と気配を隠しているクレハは沈黙している。

　大きな手ごたえこそなかったものの、あっちも無事とはいかないはずだ。

『ア、アホか、ハルト！　なんつーシビアな読みしやがる！』

「……仕方ねえだろ。向こうの居場所が察知できない以上、こうする他ない」

『このチート野郎！　一歩でも読み外せば、隙すきを曝さらしてジ・エンドだぞ!?　まともな奴やつなら絶対にこんな真ま似ねはしねえし！　テメェ、真面目まじめに音おと葉は助ける気あんのか!?』

「まともじゃなくて悪かったな。これでも俺なりに考えてんだよチクショウ」

　耳元で騒ぐレッドの声を煩わしく思いながら、俺は思考を巡らせていた。

　……俺だって、確実で安全な方法があるならとっくに実行している。

　だが、クレハの魔法はそんな安易な突破口を見いだせるほど、簡単なものでもなかった。

「相手が闇属性魔法なら、こっちの光属性魔法で吹っ飛ばすって手もあるが……」

『無理に決まってんだろアホ！　そんな大規模な魔法式を呑のん気きに組んでる間に、後ろからズドンだ！』

「……チッ。わかってるっつーの。つーか、お前も俺に協力する気があるなら、文句ばっか言ってないで少しは突破口を考えて────」

　────バンッ!!

　そのとき、一発の銃声が鋭く鳴り響いた。

　俺は瞬間的に目を見開く。右足の太もも辺りに激しい激痛が走った。

　見下ろしてみると、俺の右足を一発の弾丸が貫通していた。とたんにブシュッと血が噴き出して、鮮烈な痛みと軽い眩暈めまいが襲い掛かってくる。

　俺は思わず片かた膝ひざをついた。

「────……ッ」

『ハルト!?　おい、ハルト！　しっかりしろ！』

　レッドのやかましい声が耳じ朶だを打つ。

　俺は肉体を侵すような痛みに表情を歪ゆがめつつ、顔をあげた。

　前方に漂う黒い靄もや。その中から、クレハが抜け出てくる。

「……まさか、民間人相手に発砲する必要に迫られるとはな。まあ、それも仕方がない。今の貴様は国家反逆の重罪人。我々にとっての明確な敵なのだから」

　クレハの手には黒光りする拳けん銃じゆうが握られていた。

　しかも、ただの拳銃ではない。銃身は深い闇を纏まとっており、銃口から噴き出す硝しよう煙えんは禍まが々まがしい漆黒色を湛たたえていた。どうやら、魔法で銃を強化したらしい。

「《悪魔の処刑具イビル・エクスキユート》。闇属性の魔力を纏うことで姿をくらまし、視認さえできない悪魔の弾丸だ。さらに、弾丸を通して流れ込んだ魔力が対象の治癒力を弱め、痛みを増幅させる。実際に使用したのはこれが初めてだがな」

　クレハの冷たい言葉を聞きながら、俺は目を細めた。

　……少し油断していた。ああいったものを使ってくると事前に予測できていれば、いくらでも防ぎようや避けようはあったのに。

「それだけ……異能局も本気ってことかよ」

「当たり前だ。我々には世界を救うという大義がある」

　クレハはやれやれと息を吐き、

「しかし。わたしとて民間人を傷つけるのは本意ではない。……ここで手を引け、桜さくら川がわ晴はる斗と。そうすれば今回のことも特例として見逃してやる」

「……なんだと？」

「わからないか？　神かん崎ざき音おと葉はのことを諦あきらめれば、異能局の職務の邪魔をしたことも、魔法で公道を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたことも、すべて許してやると言ったのだ」

　クレハが俺を見下ろす。

「そこまでして、アレにこだわる必要がどこにある？　アレはせいぜい、貴様にとってただの学校の友達だろう？　友情に篤あついのは美徳であるし、感情に流されるのも学生らしいとは思うが、それを差し引くにしても得がなさすぎる」

「テメェ……。まるで音葉を厄介な物みたいな言い方するんじゃねえよ……！」

「みたい、ではない。アレは正真正銘、貴様にとっての『厄介』なのだ。気づいていないのか、桜川晴斗？　アレが貴様に及ぼしている影響に」

「音葉が俺に及ぼしてる影響だと？」

「そうだ。生まれついて全属性の魔力を扱うことのできる天才、桜川晴斗。貴様は気運や運命さえも自在に操ることができると聞いている。だが、それもすべては魔法によるもの。神崎音葉の特異性の前では乱され、まったく意味をなさなくなる」

　畳みかけるクレハは、小馬鹿にするように鼻で笑う。

「それは、神崎音葉と対たい峙じした時にだけ起こる一時的な現象ではない。アレはそこに存在するだけで魔力そのものを乱す。おそらく、友人として近くに居続けた貴様にも影響は出ているだろう。現に、貴様はわたしに苦戦し、追い詰められているではないか。本当に運命を操れるのだとしたら、貴様はわたしの姿などとっくに捉とらえているはずだ」

　クレハの指摘が、俺の胸に深々と刺さった。

　音おと葉はが……俺を弱体化させている？

　この状況、この苦戦も全部、音葉が原因だというのか？

「ここで手を引いておくべきではないのか？　この先もアレと共に居続ければ、貴様という仮面はいずれ完全に剥がれる。そうなってはもう手遅れだ」

　音葉は俺の手には負えない。だから、諦あきらめろ────と。

　レッドや赤あか木ぎが俺に向けたのと同じ忠告を、クレハは口にした。

「それに。今回の処置は、アレにとっての幸せでもあるのだぞ？　自分を厄介視する世界、なにをやってもうまくいかない世界。そんな地獄で生きるくらいならば、我々の管理下に置かれて暮らすほうが遥はるかに幸福だろう？」

　……音葉にとっての、幸せ。

　それはとても甘かん美びな響きだった。経験に裏打ちされた、大人の言葉だ。

　元から最強無敵であった俺は、人生の苦しみや辛つらさなんかまるで知らなかった。そんな俺よりも、クレハの言っていることのほうがきっと正しいのだろう。

　大人の言葉に従ったほうが、俺は幸せ。これまでの完かん璧ぺきな自分を取り戻せる。

　音葉も────きっと幸せ。

　……本当に？

「もう動くな、しゃべるな、抵抗するな。そうすればわたしたちは神かん崎ざき音葉を連れてこの場を去る。これ以上、痛い思いはしたくあるまい？」

「…………」

　俺は、ゆっくりと目を伏せる。

　クレハはそんな俺を見て、満足そうにうなずいた。

「そうだ、それでいい。あんな世界にとっての価値がない化け物、檻おりに閉じ込めてしまったほうが誰の幸せにも違いあるまい？」

「…………ッ」

　その瞬間、俺の胸の中にある何かが激しくザワついた。

　理性とか理屈じゃない。もっとずっと深いところにある、心の何か。




『────うん。それでも頑張る。わたしは広ひろ瀬せくんが好き。好きになっちゃったから、簡単に諦めたくない。そう思っちゃったから、もう想おもいは消せない』

『────でも、わたしは広瀬くんが好きだから。諦めたくないから。頑張れるなら頑張りたい。自分ひとりじゃなにもできなくて、みんなに迷惑かけるかもしれないけど────この想おもいは消せない。だから、どうぞよろしくお願いします』

『────ししょー、ありがとう。これからもよろしくお願いします』




「価値がない…………あいつのすべてが？」

　俺が持ってなかった、あいつの瞳ひとみの奥にある熱も。

　峯みね岸ぎしが羨うらやましいと言った、あいつのひた向きさも。

　俺に向けてくれた────あの太陽みたいな可愛かわいらしい笑顔も。

「無価値……なわけねえだろ。そんなわけがあって堪たまるか……！」

　俺はよろよろと立ち上がった。

　右足に激痛が走る。クレハの魔法によって治癒力を弱められ、痛みが治まる気配はない。

　それでも、今の俺にとって気に掛けることではなかった。

　クレハが驚いたように目を剥むく。

「貴様……ッ」

「あんたの言い分は正しいのかもしれない。でも……たとえ誰がそう思っても、俺は認めない。あいつの想いも知らないで……知ろうともしないで……そんな風には、俺が絶対に言わせねぇ……ッ!!」

　激しく脈打つ心臓を火種に、全身が燃え上がるようだった。

　クレハは舌打ちを漏らして拳けん銃じゆうを構える。

「無駄だと言ってるだろう！　あんなもののために死にたいのかッ!?」

「テメェにとって『あんなもの』でも、俺にとっては違うんだよ。あいつは俺の倒すべき相手で……乗り越えなきゃいけない壁で……大切なダチで……それで……それで……自分でもあいつに抱いている気持ちはまだよくわかってねえけど……」

　俺はキッと視線をあげて、

「俺は、なにがあっても絶対にあいつを取り戻す。そう決めたんだ……！」

　上空に手を伸ばし、ギュッと拳こぶしを握りこんだ。

　その瞬間、俺の周囲を取り囲むようにフツフツと光の粒が湧わいた。

　光はそれぞれがまったくべつの色合いをしており、密集すると虹色に輝いて見える。

　突如として展開された幻想的な光景に、クレハはゴクリと息を呑のんだ。

「やめろッ！　なにをしようとしている!?　余計な真ま似ねをすれば撃つぞ！」

　脅しの言葉も虚むなしく、俺の周囲に集まる無数の光はどんどん数を増していく。

　俺はその光たちに向けて、フッと笑いかけてやった。

「……よお。聞いてるか、お前ら？　お前たちの力を借りずに、自分が最強だと証明してやるとか息巻いておいてなんなんだが。このままだと俺の────俺たちのダチが連れていかれそうなんだ。だから、もう仕方ねえ。今だけはそんなプライドは捨てる。俺は俺らしく、立ちはだかる壁を全力でぶっ壊す。お前らの文句も不満も全部、あとで音おと葉はを介して聞いてやるから。今だけは大人しく俺に従いやがれッ！」

『────ウケケッ。相わからず傍ぼう若じやく無ぶ人じんだな、ハルト！　だがそれでいい！　それを平然とやってのけるのがお前だ！　さあ、思う存分にオレっちたちを使いな《精霊王》！』

　まばゆい極光の輝きが、俺の全身を包み込んだ。
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　……大気が震えていた。

　クレハは拳けん銃じゆうを構えることさえ忘れて、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　ソレは異様な光景だった。

　雨の滴のように天から無数に降り注ぐ光の粒。それは引力に吸い寄せられるみたいにして眼前の少年のもとに集い、体に当たって弾はじけ、バチバチと派手にスパークし始める。

　さながら少年────桜さくら川がわ晴はる斗とが、虹色の雷をまとっているかのような様相だった。

　虹色をした雷の衣は、そうしている間にもどんどんと勢いを増し、周囲の大気がビュウビュウと吹き荒れる。

「──────アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ」












「くぅっ……!?」

　晴はる斗との喉のどから奏でられた悍おぞましい咆ほう哮こうに、クレハは思わずたじろいだ。

　あれはなんだ？　わからない。でも、ただ事ではない。

　もはや……人間であるかどうかさえも怪しい。

　そのとき、眼前のソレが動いた。

　────迅はやい。あまりにも迅くて、その輪郭がブレて見えた。

　光の尾を引いて突進してくる虹色の化け物。

　クレハが反射的に拳けん銃じゆうを構えて引き金を絞れたのも、ほぼ奇跡に近かった。

　発砲音。拳銃から放たれた見えざる銃弾が、化け物の右肩を穿うがつ。

　────バチィッ！

　刹那、目を焼くような閃せん光こう。

　化け物の纏まとう荒れ狂う虹色の雷が、空中で弾丸を焼き払った。

　纏っていた闇属性の魔力が一瞬で蒸発し、鉛の塊は跡形もなく消滅する。

　驚く暇もない。突っ込んできた化け物からの暴力的な右ストレート。

　クレハは即座に周囲に自分の闇属性魔法を展開させて、姿をくらませた。

『────ウケケッ。無駄だって』

　クレハが闇に紛れた瞬間、化け物の肩に乗っているウサギのぬいぐるみが意地の悪い笑みを浮かべた。

　薙なぎ払はらわれる化け物の右腕。

　それは大気を引き裂くように鋭く唸うなり、バチバチと虹色の光をまき散らして、そこにある空間さえも歪ゆがませた。クレハの視界がグニャリと揺らぐ。

「わたしの魔法が────!?」

　纏った闇が、突風に煽あおられた蝋ろう燭そくの火のように掻かき消けされた。

　一度はくらんだクレハの姿がその場に現れる。目を丸くして呆ぼう然ぜんとするクレハの腹に、化け物が間髪入れずに蹴けりを見舞った。

　クレハは腕を十字に組んですかさずガードの姿勢。

　加えて魔力で編んだ分厚い障壁も張って、化け物の攻撃を完かん璧ぺきに防いだ。

「くっ────ぐうぅッ!?」

　防いだ、はずだった。

　魔力の障壁が薄紙のように易やす々やすと破られる。続いてズドムッと鈍い衝撃。

　クレハの腕に化け物の蹴りが炸さく裂れつし、焼けるような痛みが走った。

　クレハの体は抵抗のしようもなく後ろに吹き飛んでいく。

「バカなッ……貴様の魔法は神かん崎ざき音おと葉はと共に居続けたことで弱体化しているはずだ！」

　吹き飛ばされながら、クレハは苦痛に歪ゆがんだ表情で叫ぶ。

　化け物はすでに追い打ちを掛けようとこちらに向かって跳んでいた。吹き飛んでいるクレハの速度より、尚なお迅はやい。動くその体はもはや光の筋ほどにしか捉とらえられなかった。

　再び眼前にまで迫ってきた化け物の肩で、ウサギが嗤わらう。

『残念。確かに、今までのくだらねえプライドに縛られたハルトなら、そうだったかもしんねえ。だが、今のハルトは本気だ。オトハを取り戻すためになりふり構わず、生まれ持って与えられた才能を酷使している。全属性の魔力を操れる才能……世界でただ一つ、桜さくら川がわ晴はる斗とにのみ与えられた才能を最大限に活いかしてな』

　化け物────晴斗が、打ち下ろすように拳こぶしを振り抜く。

　クレハはなんとか魔力障壁を築いたが、そんなものは所しよ詮せん気休め程度にしかならず、無様に空中で叩たたき落おとされる。

『オトハによって弱体化されている？　ケッ、思い上がるなよ、世界最高峰の魔法使い。たとえそんな状態であったとしても、テメェはこいつの足元にも及ばねえ』

　地面に打ち付けられるクレハの頭上で、ウサギは愉快そうに哄こう笑しようした。

『今のこいつは自分の才能を完全に受け入れ、人間という枠組みさえもを凌りよう駕がした正真正銘の化け物！　オレっちたち全属性の魔力を従え、万物を掌握せし覇王！　あえて名づけとするなら────桜川晴斗《精霊王モード》だッッ!!!!』

　満まん身しん創そう痍いでヨロヨロと身を起こしたクレハは、顔を上げる。

　そこに居たのは、虹色の両翼を広げる化け物。

　人間を遥はるかに凌駕した『精霊王』と呼ぶに相応ふさわしい超常存在。

　驚きや絶望を通り越して……もう笑うしかなかった。

「はッ……このチート野郎がッ!!」

「────わりぃな。それが今のチートおれだ。いずれは自分自身の力で覆すけどな」

　フッと笑って、急降下してくる晴斗。

　すでにクレハの体力は限界を迎えていた。

　しかし、闘志は消さない。

　自分にはなんとしても果たさなければならない絶対の使命があるのだ。

　右手に闇の魔力を渦巻かせて、舞い降りる『精霊王』の迎撃に備える。

「「うらああああああああああああああああああああああああああッ」」

　魔力によって作り出された強大な渦が発生し、辺り一帯を巻き込み、激しく荒れ狂う。

　最強同士の意地が真っ向から衝突しようとした────その矢先。

「────むっ!?」

「ッ!?　これは……!?」

　クレハと晴斗は同時に異変に気付いた。

　二人の間にあった魔力の流れが急激に変化を見せる。クレハの纏まとうドロリとした真っ黒な闇、そして晴はる斗とが纏った虹色の雷さえもが、彼らの体から剥はがれ落おち始めた。

　二人によってその場に集められ、飽和状態にあった魔力が一斉に拡散。

　大量の魔力はそのまま天へと昇り────盛大な連続花火として夜空でパッと輝いた。
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　────次々に打ちあがっていく色とりどりの魔力花火。

　先ほどまでの殺伐とした状況が嘘うそみたいに、美み笠かさ木ぎ市の上空はまるでお祭り騒ぎのようになっていた。対たい峙じしていたクレハも、呆あつ気けに取られてただただそれを仰ぐばかりだ。

　俺の肩に乗っていたレッドが、花火を眺めながらやれやれと嘆息する。

『……あちゃー。どうやら、ハメ外しの時間はオシマイみたいだな。まあ、オレっちも適度に暴れてスッキリしたからいいか』

「はァ!?　な、なに言ってんだレッド！　俺はまだクレハを倒して────」

『もう飽きた。バトル展開なんてつまらねえしな。他のみんなも同じだ。だから、テメェとの主従関係をさっさと切って、あいつの『遊び』に加担しようと決めた』

　言いながら、レッドは顎あごをしゃくってみせる。

『なんせ、あいつはお前の力を無効化できる世界でただ一人の存在だからな』

　俺はハッとして後ろに振り返った。

「────音おと葉はっ」

「……二人とも。喧けん嘩かはダメ」

　こちらを見下ろすようにしてクレーターの淵ふちに立つ、一人の少女。

　音葉が怒ったように頬ほおを膨らませて仁王立ちしていた。

「……か、神かん崎ざき音葉……」

　音葉の登場に、クレハも目を丸くして驚いている。

　音葉はクレーターの坂をお尻で滑りながら下ってくると、不用意にもクレハにトコトコと近づいていった。

「お、おい音葉！　そいつは────！」

「だいじょーぶ。ししょーはそこで見てて」

　ピシャリと言われて、俺は言葉を呑のんだ。

　大丈夫？　そいつはお前を攫さらおうとしたんだぞ？

　訳が分からず俺が目を白黒させていると、音葉はクレハの前に立った。

　クレハは即座に苦い顔をしてキョドキョドと視線を泳がせる。

　……その明らかに焦っている挙動に、俺は違和感を覚えた。

　音おと葉はのことを危険対象だと言っていた彼女だが、恐怖心を抱いているような様子はまったくなかった。しかし今は……なんかビビってる？

「か、神かん崎ざきッ、お、音葉……！　きききききき貴様ッ────」

「あれ？　今日はいつもと喋しやべり方かたが違うよ？　どうしたの────ママ？」

「………………はい？」

　目が、点になった。

　唖あ然ぜんとする俺に振り返って、音葉がこてんと首を傾かしげる。

「？　ししょーも、どったの？」

「え、あの。お前……今、そいつのことをママって……？」

　困惑する俺に、音葉はものすごいアッサリと首を縦に振った。

「うん。この人、わたしのママ。名前は神かん崎ざき紅くれ葉はっていうの。なんかすごく大きな会社で、すごくえらい役職についてるらしいけど。仕事のことはあまり話してくれないから、わたしはよく知らない」

　紹介を受けるクレハ……いや、神崎紅葉は冷や汗をダラダラと流し始めていた。

　俺はあんぐりと口を開け放つ。

　レッドは初めからその事実を知っていたのか、肩を竦すくめて短く息を吐くだけだった。

「だから、今日は仕事着でビシッとしててビックリした。喋り方もいつもと違うし。なんというか────すごくえらそう？」

「…………」

「いつもはワーッてきてキャーッてなるのに。ママへーき？　ヘンな物でも食べたの？」

「……こ……こンの……！」

　そのとき、紅葉が耐えかねたようにブルブルと震えた。

　目の前の音葉をキッと睨にらんで、右手を振り上げる。

「お、音葉ッ!!」

　油断していた。俺は慌てて駆け寄ろうとするが、割って入るには手遅れだ。

　音葉に向けて、紅葉の拳こぶしが振り下ろされて────！




「こンの……おバカ娘があああああああああああああああああああああああああっっ」




　グワシっと。音葉の小さな体を、思いっきり抱きしめた。

「────バカバカバカバカっ。ママは仕事柄とっても偉い立場にあるんだから、外ではちゃんと距離を置いて接しなさいっていつも言ってるでしょ！　威厳とか建前とかいろいろ面倒なことがいっぱいあるんだからっ。どうしてそういうことがわからないかなぁ、この子は!?　でもその出来の悪さが一段とかわいいぞコノヤロウッ」

　…………ホワッツ？

　音おと葉はに高速でスリスリと頬ほおずりする紅くれ葉はに、俺はドン引きしてしまった。

　どういうことだ？　こいつは音葉を攫さらおうとした冷酷な敵じゃなかったのか？

「あのー……。あんたって、音葉を美み笠かさ木ぎ高から退学させるとか、すげぇ酷ひどいこと企んでたんじゃなかったのか？　なに、その気持ち悪い豹ひよう変へんっぷり？」

　白け気味に尋たずねると、紅葉は高速スリスリをやめて鋭い目つきで睨にらんできた。

「あ、当たり前だっ。この子はこんなに出来が悪くて、ただでさえ昔から周囲にヘンな目で見られていたのに！　そのくせ男に惚ほれて、挙句にあんな予言をされてしまったんだぞ!?　親としてこんな状況を黙ってみていられるかッ。この子はわたしが責任を持って保護して、一生働かなくていい生活を送らせてあげるんだっ！」

　どうしようもない親バカ心理を吐露されてしまった。

　俺はシュワシュワと脱力して膝ひざをつく。なんかもう……色々とバカバカしい。

　そして、さっきまであんなに盛り上がっていた自分が死ぬほど恥ずかしい。

　俺たちがそんなやり取りをしている傍かたわらで、音葉はこてんと首を傾かしげていた。

「たいがく？　よげん？　どういうことママ？」

　娘の問いかけに、紅葉はビクンと跳びあがる。

「お、音葉……」

「よくわからないけど、ママ。また余計なことしようとしてる？」

　いつもは無邪気な音葉の瞳ひとみが、珍しくジトッと細められた。

「わたしが美笠木高の女子寮に入るって言ったときもそうだった。色々と邪魔してきて、最後には勘当するとか脅してきて」

「そ、それは。お前に一人暮らしなんて絶対無理だからっ……！　なのにお前はそんなのお構いなしに寮に入っちゃって、ママも引くに引けなくなって勘当みたいなことに……」

　紅葉は涙目になって訴える。もう最初のイメージはぶち壊しだった。

「いつかお前のほうから根をあげて帰ってくると思ってた！　なのに、お前はいつまで経たっても帰ってこない！　ママはもう限界だ！　心配と寂しさで死にそうだ！　だから、無理やりにでもお前を連れ戻すって決めたの！　美笠木高なんかさっさとやめて、ママのところに帰って来てくれ音葉っ!!」

　紅葉の必死な叫び。親バカすぎるとは思うが、俺も簡単に鼻で笑うことができなかった。

　そりゃそうだ。ものすごい落ちこぼれで、世界から危険扱いされて。しかもフラれるとか予言されてしまった男に、娘が告白しようとしてるなんて。俺が親の立場でも絶対に止めると思う。……まあ、退学とか一生保護とかはさすがに大おお袈げ裟さだけど。

　そんな紅葉の親心に、しかし、音葉は首を横に振った。

「イヤ。ママのところへは帰らない」

「ッ!?　な、なぜだ音おと葉は!?」

「ママがそういうふうだから、わたしは家を出たの。確かに大変なこともいっぱいだけど、大切な友達ができた。想おもいを伝えたい好きな人ができた。どんなときでもわたしのために一生懸命になってくれる……サイキョームテキのししょーができた」

　音葉の双そう眸ぼうが、真まっ直すぐ俺に向けられた。

　……なんか照れくさい。レッドが茶ちや化かすように笑っていたので、頭を押さえて黙らせる。

「だから、帰らない。ママと一緒に帰ったら、みんなともう会えなくなっちゃう」

「と、友達なんていつ裏切るかもわからないんだぞ!?　それに、好きな男ができたとか、ママは認めない！　フラれたらどうするッ？　失敗したらどうする!?　外は危険なんだ、辛つらいことだってたくさんあるッ。家に居ればママが守って、ママがずっとお世話してあげるから！　そうすれば辛いことも悲しいこともなく、お前も世界も平和でいられて────」

「ママ。それでも、わたしはちゃんと頑張る。うまくいかなくても辛くても、諦あきらめない。ししょーに鍛えてもらって……それで、絶対に広ひろ瀬せくんへの告白を成功させる。だから、余計なことはしないで」

　有無を言わせぬ力強い言葉。聞いている俺も思わず胸が熱くなった。

　紅くれ葉はは何も言えなくなって、グッと下唇を噛かむ。音葉の真っ直ぐな視線から逃げるように目を逸そらしたあと、たまたまそこにいた俺をギロリと睨にらんだ。

「き、貴様だ……ぜんぶ、貴様のせいだかんなっ!?　うわあああああああああんっ!!」

　小学生の八つ当たりレベルの捨すて台詞ぜりふだった。反撃の言葉を失った紅葉は、幼い子供のような泣き声をあげながら全力ダッシュで逃げていく。

　彼女の後姿を見送り、俺は大きくため息を吐ついた。

　……瞬間、気が抜けてしまってバターンと仰あお向むけに倒れる。

「ふあっ。し、ししょー？」

　音葉が驚いて駆け寄ってくる。心配するなと言いたかったが、もうそんな余力がないくらい疲れていた。今までに経験のない苦戦の連続で、体力が限界に達していたらしい。

　それでもまあ……これだけは言っておかなければならないと思う。

「────おかえり、音葉」

　俺がそう言うと、音葉は少し目を見開いた。

　だが、すぐに満面の笑みを浮かべて、

「……うん。ただいま、ししょー」

　パッと輝く嬉うれしそうな笑顔に、俺も苦笑いで返してやった。








エピローグ　チートの苦労はこれからも彼女にのみ絶えない




　空に咲く花────。

　魔力で作られた音おと葉はの打ち上げ花火は、一向に収まる様子もなく美み笠かさ木ぎ市の上空で弾はじけ続けていた。きっと、音葉と魔力たちの気が済むまで止まることはないのだろう。

　動けなくなった俺の横に座って花火を仰ぐ音葉は、きゃっきゃと無邪気にはしゃいでいる。まったく、こいつのせいで大変な目に遭ったってのに。呑のん気きなもんだ。

「……音葉。美笠木高から退学って話は────」

　ようやく喋しやべる元気が出てきて、俺は気になっていたことを尋たずねてみる。

　異能局の刺客……というか、親バカマックスで音葉を攫さらおうとした紅くれ葉ははひとまず追い払った。しかし、彼らの思惑を覆せたのかどうかはまだわからない。

　こちらに視線を下ろしてきた音葉は、相変わらずの惚とぼけ顔でこてんと首を傾かしげた。

「だいじょーぶ。あとでちゃんとママに話して、わかってもらうから」

　俺の心配なんてどこ吹く風で、音葉はハッキリと言い放った。

「それに、ししょーがいるから。なにがあってもだいじょーぶ。……だよね？」

　まったくの疑いもない、信頼に満ちた言葉だ。

　俺は急にバカバカしくなってしまって、小さく鼻で笑う。

「当たり前だ。俺がいる限りお前を退学なんかさせねえし、哲てつ史しへの告白も絶対に成功させる。最初に言ったろ、『成功以外はありえない』って」

「……うんっ」

　先のことはわからない。こいつにだけは俺の力が通じないから。

　だけど不思議だな。きっとうまくやっていけるって、そう思えるんだ。

「ねえ、ししょー。見て見て」

　っと。自分でも小っ恥ずかしくなるようなことを考えていると。

　不意に、音葉がシャツの袖そでを引っ張ってきた。しきりに花火のあがる上空を指さしている。

　何事かと思い、俺も頭上へと視線をあげてみた。

「さっそく頑張ってみたっ」

　自信満々に胸を張ってそう告げる音葉。

　すると────ひときわ大きな魔力が爆はぜて、夜空に色鮮やかな花火文字を綴つづる。




『────ひろせくん！　あなたのことがぁ！　しぬほどぉ！　ちゅきだからァァァァァァァァァァァ──────────────ッ!!』




「練習してうまくなったっ」

「なぜにそこのクオリティを高めた!?」

　頑張る方向性が明らかに間違ってる！

　……しかも、これってやっぱり魔法じゃないし。ドヤ顔をするな、ドヤ顔を。

　アホ弟子の成長しないっぷりにため息を吐ついていると────。

「────晴はる斗とさんっ、音おと葉はさんっ！　無事ですか!?」

　俺たちの前に、息を切らせて黒くろ兎と、峯みね岸ぎし、戦いくさ間ま、そして哲てつ史しの四人が現れた。

　……こ、こいつら、わざわざ追ってきたのか!?

　驚きつつも、俺は瞬間的にハッとして青ざめた。

　上空の告白花火────俺の魔法を改変して作られた、かつてのトラウマを彷ほう彿ふつとさせるソレを見上げる。

　よりにもよって最悪なタイミングだ。あり得ないくらい都合の悪い。

「ま、待て！　これはちがッ────」

　俺は慌てて弁明しようとした。

　が、そのときにはすでに四人の視線は上空の花火へと吸い寄せられていた。

　そこにあるのは当然、キラキラと輝く哲史へのラブコール。

「……えっと。ま、まあ人の趣味はそれぞれだと思います……はい」

「お、おう！　強く生きろよな晴斗っ！」

「やっぱり桜さくら川がわは広ひろ瀬せのこと……ッ。ダメダメ、そんなの認めないんだから！」

「違うわッ！　黒兎は事情をわかってるはずだろ!?　あれは音葉が俺の魔法を勝手に改変しただけで……！」

　やっぱりそうなってしまったか！　チクショウ！

　必死に否定していると、哲史と正面から目が合った。

　哲史はニッコリとお得意の爽さわやかスマイルを浮かべる。

「……とりあえず。一か月は僕の半径十メートル以内に近づかないでくれるか？」

「だから誤解だァ────────────────ッ!!」

　終わる気配のない魔力花火を背景に、高々と響く俺の叫び。

　肩に乗っていたレッドが『ダメだこりゃ』と深いため息を吐いていた。




　……さっそくだが前言撤回。

　アホの子こいつはやっぱり、チートおれの思い通りにはいかない。






　　　あとがき









　どうも皆さま初めまして。もしくはお久しぶりです。小こ山やまタケルです。

　相反する二人が出会ってしまい、周囲を巻き込んだドタバタをやらかす……みたいなコンセプトで考え始めたのが、今回の『チートな僕のアホの娘育成論』になります。

　そこに担当Ｔさまからの「主人公が世界を救う話とかどうだろう？　世界を救うのって展開的に盛り上がるよね。よし、世界を救おう」というエクストリームアイディア提供を受けて、最終的にこのような形にまとまりました。何かにつけてやたらと世界を救いたがる担当Ｔさまは、きっと僕たちの知らない裏側で大いなる闇と日々戦っているのでしょう。想像するだけで胸が熱くなります。

　そんなこんなで「最強無敵のチート主人公」が世界を救うため、「最弱最凶のアホの娘ヒロイン」の恋を成就させるべく奔走するドタバタコメディ。

　お楽しみいただけたならば幸いです。




　謝辞のほうを。

　イラストを担当してくださった、れい亜さま。非常に可愛かわいらしく元気のいいイラストをありがとうございます。自分の予想をはるかに上回る素晴らしいイラストの数々があがってくるたび、とにかく感激しっぱなしでした。

　作中でのマスコット的キャラ、ウザッピーのデザインをしてくださった、たばこさま。あのデザインは色々な意味で反はん則そくでした。思わず噴き出してしまった僕のコーヒーを返してください。ありがとうございます。

　この物語の発端とも言える、担当Ｔさま。毎度あとがきでネタにしてしまってすみません。ほどほどに反省しつつ、またネタに困ったらよろしくお願いします（ゲス顔）

　作品を作るにあたって相談に乗ってくださった同業の先生方、そして関係者の方々にも、惜しみない感謝を。

　最後になりましたが、この本を手に取ってくださった皆さま。

　本当にありがとうございます。

　割とくだらない内容の作品ではありますが、登場するキャラクターたちと作者自身も常に全力で頑張っておりますので、またお会いできる機会があればそのときはどうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、このへんで失礼させていただきます。


二○一五年三月　小山タケル
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